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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「いよいよ決戦ね……」

　楢なら山やま城じよう址し公園に復元された楢山城の天守閣の最上階に立ち、窓の外を眺ながめていた白い袴はかまに白い道着という弓きゆう道どうの装束を着た一人の少女がつぶやいた。

　長い黒くろ髪かみを後ろでまとめ、額にきりりと白い鉢はち巻まきを締しめた彼女の名前は早乙女さおとめ朋とも絵え。この楢山町にある楢山高校の生徒会長である。

　どこか憂ゆう鬱うつそうな表情で街を眺める朋絵の視界の中。

　遠く、秋の青空に、白い煙けむりが、ぱぱっと、数個浮うかんだ。

　一呼吸ほどのタイムラグの後で、打ち上げられた花火が破は裂れつする音が聞こえてきた。

「ぽん！　ぽぽん！　ぽん！」

　そして花火の音に混じって、ほら貝を吹ふく音や馬のいななき、わあわあ、という軍勢が上げる鬨ときの声が聞こえてくる。

　──あの音は、テレビの戦国物のドラマとかで使われる効果音ね。

　きっと、この戦国祭りを盛り上げるために、町の商工会が有線放送で商店街に流しているんだわ。

　朋絵は、視線を、目の前に広がる街に落とした。

　遠く街の外れを通るバイパス沿いに並ぶ洋服店やファミリーレストラン、そしてパチンコ店などの色とりどりの看板と、それと対照的にシャッターを閉めた店が目立つ駅前通りの古いアーケード街。

　旧街かい道どうとの交差点に建つ地方銀行のビル、そして、黒い瓦かわら屋根が目立つ旧市街と、バイパスの向こう側の高台に広がる色とりどりの屋根を持つ新興住宅地。

　それは、日本のどこにでもあるような地方都市の光景だった。朋絵の耳に、この楢山城を守る守備隊を指揮する総大将の声が聞こえて来たのはそのときだった。

「いいか！　一年生諸君！　君たちの部隊は、敵である樫かし森もり高校の生徒たちが、この戦国祭り会場に来る前に本隊より分かれ、合図があるまで待機していてもらう！　君たちがこの決戦の切り札になる！　俺たちの楢山高校を守るためにがんばろう！」

「おーっ！」

　朋絵のいる天守閣の真下にある、本丸と呼ばれる広場に集まっていた、赤い鎧よろいのようなものを着た二百人ほどの人間が、手に持った白い棒を頭上に掲かかげて応こたえた。

　鎧に似た赤いプロテクターを身に着け、頭に同じく赤い兜かぶとに似たヘッドギアをかぶった彼らは、楢山高校の一年生である。

　朋絵はその光景を見て胸の中でつぶやいた。

　──楢山町の戦国祭りなんて、去年まではただ戦国武者の格好をした行列が街中を練り歩くだけの、実にローカルでささやかなお祭りだったのに……。

　朋絵は、声に出してつぶやいた。

「勝てるかしら……」

　朋絵のつぶやきに、答える声があった。

「勝つつもりで、みんなを引っ張り込んだのは君だろう？」

「なんで私のせいなのよ！……って、光みつ明あき、あんた、なんでそんな格好してるの？」

　振ふり向いて文句を言おうとした朋絵は、目の前に立っている少年の姿を見て、目を丸くした。

　楢山高校の制服である黒い詰つめ襟えりの学生服の上に、金色の刺し繡しゆうのついたド派手な陣じん羽ば織おりを着て、頭に黒い烏え帽ぼ子しをかぶり、手に白い長い馬の尻尾しつぽのような毛のついた采さい配はいを持っているその少年の名前は所ところ光明。楢山高校生徒会の副会長で、生徒会長の早乙女朋絵とは小学校に入る前からの幼おさな馴な染じみである。

　いや、正確に言うならば、家同士、先祖代々の付き合いということになるだろう。光明の所家と朋絵の早乙女家は、共に代々この楢山城の城主に仕えてきた家臣であり、家も隣となり同どう士しだった。

　光明は、肩かたをすくめてみせた。

「好きで着ているんじゃないよ。楢山町の商工会の人たちがさっきこれを持ってきて、東京のテレビ局が取材に来るから楢山高校の軍師らしい格好をしてくれないと困るって……」

　朋絵は、ああ、そうか、という顔になった。

「そういえば、模も擬ぎ合戦の前に、タレントがレポーターで来るから、インタビューに答えてくれとかなんとか言っていたわね……でも、いいじゃない。派手だけど、なんとなくサマになってるわよ」

　光明は、不満げに答えた。

「やめてくれよ、こんなのは俺の趣しゆ味みじゃない。軍師扱あつかいしてくれるなら、やっぱり、こう、ダラーッと長い白っぽいガウンみたいな着物を用意してもらって、ドジョウひげの付け髭ひげをつけて、手には扇せん子すを持って、そいつでこう、口元を隠かくしながら……これ、すべて、コウメイの策……とかなんとか……」

　朋絵は、やれやれ、という顔で答えた。

「それを言うなら孔こう明めいの策。あんたは光みつ明あき。そりゃあ確かに、こうめい、って読めるけど……そんな出来の悪い海かい賊ぞく版ばんみたいな真ま似ねはやめてよね！」

「出来の悪い海賊版ってのはヒドイなあ。こう見えても、君のために粉ふん骨こつ砕さい身しんがんばったつもりだぜ？」

「え？」

「あ、いや、君と俺が通う楢山高校のためにがんばったってことさ」

　あわてて話を逸そらした光明を見て、少し不満そうに朋絵が言った。

「過去形で言わないでよ、まだ樫森高校との戦いは始まってもいないのよ？」

「軍師ってのは、戦いくさが始まる前にすべての手配りを終えておくものさ。昔から言うだろう？　人事を尽つくして天命を待つ、って……今日は良く晴れたし、間ま違ちがいなく天命は我にあり、ってとこだな」

　窓の外に広がる青空を見あげて、嬉うれしそうに笑う光明を見て、朋絵は小さくため息をついた。

「あなたのその楽天的な性格を分けて欲しいと心の底から思うわね……」

　光明は、静かに笑ってみせた。

「別に、楽天的なわけじゃない。軍師が眉み間けんに縦ジワ寄せてオロオロしていたんじゃサマにならないし、みんなが不安になる。だからこうやって笑っているだけさ。俺や君には責任がある。この戦いに勝って楢山高校を存続させる、という責任がね。そしてやせ我が慢まんと、ええかっこしいは責任者の義務なのさ」

　朋絵は考え込むようにうなずいた。

「確かにそうね。私は、この楢山高校を残したいと思った。だから、生徒総会で、生徒のみんなに呼びかけたんだもの……楢山高校を残すために戦おう、って……。

　でも……こんなことになるなんて思ってもいなかったなあ……二つの高校の生徒が、自分の高校の存続をかけて、生徒全員で戦国時代の格好で、城しろ攻ぜめの模擬合戦をすることになるなんて……」
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「なんで……そんなことになっているのよ！」

　楢山町にある、地方庁合がつ併ぺい推進課の事務室で、一人の女性が叫さけんだ。

　彼女の名前は藍あい山やま真ま由ゆ子こ、三十一歳。地方庁合併推進課の課長である。

　地方庁は、昨年に発ほつ足そくした新しい省庁の一つであり、彼女はその関東管区局に所属している。

　国家公務員としてキャリア採用されたとはいえ、弱じやつ冠かん三十一歳で、地方庁の課長になるというのは、並大抵の出世ではない。小こ柄がらで清せい楚そな美人、という外見からは想像できないバイタリティと行動力を持ち、状じよう況きよう判断の的確さと決断の速さは、他の追つい随ずいを許さない。

　天は二物を与あたえず、というコトワザにも例外がある、という生きた見本である。

　藍山はセルフレームのメガネの奥にある表情豊かな目を怒いかりに燃やして、目の前にいる部下を見た。

「どういうことなの？　なんで町村合併協議に、高校の統とう廃はい合ごうがからんでくるのよ！　まったく別の次元の話じゃない！」

　部下は、恐きよう縮しゆくするように言った。

「あ、いや、その、実は、町村合併と同時期に、高校統廃合の動きがありまして。町の住民の中には、三町合併によって町の名前が消えることと、町にある高校がなくなるということを同一に捉とらえている者が実に多く、これが合併協議に重大な影えい響きようを及およぼしているのです」

　藍山は、胸の前で腕うでを組んだ。

　紺こんのビジネススーツの白いブラウスが盛り上がる。

「高校の統廃合と町村の合併がシンクロしたために、問題が複雑化したってことね……県の教育局も、もうちょっと考えてくれればいいのに……これだから縦割り行政ってのは……」

　自分もまた、その行政機関の一員であることを棚たなに上げて、藍山はつぶやいた。

　数年前に、日本では俗ぞくに『平成の大合併』と呼ばれる市町村の合併が相次いだ。これは、はっきり言ってしまえば、会計が黒字の町に赤字の町をくっつけて、とりあえず財政破は綻たんに陥おちいる市町村を減らすことが目的で行われたものだった。

　しかし、合併することもできなかった町の赤字は、どんどん膨ふくれ上がり、民間企き業ぎようならとっくに倒とう産さんしているほどの赤字を抱かかえることとなった。このまま放置すれば、財政破綻を起こす地方公共団体が続出することは間違いない。

　国は、強力な権限を持った地方庁という組織を総務省の中に設置し、今まで地方都市の協議会任せだった合併政策を、国の力で推進し、効率化を進めることにしたのである。
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　そして、鳴り物入りで誕生したこの地方庁の関東管区局の最初の仕事が、二年前からこじれにこじれていた、「楢山町」「樫森町」「桜さくら川がわ町」の三つの町の合併であり、藍山真由子の初仕事だったわけである。

　藍山は、気を落ち着けるように大きく深呼吸すると、目の前にいる若い男性職員を見つめて言った。

「総務省地方庁からの報告書には、その辺のことは書かれてなかったけど……それはどういうわけ？　野の上がみくん」

　野上と呼ばれた若い男性職員は、怯おびえた小動物のような目で藍山を見て、答えた。

「え、えーとですね、その報告書を書かれた調査官の方にも、住民の意識についてご報告したのですが……あの方は、地方庁の権限は町村合併に関するものだけで、高校の統廃合に関しては一いつ切さい権限が無いし、管かん轄かつ外である、という理由で関かん与よしないようにと……」

「バッカじゃないの？」

「ひい！」

　野上は首をすくめた。

「権限が無いのなら、権限を持った部署に働きかけて動かせばいい！　三町合併が目的なんだから、その目的のためなら根回しでも取引でもやれることはなんでもやって、成果を出すのが私たちの仕事よ！

　あの三つの町は、すでに赤字団体に転落しているのよ。大同団結して一つの市になることによって効率化を図はからねば、近い将来に赤字がどんどん膨れ上がり、財政破綻団体に転落するのは目に見えているのよ！　私たちの仕事は、そうならないために最善を尽つくすことよ！」

「わ、私に言われましても……」

　藍山は、目の前で背中を丸め、ハムスターのような目で自分を見る野上に気がついたのだろう、あわてて小さく頭を下げた。

「あ、ごめんなさい。あなたを責めているわけじゃないわ。今のは独り言だと思って聞き流して。とにかく、現状の問題点を聞かせてちょうだい。あなたの言うところの高校の統廃合がこの合併に影響を与えているという部分もね」

「は、はい！」

　野上はごくりと喉のどを鳴らすと、気の弱そうな声で話し始めた。

「えーとですね、楢山町、樫森町、桜川町の三つの地方都市は、江え戸ど時代に大名家の三人の息むす子こに分家として分け与えられた領地に端たんを発はつしております。この三つの分家は互たがいに見み栄えを張り合い、それぞれに城を持ち、商業を発達させました。しかし、その見栄の張り合いが、いまだに後を引いているのです。

　実は、十年近く前に町民の間から、何度も合併したらどうだ？　という話が出たのですが、どの町も自分たちの町の名前を残すことに固こ執しゆうしたために、合がつ併ぺいの話が浮うかんでは消える、ということを繰くり返しておりました。しかし二年前、町民の間に、このままではいけない、小異を捨てて大同に就つこう、という気運が高まりました。日本中で新しい政令都市などが生まれ、合併が大ブームとなったあの頃ころです。今度こそ合併か！……と、誰だれもが思ったそのときに、県の指示で高校の統とう廃はい合ごうが行われることとなったのです」

　藍山は、机の上に広げた資料に目を通しながらうなずいた。

「確かにあなたの言うとおりね。三町合併については、何度も浮かんでは消えてを繰り返しているようね。でも、それと、その高校の統廃合がどう繫つながるのかが私には理解できないんだけど……」

　野上は、額の汗あせをハンカチでぬぐいながら答えた。

「藍山課長は東京のご出身ですから、こういった地方都市において〝高校〟というものがどんな位置を占しめているかがよくおわかりにならないんだと思います。地方都市において、高校というのは、単なる〝学校〟ではないのです」

　野上はそこで言葉を切ると、藍山が目を通していた資料を指差した。

「その資料のとおり、我々が推進している桜川町には桜川女子高等学校、楢山町には楢山高等学校、樫森町には樫森高等学校がそれぞれ存在しております。高校の併へい合ごうは本来まったく別の問題です。しかし、町民にとってそれはほとんど同じものなのです。

　町の合併にこだわらなかった町民も、自分が通った高校が消える、と聞かされて考え方を変えるものが続出したのです」

「でも、町が合併してもしなくても、少子化によって三つの高校を維い持じできるだけの生徒数が集まらないという事実は変えようが無いわけだし、そうなれば高校の統廃合は避さけようが無いわけでしょう？　だったら、まったく関係ないじゃない」

「その件ですが……実は、この高校の統廃合は、三つの町にあるそれぞれの高校を廃止して、新たに一つの総合高校を作る、というものではないのです。どれか一つを廃止して、二校にするというものでして、県の教育局は当初、三つの高校すべてを廃止して、二つの共学新設校を作る、という方針を立てておりましたが、経費節減ということで楢山町にある共学の楢山高校を廃止して、楢山高校の女子生徒は桜川女子高校に、男子生徒は樫森高校に、それぞれ振ふり分ける、という方針を打ち出しまして。これに楢山町の住民が猛もう反はん対たいしているわけです」

「それって単に楢山町の住民さえ納なつ得とくしてしまえばなんとかなる……というわけでも無さそうね……どうやら根っこは深そうだわ」

　小さくため息をついた藍山を見て、野上が言葉を続けた。

「はい、地方都市において〝高校〟とは郷土の誇ほこりであり、綿密にその地方と結びついています。たとえ卒業して何年過ぎようとも同窓生という名前の連帯は残り、もしその高校の野球部が地区予選を勝ち進んで甲こう子し園えんに行こうものなら、卒業して二十年三十年過ぎていようと寄付を募つのる手紙が届くのです。

　高校は、その町、その地方を代表する機関であり、組織であり、代々にわたって連綿と続く伝統の象しよう徴ちようであり、一人一人の記き憶おくと自分の歴史に綿密に結びついているのです。

　そして、地方都市においては、高校の名前がそのままブランドになります。どの高校に行くのか、どの高校を出たのかで、その人となりが判断され、そのまま学がく閥ばつになりうるのです。

　高校が消えるということは、自分の過去の記憶と歴史が途と絶だえることに等しく、武士にたとえれば、お家断絶となり、城を追われることと同じなのです」

「お家断絶ねえ……」

　巨きよ乳にゆうと言うほどではないが、充じゆう分ぶんメリハリのある身体からだのくびれた腰こしに左手を置いた藍山は右手の親指のツメを嚙かんで、しばらく考えを巡めぐらしていた。

　──つまりは、まず高校の統廃合を先に進めなくちゃいけないってことね。

　この三つの町の人たちは、三つある高校の一つを潰つぶす、と考えているからおかしくなるんだわ。三つの町じゃなくて、一つの市に二つの高校があるという意識を住民の間に作り上げていけば、合併協議もきっとうまく進むんじゃないかしら？

　藍山は小さくうなずいた後で顔を上げて、凜りんとした声で言った。

「わかりました、県の教育局と話をします！　大至急アポイントを取ってください！」

「教育局の……どなたと？」

「トップに決まっています！　権限を持たない人と話をしても意味がありません！」

「かしこまりました！」

　頭を下げて退散しようとした野上を藍山は呼び止めた。

「あ、ちょっとまって野上くん！」

「は、はいっ！　な……なんでしょうか？」

　野上は、ばね仕じ掛かけのようにぴょんと飛び跳はねて、くるりと振り向いた。

　顔に見えないインクで『いじめないで下さい、私は人じん畜ちく無む害がいです』と書いてあるような表情になった野上を見て、藍山はため息混じりに言った。

「その統廃合する三つの高校についての資料を集めてちょうだい。偏へん差さ値ちとか進学率とか、生徒数とかそういったデータだけじゃなくて、歴代の卒業生のデータも忘れないでね。有名人が出ているかどうか、町民の間でどんな位置を占めているのか、そういったことも全部！」

「か、かしこまりましたっ！」

　直立不動で敬礼した野上を見て、藍山は半分あきれたような口調で言った。

「ここは軍隊じゃないんだから……」




　一週間後。

　楢山町民会館の小ホールで、高校の統廃合に関する協議会が開かれていた。この協議会には、楢山町だけではなく隣りん接せつする「桜川町」「樫森町」からも集められた協議委員が出席していた。

　主しゆ催さい者しや席に座って、会場の中を見回した藍山は、ほっとしたように隣となりに座っている野上に言った。

「出席率は高いわね……それだけ関心が高いってことかしら？」

「ええ、委員の方は、商店主さんとかの自営業の方が多いですね。合がつ併ぺい推進協議会と高校の統とう廃はい合ごう推進協議会の委員を兼かねている方がほとんどです。サラリーマンの方は、なかなか平日の夕方に動けませんから仕方ないんですけど……やはり高校の統廃合に対する関心は高いんでしょうね」

「関心が高いってことは、それだけみんなそれぞれに思おも惑わくがあって、一ひと筋すじ縄なわじゃ行かないってことね……」

「そういうことかもしれません……」

　視線を会場に移した藍山は、会場に、制服姿の高校生の男女がいるのに気がついた。

「現げん役えきの高校生も来ているの？」

「ええ、彼らは委員じゃありません。こちらで当事者の意見も必要と判断し、参考人として地元の楢山高校の生徒会長と副会長を……」

　野上はそう答えると、手元にある名めい簿ぼを見ながら言葉を継ついだ。

「……あの長い髪かみの毛をポニーテイルにしている女の子が生徒会長の早乙女朋絵さんで、こっちのメガネの男の子が副会長の所光明くんですね。両方とも三年生です」

　興味深そうに二人を見た藍山は、小声で野上に聞いた。

「楢山高校って、共学なのね……他ほかの高校の生徒は来ていないの？」

　野上は腕うで時ど計けいを見せた。

「公こう聴ちよう会かいは午後五時から始まります。終わるのは八時を過ぎるかもしれません。隣の町から未成年の高校生を呼ぶには、少し遅おそくなりすぎる。ということで、地元の高校の生徒だけを……」

「そうね、そう言われてみればそうだわ。協議委員に支し払はらう日当は予算化してあるけど、タクシーで送れる予算枠わくは無いものね……」

　藍山がそう言って小さくうなずいたとき。ワイヤレスマイクを持って、県の教育局の主事が立ち上がった。

「えー、そろそろ時間となりましたので、ただ今より桜川高校、樫森高校、楢山高校の三校の統廃合に関する協議会を始めたいと思います！」

　主事の声が流れるのと同時に、ざわついていた小ホールの中が静かになって行った。

　だが、その静けさも、協議会の出席者に資料が配られるまでだった。一人の楢山町の委員の発言をきっかけにして、協議会は荒あれ始めた。

「男子校だの女子校だの、そんな前時代的な構造の高校を残す理由は無いと思いませんか？　時代は男女共学が当たり前になっているのに、伝統だか何だか知らないが、そんなものにしがみついているから桜川町も樫森町も、赤字団体になって財政がおかしくなるんです。やはり、女子校と男子校を廃はい止しして、一つの共学校にしてしまうのが理にかなっているとは思いませんか？」

　この発言に、桜川町の委員と樫森町の委員から反論が巻き起こった。

「そんな乱暴な話があるものか！」

「そうだ、なんで二つの高校を廃止しなくちゃならんのだ！　この会議は、どの高校を潰つぶすか、という会議だぞ！　それを言うのなら当初の方針通り楢山高校を潰して、男子生徒は樫森高校に、女子生徒は桜川高校に通わせれば済むだけのことじゃないか！　会議を開くまでもない！」

「お前は楢山町で店をやっているそうだが、楢山高校が無くなれば学生の客が来なくなる。それが嫌いやなだけなんだろう！」

「それを言うのなら、お前らも同じだ。自分の町の高校を残したいから、そうやってうちの高校を潰してしまえと言っているだけだろう！」

「当たり前じゃないか！　駐ちゆう車しや場のない駅前の商店街にとって、車とは縁えんの無い高校生は、お得意様だ！　自分の町にある高校を守るのは生活を守ることと同じだ！」

「自分の町の高校を守るなんておためごかしを言うな！　自分の町に高校が残れば、生徒が増える。それでボロ儲もうけしようとたくらんでいるんだろう！」

「その言葉はそっくりお返しする！　樫森高校みたいな山やま猿ざる相手に商売しているから、そんな下げ劣れつな考え方しかできないんだ！」

「なんだと！」

「感情的になるのはいけませんわね。わたくしは、残すべき高校は、情操と文化の程度の高い桜川高校こそがふさわしいと思いますのよ、おほほほほ」

「なにが情操と文化だ！　婿むこ養よう子しが見つからずに、よその町で見つけた男を婿養子にして、結局その旦だん那なに逃にげられたくせに！」

「なんですって！　きぃいいいい！　訴うつたえてやる！」

「そうですよ、あなた、言いすぎですよ。そんな個人のプライバシーを……」

「善人ぶるんじゃないよ！　こないだの県議選のとき、裏切って相手側の選挙事務所に顔を出して寿す司し食っていたくせに」

「あ、あれは敵情視察ですよ！」

「何言ってやがる、相手側の候補の当選確実が出たら一いつ緒しよにバンザイして、その後でそれが取り消しになったら、さっさとこっちに来たくせに！　ちゃんと録画してあるんだぞ！」

「さすがは無節操な楢山町民だな。その点、我が樫森町の樫森高校は、質しつ実じつ剛ごう健けんをモットーとする熱血男児の高校だ。樫森高校を基き盤ばんとした新設校を作れば、未み来らい永えい劫ごう日本は安心だぞ！」

「おお嫌だ！　あんな脳ミソまで筋肉の体育会系熱血直情型な校風に染まるくらいなら、私の娘むすめは越えつ境きようしてでも別の高校に進ませますわ！」

「ふん、偏へん差さ値ちが低くて、樫森高校のレベルについて来れないだけじゃないのかね？」

「なんですって！」

「こう見えても樫森高校は、三校の中で東大進学者が最も多い！　官かん僚りようとなって日本を背負っている出身者も数多いのだ！　そういう高校こそがフラッグシップとなって……」

「そんな高校を出て官僚になった連中が日本を動かしたから、日本はダメになったんじゃないのかね？　これからはハードウェアの時代じゃない、ソフトウェアの時代だ！　マスコミ、通信事業、映像コンテンツ畑に進む人間が最も多い楢山高校こそが、これからの日本を背負っていく人材を送り出せるのだ！」

「何を抜ぬかす！　男女共学だかなんだか知らないが、チャラチャラと女の子と手をつないで学校に行くような連中が勉学にいそしむわけがない！」

「いや、まあ東大進学率は確かに負けますが、進学率は樫森高校とそれほど変わりません」

「何をバカなことを！　これからは女性の時代です！　女性の感性を最大限に生かした教育方針こそがこれからの日本を作るのです！　新しい高校は、桜川高校を基盤とすべきですわ！」

「桜川高校なんかに通わせたら、子供がみんなオネエ言葉を使うようになっちまう！　冗じよう談だんじゃない！」

「樫森高校なんかに通わせたら、うちの娘がガサツになります！　とんでもない！」

「そうでしょうそうでしょう、ですから、この楢山高校こそ残すべきなんです……」

　誹ひ謗ぼう中傷が飛び交かう姿を見ていた藍山が、あきれたようにつぶやいた。

「なんなの？　この、どっかの、ぐだぐだになったＢＢＳみたいな流れは……」

「えーと、いつもこんな感じですね。今回は高校の統とう廃はい合ごうに関してですので、まだ、それほどひどくないですよ」

「これでひどくないって……」

　目を丸くする藍山を見て、野上は諦あきらめた様な表情で肩かたをすくめてみせた。

「町の合がつ併ぺい協議のときは、三代四代前の曾ひい祖じ父いさんの頃ころからの因いん縁ねんが出てきますからね。お前の家はツケを払はらってない、と明治時代の支払いでモメたり、昭和初期の頃の葬そう式しきの香こう典でんが少なかったのなんだの、そういった理由でケンカになったり……」

「そ……それはある意味、感心するわね……それにしても、このグダグダぶりはなんとかした方がいいわよね……教育局は何をしてるのよ！」

　野上は、互たがいに言いたいことを言い合っている委員たちを見て、ため息をついた。

「みんな、理り屈くつじゃわかってるんですよ。このままじゃどうしようもない。なんとかしなくちゃいけないってことは……でも、感情が納なつ得とくしないんです。教育局のやり方は、とりあえず不平不満の捌はけ口を作って、住民たちにやり合うだけやり合わせてテンションが下がるのを待って、それから理屈を納得させる、という方法みたいですよ」

「そんな方法で、うまく行くわけ無いじゃない！」

「ええ、そうなんですけど、合併推進協議会と高校統廃合推進協議会が作られたときに『安易に多数決などで決められては困る』という意見が大勢を占しめまして……その際に『決定は満まん場じよう一いつ致ちの総意を以もつて為なす』という条文が盛り込まれましたので」

　藍山は目を見開いた。

「なによそれ！　じゃあ、このぐだぐだな意見の応おう酬しゆうが、満場一致で一つにまとまるまで延々会議をやり続けなくちゃいけないってわけ？　問題を先送りしていれば、そのうちうやむやになる、なんてのは幻げん想そうよ。これだけ言い合っていれば、そのうちに疲つかれて黙だまり込むかもしれないけど、それまで何年かかるかわかりゃしないわ……あの協議委員たちには協議会に出席するたびに、一回五千円近い日当が支払われているのよ？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　もう付き合ってられないわ！」

　藍山が、そう言って協議委員たちをにらみつけた頃。

　参考人席に座っていた朋絵も、藍山と同じ言葉をつぶやいていた。

「もう……付き合っていられないわ！」

　横に座っていた光明は、肩をすくめた。

「……同感だけど。帰るわけにもいかないし。まあ、素人しろうとの漫まん才ざい大会にでも付き合わされていると思うしかないよ」

「悪いけど、私はあんたほどニヒリストになれないのよ！」

　光明をにらみつけた朋絵は、そう答えて立ち上がった。

「いいかげんにして下さい！」

　朋絵の声が小ホールに響ひびき渡わたった。

「あなた方は、それでも高校統廃合推進協議会の委員なんですか？　今までずっと黙って聞いていましたが。もうガマンできません！

　この協議会は誰だれのためのものなんですか？　あなた方のためのものなんですか？　それとも今ある三つの高校に通っている生徒たち、将来その高校に通うであろう中学生、小学生たちのためのものなんですか？

　高校の統廃合で一番影えい響きようを受けるのは、あなたたちじゃないんです！　当事者は私たち生徒なんです！　もっと、生徒の身になって考えて下さい！」

　朋絵の良く通る声が消えると、そのまま小ホールが静まり返った。

　藍山は、居並ぶ大人どもをきりりとした表情で見み据すえている朋絵を見て微笑ほほえんだ。

　──面おも白しろい子だわ。あそこにいる委員たちより、よっぽど覚かく悟ごが据わっているかも。

　だが、居並ぶ委員は、朋絵のことを、藍山のような目では見なかった。

「高校生の分際で知ったような口をきくんじゃない！」

「君たちのような子供が口を挟はさむようなことじゃない！　こういった話は、我々大人に任せておけばいいんだ！」

　朋絵は引っ込まなかった。

「確かにあなた方は大人です。でもやっていることは子供と同じです！　あなた方には何かを決めようという意志があるんですか？　目的が何なのか分かっているんですか？　あなた方がやっているのは、文句の言い合いと足の引っ張り合いだけじゃないですか！」

　朋絵の言葉を聞いた藍山は思わず拍はく手しゆをしそうになって、あわてて手を止めた。

　だが、出席していた委員たちは全員、朋絵の言葉に腹を立てた。

　人間、何が腹が立つと言って、本当のことを面と向かって言われることほど腹が立つことはない。ましてや自分より目下の人間にそれを言われれば、たとえ心の奥底で『当たっているな……』と思っていても、それを認めることができる人間は多くない。悲しいことに人間は感情の動物である。

「ふざけるな！　なんて言い草だ！　我々協議委員をなんだと思っている！」

「高校の統廃合を決定する権限は我々にあるのだ！」

「誰のために我々が苦労していると思っているんだ！　当事者のことを考えろ、というのなら当事者が決めればいいことだ！」

「知ったようなことを言うのなら、自分たちでやってみればいい！」
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「自分たちで決めてみろ！　そうすれば、忙いそがしい中をこんな会議なんかに出席しないで済むんだ！」

　協議委員たちがうなずいたのを見ていた藍山は、にやりと笑ってすかさず立ち上がった。

「しかと承うけたまわりました。それが協議委員さんの総意によって決定された方針ですね」

　藍山の言葉の意味が理解できなかったのだろう、協議委員たちは、ぽかんと口をあけた。

「……なんのことかね？」

「先ほど、皆みなさんが賛同された件ですよ。皆さん全員がうなずいていらしたじゃありませんか……高校の統とう廃はい合ごうを、当事者である高校生に決めさせるという方針です」

　協議委員たちは一いつ瞬しゆんあっけにとられた後で失しつ笑しようした。

「何を言い出したかと思ったら……馬鹿馬鹿しい……」

「あれは、そこにいる生意気な口を利きく小こ娘むすめをたしなめただけだ……」

「あんな言葉を本気にするなんて、どうかしているぞ……」

　藍山は、委員たちを指差して言った。

「この協議会における発言を本気にしてはいけない、ということはつまり、あなた方の今までの発言は全部本気ではなかったということですか？　あなた方には、会議に出席するたびに日当が支し払はらわれています。この二年間、何一つ決められないこの会議のためにどれだけの予算がつぎ込まれたと思っているのですか！

　この協議会においては満まん場じよう一いつ致ちでなければ決定事じ項こうにならない、という規定があるそうですが、その規定こそがこの二年間で何一つ決められなかった理由だと私は思います。満場一致の総意というのは実に聞こえの良い言葉ですが、個人個人の利害のからむ問題が総意で決まるわけがありません。ですから議会制民主主義は多数決という決定権を議会に与あたえているのです！

　多数決を否定したこの規定のために空転していたこの会議が、今初めて委員の総意の下もとに一つの決断を下したわけです。私は、この皆さんの総意による決断を尊重し、高校統廃合推進協議会の方針として町民の皆さんに提示したいと思います」

　藍山の発言を聞いた委員たちは目の色を変えた。

「あんたは馬ば鹿かか！　そんな方法が町民の支持を得るものか！」

「我々はいい笑いものだ！」

「国の役人か何か知らんが、人を馬鹿にするのもいい加減にしろ！」

　藍山は引かなかった。

「人を馬鹿にしているのはどちらか、それを決めるのは町民の方々です。今回の方針と、今までの協議会の議事録と録音をすべて町民に公開し、町民の審しん判ぱんを仰あおぎましょう」

「審判を仰ぐ？　どういう意味だ？」

　藍山は、にっこり笑ってみせた。

「住民投票に関する法律が変わったのをご存じありませんか？　国は地方自治体における代議員制度と並行して、住民投票による直接民主制を広こう範はん囲いに導入したのです。方針決定は、住民投票によって行われることになります」

「ふざけるな！　わしは認めんぞ！　それは総意ではない！　多数決で決めれば、それは数の横暴を許すことになる！」

「そうだ！　推進協議会の規定には、高校の統廃合と、三町の合がつ併ぺいについては、総意、つまり満場一致の同意のみが有効であると決められているはずだ！」

　藍山は艶えん然ぜんとした微び笑しようを浮うかべて答えた。

「ええ、そういう規定になっておりますわね。ですからこの住民投票の目的は、高校をどこに置くのか、どの高校を統合するのか、それを決定するためのものではありません。あくまでも、高校の統廃合を決定する方法を高校生に任せるか否か、という目的で行われるわけです。推進協議会の規定に触ふれる部分は何一つ無いと思われますが？」

「詭き弁べんだ！」

「ふざけるな！」

「高校生なんかに高校の統廃合を任せることができるか！」

　藍山は動じなかった。

「ええ、ですから、その可否を、住民に問うのです。あなた方協議委員が信しん頼らいされていれば、当然否決されるでしょう。そうしたら、今までどおり、こうやって毎週持ち回りで三町のどこかの公民館に集まって、論議を重ねればいいだけのことじゃないですか。何をそんなにエキサイトしておられるのか、理由がわかりませんが？」

　委員たちは不服そうな顔つきで黙だまり込んだ。涼すずしい顔で着席した藍山に、県の役人が青い顔でささやいた。

「君は……とんでもないことをやってくれたな！」

「いえ、たんなるショック療りよう法ほうですよ。会議の目的を見失っているあの委員たちに、本当の主役は町民なんだということを思い出させるための……」

「しかしだな……」

　藍山は深刻な顔をする県の役人に向かって笑ってみせた。

「御ご安心下さい。この件に関するすべての責任は私が取ります。マスコミの取材その他、一いつ切さいの窓口は私にしていただいて結構です」

　自分が責任を負わずに済むということを知った県の役人が、ほっとしたような表情になるのを見て藍山は思った。

　──なるほど、確かにこの人なら、すべての問題を先送りにしようと考えるでしょうね。

　こういう人は、そもそもなんとかしようとは思わないわよね。自分が人事異動で別の部署に行く日まで、自分の経歴に傷がつかなければいい、そのためには何もしないのが一番だ、と考えている典型的な役人の幹部だわ。

　そして藍山は胸の中で大きくため息をついた。

　──日本は、この先右みぎ肩かた上がりの経済成長も無ければ、子供が増えることも無い。税収はどんどん減っていく、公共団体だってどんどん破は綻たんしていく……そんな嵐あらしのような時代の中では、波風を自分で起こしてでも船を動かさなけりゃならないってのに……のんびりと波風立たないように舵かじを取っていれば船が目的地に着くと、まだ思っているのかしら？




　結果から言えば、藍山の立てた波風によって船は動いた。いや、動きすぎたと言った方がいいかもしれない。

『高校の統とう廃はい合ごう決定権を当事者である高校生に与あたえて決めさせる』

　この前ぜん代だい未み聞もんの方法に真っ先に飛びついたのは、地方新聞社とローカル放送局だった。

　取材を受けた藍山は、笑え顔がおでこの取材に対応した。

「ようは、決着がつけばいいのです。高校の統廃合と三町合併はやらなくちゃいけない、という理り屈くつは、三町の町民はすべて誰だれもが理解しているのです。あとは感情が納なつ得とくしさえすればいいのです。三つの町の住民が納得する何かがあれば、それで決着がつくのです。話し合いというのはそこに至るまでの、感情が納得するための方法の一つに過ぎません。

　そして、話し合いというのは、歩みよる部分があって初めて効力があります。まったく妥だ協きようする意思の無い意見の持ち主たちがいくら話し合っても、答えは出ません。ただ時間と予算を使うだけです。

　え？　前例が無い？　とんでもない、これと同じことは何百年も前から行われてきたのです。江戸時代、水田への水の供給を巡めぐって、水脈の上流の村と下流の村で争いが起きた時、それをどうやって決着させたかご存じですか？　話し合い？　いいえ、それは問題解決の取っ掛かかりに過ぎません。問題を解決したもの、それは勝負です。

　双そう方ほうから代表者が出て、相撲すもうや綱つな引ひきなどの競技を行い、その結果によって決定されたのです。たとえ話し合いで何かが決定されても、当事者の多くがそれに納得していなければ、必ずその決定を守らない人間が出てきます。そうなれば問題はさらに複雑化し、双方の不信の度合いが増すのです。しかし勝負は結果が出るのです。たとえ不満があっても、納得するしかないのです。

　前例が無い、というのは理由にはなりません。無ければ作ればいいだけのことです。

　高校生に高校の統廃合の決定を任せるというのは確かに乱暴です。しかし、それくらい乱暴なやり方であっても、今のまま予算と時間を浪ろう費ひして堂々巡りを続けるよりはいいかもしれません。私は、高校生にすべてを任せろと主張するわけではありません。ただ、もっと関心を持っていただきたかっただけです。

　なんとかしてくれ、と言うのは楽です。でも今は、なんとかしてくれと言って座り込んでいれば何とかなった時代ではないのです。なんとかしなくちゃ、と思う人々によって地方自治体が動かされる時代が、もうそこまで来ているのです。

　私は三町の町民の方に、そのことを知って考えていただきたかっただけなのです」

　テレビのローカルチャンネルでは、住民投票に反対する側である協議委員のインタビューも放映された。しかし、テレビ映りからすれば印象は圧あつ倒とう的に藍山の方が上だった。

　理知的な、メリハリのある体形の美人官かん僚りようが艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら、わかりやすく答える映像と、どっかのしょぼくれた中年の商店主が、腹を立てながら一方的にまくし立てる映像が流れたのだ。その結果は言うまでも無い。

　さらにこのニュースはネットを通じ、全国規模にまで広がった。ネットのブログには、藍山を支持する文章が並び、ついには「藍山は俺の嫁よめ」と書き込む者が続出した。

　ネットから火がついたこのニュースは全国版の新聞に載のり、そしてついに全国ネットのニュース番組でも取り上げられる騒さわぎとなった。そんな騒ぎの中で、三町の住民を対象とした「高校統廃合に関する決定権を在校生に委い託たくする」ことについての可否を問う住民投票が行われた。

　開票は即そく日じつ行われ……そして、圧倒的多数で可決された。

　かくして、楢山町の「楢山高等学校」、樫森町の「樫森高等学校」、そして桜川町の「桜川女子高等学校」の三つの高校の統廃合の決定権は、在校生に委ゆだねられる、という前代未聞のこととなったのである。
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　県立楢山高校は、その名前の通り楢山町の町内にある。

　由ゆい緒しよあるといえば聞こえはいいが、要は古いだけの学校だ。

　創立は神じん武む東とう遷せんによって大和やまとの地を追われた勢力がここに住み着く際に作った学校にさかのぼるという伝説や、弘こう法ぼう大師が一夜にして建てたという伝説、平たいらの将まさ門かどが必勝を祈き願がんした社の跡あとに作られたという伝説、時の校長が関せきヶが原はらの合戦の時に日ひ和より見みをしたという伝説──。

　そういった様々な伝説が先せん輩ぱいから後こう輩はいへと語り継つがれているが、誰も信じてはいない。

　なぜならこの楢山高校では、先輩から聞いた伝説に、さらなる伝説を加えてより面おも白しろい伝説を後輩に語り継ぐことが伝統となっているのだ。そうやって毎年毎年付け足されてゆく伝説の中で、面白いものだけが後世に伝えられるのである。

　楢山高校に伝わる伝説より、はるかに正確な楢山町教育委員会の郷土史によると、江戸時代の領主がこの楢山に城を築き、そこに学問所があったことは確からしい。それが明治以降の学制改革の紆う余よ曲きよく折せつを経へて旧制中学になり、戦後は楢山高校になったわけである。

　大学進学者は多いが、これといって有名人を輩はい出しゆつするわけでもなく、スポーツなどで有名なわけでもない。どこにでもある普ふ通つうの高校である。高校統とう廃はい合ごうで真っ先に廃止を打ち出された理由が、ここの卒業生に政財界の大物がいない、という理由だった。廃止を打ち出しても、どこからも圧力がかけられる心配が無い、つまり潰つぶしやすいというのが最大の理由だったのである。

　高校統廃合によって、廃止される高校の筆頭に挙げられていることは、楢山高校の在校生すべてが知っていた。だが、知っていたとしても高校生に何ができるわけでもない。

　楢山高校の在校生たちは、自分たちの通っている高校がなくなってしまうという現実を、諦あきらめ半分に受け取っていた。

　楢山高校の生徒会室の机には、一面に大きく住民投票の結果を知らせる記事が掲けい載さいされた地方新聞が置かれていた。椅い子すに座って、その新聞記事に目を通していた、楢山高校生徒会の副会長である光明は、やれやれ、という顔でつぶやいた。

「……誰だれか止めるヤツはいなかったのか？」

　その光明の言葉を聞きつけたのだろう、部屋の片かた隅すみで生徒会の議事録を整理していた、髪かみの毛を左右に分けて結んだ、青いネクタイの女の子がくすくすと笑った。

　彼女の名前は北ほう条じよう芽め衣い。双ふた子ごの姉である北条麻ま衣いともども、この楢山高校生徒会の役員をやっている一年生である。

　芽衣は、大きなくりくりとした目を、実に表情豊かに見開きながら光明に言った。

「何言っているんですか副会長。そんな人いるわけないじゃないですか、ネットでもテレビでも、何で決着をつけるべきか、スポーツなのか、それともペーパーテストの点数か、はたまた大食い早食いで勝負するのか、なんて話題でめちゃくちゃ盛り上がっているんですよ？　どの高校が勝ち残るかを生徒に決めさせることが、もう既成の事実って前提で盛り上がっているんですから！」

　光明は小さくため息をついたあとで芽衣に聞いた。

「そういえば……麻衣ちゃんは遅おそいね？」

「麻衣は文芸部の三年生のお姉さま方に呼び出されてるので……あ、誤解しないで下さい。悪い意味の呼び出しじゃなくて、なんでもコミケで売る同人誌の挿さし絵えの参考にする写真を撮とるからモデルになってくれって……」

「文芸部の三年女子がコミケで売る同人誌ってことは……想像が付くけど。大だい丈じよう夫ぶかな？　公こう序じよ良りよう俗ぞくに反していると、後々問題になるぞ」

「あら、それなら大丈夫ですよ。今回はカラミのシーンは無いって言ってましたから」

「……うちの高校の名前が載ってないことを祈いのるだけだな。その同人誌とやらに……」

　光明が肩かたをすくめて、やれやれ、という顔をしたとき。

　ドアを力なく開けて、生徒会長の朋絵が生徒会室に入って来た。

　その、暗い表情を見た光明が、心配そうに声をかけた。

「どうしたんだ？　身体からだの具合でも悪いのか？」

　隣となりに立っていた芽衣が、うなずきながら言った。

「ホントですよ、いつもの早乙女会長らしくありません！　どうしちゃったんですか？　お昼に食べたコロッケパンで胸焼けしてるんですか？　そういえば、コロッケを揚あげている油の質を落としたって、もっぱらの評判でしたけど……」

「違ちがうわ……」

「ハムカツサンドですか？　あれも油が悪くなったって、もっぱらの……」

「違うわよ」

「あ、わかった、白身魚フライだ！　あれは一いつ緒しよについているタルタルソースで好みが分かれますからね！」

「揚げ物は関係ないわ……」

「じゃあひょっとして……ヤキソバパンですか？　あれもソースが変わって、酸味が強くなりすぎたって……」

「いい加減に学食のパンから離はなれなさい！　私が悩なやんでるのはそんなことじゃありません！」

「てへ！」

　朋絵に怒おこられた芽衣は、ちょろっと舌を出して肩をすくめた。

　──普通の女の子がやれば、実にわざとらしい仕草だが、それを天然でやってしまうってのが、この子の恐おそろしいところだな。

　光明は一いつ瞬しゆん、そんなことを考えた。

「いきなり隣となり町まちの樫森高校の生徒会長から、これから挑ちよう戦せん状を届けに行くって電話があったのよ！　校長先生と教頭先生と三人で、どうしたもんだか、って首をひねっていたんだから！」

「樫森高校が挑戦状ですか……確かに熱血直情型人間が揃そろっていて、高校の命運をかけた勝負とか対決とか、そういうことに関しては一気に盛り上がりそうですものね、あの男子校は。なんというか、絶ぜつ滅めつしたはずのバンカラという伝説の生き物の最後の生息地……みたいな？」

　芽衣の言葉を聞いた朋絵は、あきれたように答えた。

「絶滅したはずの伝説の生き物って、あんたねえ。ニホンオオカミじゃないんだから……聞いたら怒るわよ。まあ実際、校風もあるけど、勝つ自信もあるからなんでしょうね。あの高校は文武両道で、県大会の優勝経験が何回もあるような運動部ばっかりだもの」

「桜川女子高校はどうなのかな？　先生方から何か聞いたかい？」

「あそこは今のところ、明確な態度は示していないけど……気位の高いお嬢じよう様さま高校だし、先せん輩ぱい後こう輩はいの結びつきがむちゃくちゃ強い校風だから、間ま違ちがいなく勝負を挑いどんでくるわね。スポーツよりも、知ち恵え比くらべとかそっちの方で決着を付けたがる気がする。いずれにしろ、うちの高校は不利だわ」

　光明は、少し驚おどろいたように顔をあげた。

「不利って……まさか、君は戦うつもりでいるのかい？」

「当たり前よ！　戦って勝てば、この楢山高校が潰つぶされないで済むかもしれないのよ？　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスじゃない！」

　光明は、眉まゆをひそめたまま答えた。

「その件なんだけどさ……そもそも、うちの生徒にこの高校を守る気があるのかな？　二年前に楢山高校廃はい止しって案が出されたときも、積極的に反対運動を起こすヤツはいなかった。楢山高校がなくなっても問題は無い。高校なんてのは大学に行くための資格を得るためだけに存在しているんだ、と考えている人間の方が多いんじゃないかな？」

　朋絵は、いまいましげに親指のツメを嚙かんだ。

「そうなのよ。確かにあなたの言うとおりだわ。この楢山高校の生徒は、みんなおとなしいのよ……いえ、おとなしいんじゃないわね。事なかれ主義って言ったほうがいいかしら」

　朋絵はそこで言葉を切ると、目の前に座っていた芽衣に声をかけた。

「ねえ、芽衣ちゃん、あなたはどんな風に考えているの？」

　いきなり話を振ふられた芽衣は、きょとんと目を見開いた。

「え？　私ですか？　えーとですね。実を言うと、そんなに深く考えてませんでした……楢山高校が残ればいいなあ、今までと同じようにこの高校に通えたらいいなあ、ぐらいにしか思っていませんでした」

　芽衣の答えを聞いて、光明は肩をすくめてみせた。

「まあ、それが普ふ通つうだよ。何のために高校に通うのか？　って聞かれたら、そこに高校があるから通っている、自分の通えるレベルの高校だから通っている、って答える人がほとんどだよ。何か目的があるとか、自分のために通っているなんて答えるのは、ほんの一ひと握にぎりさ。自分の高校を守れ、と言われても戸と惑まどうか、逆に、何でそんなめんどくせーことしなくちゃなんないんだ、という人間のほうが多いんじゃないかな？」

　朋絵は唇くちびるの前に右手の握りこぶしを持ってきて、考え込むような口調で答えた。

「確かにそうね。生徒会活動をやっているとよく分かるわ。みんなで何かをやろうとか、盛り上がろうとか呼びかけても、小こ馬ば鹿かにして冷れい笑しようする方がカッコイイ。みたいな価値観を持っている人って多いものね。でも、今まではそれでも良かったのよ。難しいことは大人に任せておけば良かった。自分たちが当事者なのに知らん顔できた。でも、今回はそうは行かないのよ。まず自分たちが当事者であることを自覚して、その上で自分たちの高校の行く末を自分たちの手で決めなきゃならないってことを、どれだけの人が理解しているんだろう？」

「自分たちの高校の将来を自分たちの手で左右できる。ってことを、面おも白しろい！　やりがいがある。と思うやつが多いか、それとも、そんなの勝手にやればいいじゃん。と思うやつが多いか……それ次し第だいってところだな」

　朋絵はしばらく黙だまったまま考え込んでいたが、やがて、ぶんぶん、と首を振った。

　長いポニーテイルの髪かみの毛が左右に揺ゆれる。

「でも、私、やっぱり嫌いや！　だって、この楢山高校が好きだもの！　この高校が続いて欲しいもの！　確かに私は来年卒業しちゃえば、もうこの楢山高校とは関係ない、ただの卒業生になっちゃうけど……でもやっぱり、楢山高校はこのまま、ここにあって欲しいの！　黙って何もしないで、楢山高校が消えていくのを指をくわえて見ていることなんかできない！」

　光明は、困ったように頭を搔かいた。

「君の気持ちはそうかもしれない。だがな、生徒会長といえども、それを決定する権限は無いんだ。楢山高校存続のために戦うかどうかを決めるのは生徒であって、生徒会長じゃない」

　光明はそこで言葉を切ると、壁かべ際ぎわにある本ほん棚だなに近づき、そこに並んでいる生徒会総則と書かれた本を取り出して開いた。

「こいつは生徒手帳に載のっている総則の原本だが、この生徒会長の項こう目もくには、こう書いてある。えーと第一条。生徒会長ハ神シン聖セイニシテ侵オカスベカラズ、生徒会長ハ陸海軍ヲ統トウ帥スイス……あれ？　あ、いけね、こいつは古い方の生徒会総則だ」

　光明はあわてて総則の本を取り換かえた。

「えーと、ああ、こっちだ。第一条、生徒会長の地位。生徒会長は楢山高校の象しよう徴ちようであり楢山高校生徒の友愛の象徴であって、この地位は、主権の存する生徒の総意に基もとづく……」

　総則を読み終わった光明は、本をぱたりと閉じると、朋絵に向き直った。

「……というわけで、つまり君は生徒の象徴……部費の配分や規則を作るときの調整役でしかない。悪く言えばお飾かざりでしかないんだ」

「じゃあ、どうしろって言うの？　お飾りの生徒会長は、黙って見てろって言うの!?」

　光明は首を振った。

「いや、そういうわけじゃない。生徒の中に、楢山高校存続のために戦おうと思う人間が多ければ対決すべきだし、そんなのめんどくせー、と思う人間が多けりゃ対決なんかしないで黙って他ほかの高校に吸収されるしかない、ってことさ。

　君の意思は、より多くの生徒の支持があって初めて意味を持つんだ……臨時の生徒総会を開いて、その後に全校生徒に投票してもらえばいい」

　朋絵はしばらく考えていたが、やがて顔を上げた。

「そうね、こういう大事なことは、やっぱり生徒の意思を確かめたほうがいいわよね。意思確かく認にんをした結果が出れば誰だれも文句は言えないものね……」

　生徒会室で、朋絵が、そう言ってうなずいた……その頃ころ。




　校門の脇わきに立つ銀杏いちようの大木の前では、学生服姿の小こ柄がらな少年を取り囲んで、女子生徒たちがデジカメのシャッターを切りまくっていた。

「はい、視線をこっちにちょうだい！　うん、少し物もの憂うげな表情でね……うんそうよ、そう、それでもうちょっと首を傾かしげてみようか、ああ、いいわよ、そのまま動かないで！」

「きゃあああ、すごい！　いいわよ、その雰ふん囲い気き！」

「はい、今度は学生服の第一ボタン外してみようか。チョイワルって感じで、こっちをにらんで……うん、いいねえ、その感じ、うひゃあ、お姉さんもうたまんないわよ～」

　どこかのカメラマンのようなセリフを口にして、デジカメ一眼レフを構えたこの三年生の女子生徒の名前は、長なが篠しの芳よし江え。楢山高校文芸部の部長である。

　モデル並みの長身とスレンダーなボディラインを持つ、成績優ゆう秀しゆうで知的な美人であるが、その隙すきのなさが男子生徒にとって、どことなく近寄りがたい雰囲気になっているのだろう。浮ういたウワサは皆かい無むである。もっとも、本当の理由は外見でも成績でもなく、文芸部を腐ふ女じよ子し部と呼ばれるほどの存在にしてしまった彼女の趣しゆ味みにあるのかもしれない。

　デジカメを構えた文芸部の女子生徒に取り囲まれているのは、短めの髪と細いあご、そして折れそうに細いうなじと、長いまつげを持つ、まさに少女マンガに登場するキャラクターを具象化したような色白の美少年だった。

「部長！　いっそのこと、このままピンナップにして同人誌に綴とじこんじゃうってのはどうでしょう？　きっと飛ぶように売れますよ！」

　長篠は、首を振ふった。

「そうね、きっと売れるでしょうけど……それだと、文芸部の存在理由がなくなっちゃうわ。私たちは、耽たん美びという形けい而じ上じようの美学を追求する集団でありつづけなくちゃいけないのよ」

「……じゃあ、麻衣ちゃんの写真集を別冊でつけるというのはどう？　別冊なら文芸部の同人誌とは別物だから問題ないんじゃないかしら？」

「本誌が見向きもされない、という状じよう況きようが目に見えるような気がするわ……」

　部長がそう言ってため息をついたのを見て、麻衣と呼ばれた美少年が、男とは思えない声で困ったように答えた。

「あの……ボクは、イラストのモデルになってくれ、というので、こうやって男の子の学生服を着ているだけで、中身はごく普ふ通つうの女の子なんですよ。確かに母の趣味で子供の頃から男の子っぽく育てられましたけど、別にそっちの趣味は無いんです……」

　だが、文芸部の女子生徒たちは、麻衣の言葉に構わず、デジカメを構えてシャッターを押しまくった。

「ああ……困った顔も、素す敵てきだわあ……」

「今度は校門の外に立ってちょうだい！　愛いとしい彼が学校から出てくるのを、潤うるんだ瞳ひとみで待つ年下の愛人って感じで……」

「そんなことを言われても……相手もいないのに、そんな演技は無理です」

　困ったような顔をする麻衣を見て、部長の長篠は、ぽん、と手を叩たたいた。

「そうよ！　視線を向ける相手がいれば、それっぽい表情とか作れるんじゃないかしら？」

　長篠は、そう言って辺りを見回した。

　ちょうどそのとき、校門に向かってゆっくり歩いてくる一人の男子生徒の姿があった。

「あ、ちょうどいいところに！　あいつに頼たのんでみようか？」

　長篠が指差した先を見た部員たちは、思わず息を吞のんだ。

　そこにいたのは、一見カーゴパンツのように見える、だぶだぶの学生服のズボンをはき、赤いＴシャツを着て、前のボタンを全部外した学生服を肩かたから引っ掛かけた、今どき珍めずらしい『昔トラなデイがシヨらナルの・バ不ツド良ボーイ』のファッションに身を固めた男だった。

「部長！　霧きり島しま慶けい児じじゃないですか！」

「楢山高校で一番ワルだって、もっぱらのウワサですよ！」

　顔色を変えた文芸部の部員たちを見て、長篠は笑った。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。アイツ、あんな格好しているけど、ちょっと趣味と価値観が違ちがうだけで中身は普通だから」

「趣味はともかく価値観が違ったら、もう普通じゃないと思うんですけど……」

「細かいところを突つっ込まないの！　とにかく、あいつにちょっと声を掛けて来るわ！」

「あ、ちょっと！　部長！」

　長篠は、心配そうな顔をする部員たちに、いいからいいから、という風に手を振ると、目の前にいる、見るからに不良っぽい格好の男に近づいた。

「慶児！　今日は、応おう援えん団の練習やらないの？」

「うわ！」

　長篠にいきなり話しかけられた霧島は、驚おどろくというよりもうろたえた。

「な、なんでお前がこんなところにいるんだよ！」

「どこにいたっていいじゃない、私だって楢山高校の生徒なんだから……それより、今日は応援団の練習やんないの？」

「応援団じゃねえよ、応援同好会だ。応援団は二年前に廃はい止しされちまったからな……」

　霧島はそこで言葉を切ると、拗すねたようにそっぽを向いて付け足した。

「応援すべき相手がいねえ応援団なんか、存在理由がねえよ」

「野球部の夏の大会の地区予選のときは、大だい活かつ躍やくしてるじゃない」

「俺一人で走り回ってるだけさ。陰かげで笑いものになりながらな。応援なんてのは、やりたい連中と吹すい奏そう楽がく部でやればいいってのがこの高校に通っている生徒の考え方だ。後を継つぐヤツもいねえから、俺が卒業しちまえば楢山高校には名実共に応援団がいなくなる……まあ学校そのものがなくなっちまうんだから関係ねえけどな」

　ふてくされたような表情で肩をすくめてみせた霧島を見て、長篠は顔をしかめた。

「うわ、最低！」

「何が最低だよ！」

「だってそうじゃない。応援団が廃止されたとき、俺は男としての意地を見せる、応援団がなくなった代わりに応援同好会を作りたい、会員名めい簿ぼに名前を貸してくれ！　と頭下げに来たのはどこのどいつよ！」

「そ、それは……」

　痛いところを突かれたのだろう、霧島は言葉に詰つまった。

「あんたはいつも、俺は不良じゃねえ、硬こう派はだ！　って言ってたけど、硬派って自分の思ったことを最後までやり通すような人のことじゃないの？　逃にげてどうすんのよ！」

　黙だまりこんでしまった霧島を見て、長篠は少し言いすぎたかな？　という顔になった。

「……まあ、あんたにも色々あるんだろうけどさ。とりあえずこれから何の予定も無いなら、手伝ってくれない？」

「手伝うって……？　腐女子部を？」

「腐女子部じゃないわよ！　文芸部よ！　今度出す同人誌の挿さし絵えの参考用に、モデル使って撮さつ影えいやってるのよ。んでもって、ちょっとカラミのシーンが欲しいの。協力してくれない？」

「カラミって……なんだ？」

　長篠は、校門のところに立っている、学生服姿の麻衣を指差した。

「あの子の思い人って設定で、写真を撮とらせて欲しいの。あ、顔は入れないから安心して！」

　霧島は、ぎくっとしたように目を見開くと、あわてて首を振ふった。

「あ、いや、俺にはそんな趣しゆ味みはねえから！」

「あら、大丈夫よ。あの子、中身は女の子だから」

「いや、その、中身が問題じゃなくて、だな……」

　霧島は何かを思いついたかのように、表情を変えて言葉を継いだ。

「……あ、そうだ、用事を思い出した！　こんなところで油を売っている場合じゃなかった！　応援の練習をやんなきゃいけないんだった！」

「なによ！　たった一人で応援団やっても仕方ないとか言ってふてくされてたくせに！」

「ふてくされるな、男なら最後までやれ、それが硬派だって言ったのはお前じゃん」

「そ、それはそうだけど……」

　長篠が言葉に詰まった一いつ瞬しゆんのタイミングを見計らったかのように、霧島はくるりと振り返って、そのまま校舎に向かって走り出した。

「あ、おい！　こら！　逃げるな！」

「逃げるのをやめたんだ！」

　そう言って走っていく霧島を、二、三歩追いかけてから足を止めた長篠は、ま、いいか、という顔で肩をすくめてつぶやいた。

「あの馬ば鹿かの、ふてくされた顔見てるよりはマシかもね……」

　校門のところに戻もどってきた長篠の周りに、文芸部の部員たちが集まってきた。

「大丈夫ですか、部長！」

「あの不良と、お知り合いなんですか？」

　長篠は、あいまいな微び笑しようを浮うかべて答えた。

「まあね、あの馬鹿とは小学校に入る前から顔見知りよ。同じ団地に住んでたから……団地と言っても社宅だけどね。今は、ああやって硬派だなんだっていきがってるけど、泣き虫のガキんちょの頃ころから知ってる私には通用しないってのがわかってるんじゃないの？」

「それって……もしかして、幼おさな馴な染じみってヤツですか？」

　長篠は発言した部員をじろりとにらみつけた。

「幼馴染みと腐くされ縁えんってのは違ちがうわよ。いやしくも文芸部なら、日本語は正しく使いなさい！」

　首をすくめて引っ込んだ部員をもう一度にらんでから、長篠は麻衣に言った。

「……というわけで、相手に逃げられちゃったから、カラミは無しで行きましょう。とりあえず麻衣ちゃんは、校門の外に出て、そこから愛いとしい人がいる校内の様子をうかがうような感じでこっちを見てちょうだい！」

「……わかりました」

　麻衣は、やれやれ、という感じの小さなため息を一つつくと、校門の外に向かった。

　そして門を出て、注文どおりのポーズを取ろうとしたとき。

　背後から、何かが路面を叩たたく『カツカツ』という音が聞こえて来た。

　よく聞くと、そのリズムは『カカカッツ！　カカカッツ！』と聞こえるようだった。

　──あれ？　このリズム、確か、時代劇のオープニングで……。

　麻衣がそんなことを考えたそのとき。

「あぶない！」

　男の叫さけび声と共に、麻衣は背後からタックルされるように押し倒たおされた。

「きゃっ！」

　抱だきつかれ、路上に押し倒された麻衣が、思わず悲鳴を上げたのと、その脇わきを地じ響ひびきと共に馬の蹄ひづめが走り抜ぬけたのは同時だった。

　──なんなの？　ボク、押し倒されているの？　この人誰だれ？　っていうか、なんで馬がいるのよ！

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　パニックになった麻衣の顔を覗のぞき込んだのは、学生服姿のずんぐりとした体形の男だった。詰つめ襟えりについているバッジは、彼が、樫森高校の三年生であることを示していた。

　──樫森高校の生徒が……なんで楢山高校に？

　麻衣の疑問の答えが、頭の上から降ってきた。

「我こそは、樫森高校の総大将、真しん行ぎよう寺じ正まさ之ゆきなり！　このたびの高校存続をかけた天下の一戦！　我が樫森高校は、いかなる挑ちよう戦せんをも受ける所存なり！　楢山高校の総大将にお目通り願いたい！」

　首を上げて見上げた麻衣の視界に、真っ黒な大きな馬にまたがって、背筋をぴんと伸のばし、自信満々の顔つきで大声を張り上げる学生服姿の男が飛び込んできた。

　いきなり飛び込んできた馬を見て、目を丸くしていた長篠が我に返るなり叫んだ。

「総大将って何よ！　っていうか、なんで馬なんかで乗り付けるのよ！　危ないじゃない！」

　真行寺と名乗ったその男は、くってかかった長篠を見下ろして言った。

「安心したまえ、この真行寺にとって、この愛馬、磨する墨すみ号ごうは手足も同じ。決して人を蹄にかけることは無いぞ！」

「そんなこと言われたって、目の前に馬が来れば誰だって驚おどろくに決まってるじゃない！　非常識よ！」

「何を言う、戦いくさを仕し掛かける時に、馬上から相手に名乗るは戦国の常である！」

　真行寺は長篠に向かってそう言うと、足元で麻衣の横に転がっていた樫森高校の生徒に声をかけた。

「本ほん俵だわら、これより敵本ほん陣じんである、生徒会室に名乗りを上げに行くぞ、そんなところで稚ち児ごと遊んでいる場合ではない！」
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　本俵と呼ばれた、ずんぐりとした体形の男は、あわてて起き上がると、その場に片かた膝ひざをついて答えた。

「遊んでいたわけではございません！　馬を驚かせぬためでございます」

「ふむ、そうか。周りの者が悲鳴を上げたり暴れたりすれば、磨墨号とて驚き騒さわぐやも知れぬというわけか……よろしい、校門での名乗りは終わった。次は、いよいよ敵本陣に乗り込んでの名乗りだ！　武人は名を売ってこそ武人なり！　名を売り込みに行くぞ！」

　真行寺は、そう言い残すと、手た綱づなを引いて馬の首こうべを回めぐらせ、そのまま校内に乗り入れた。

「かしこまりました！」

　本俵と呼ばれた男は、真行寺にそう答えた後で、目の前にいる学生服姿の麻衣に声をかけようとしてその場で硬こう直ちよくした。

　押し倒されたまま、左手を地面に突つき、右手でボタンが外れた学生服の胸むな元もとを押さえて、上うわ目め遣づかいに、にらみつける麻衣の姿は、男とも女ともつかない妖あやしげな色気が漂ただよっていた。

「あ……いや……その……申し訳ない！」

　本俵は、顔を赤くして頭を下げると、あわてて真行寺の後を追って走り出した。

　自分の顔が赤くなっているのを感じた本俵は、思わず胸の中で自分を叱しかった。

　──バカか！　俺は何を赤くなっているんだ！　相手は男だぞ！

　だが、本俵の両手には、さっき馬の前から助けるために抱きかかえたときの、腰こしの細さや、身体からだの柔やわらかさの感かん触しよくが。そして鼻には、押し倒した時に少年の身体から、ふわっと匂におった芳かんばしい香りの記き憶おくが残っていた。

　──俺の中に、そっちの要素はないと思っていたが……もしかして……いや、それはない！　あってたまるか！　俺はノーマルだ！

　樫森高校生徒会副会長、本俵寿とし明あきは、半分身み震ぶるいを混ぜて激しく首を振ふりながら正面玄げん関かんに向かって走った。




　楢山高校の校門前で、馬に乗った真行寺が起こした騒ぎは、生徒会室にいた朋絵たちには聞こえていなかった。

「……臨時の生徒総会を開いて、全校生徒に投票してもらって、その結果次し第だい、というのはいいけど、日程をどうするかだよな……今月の末には文化祭もあるし、生徒会の引き継つぎだってやんなきゃならない……最後の最後にとんでもないことになっちゃったな……」

　生徒会室の壁かべに掛かかっている、月間予定表と書かれた大きなホワイトボードを見てつぶやいた光明に、朋絵が笑って答えた。

「うん。でも、逆に考えれば、すっごく楽しいってことじゃない？　自分の通っている高校を自分たちの手で守る、なんてことができる機会なんて、めったにないもの！　その機会が私の任期に回ってきたことを感謝すべきかもしれないわ」

　その朋絵の笑え顔がおを見て、光明は思った。

　──この笑顔だよな。

　この笑顔が見たくて俺は副会長をやっているのかもしれない……。

　責任を負うなんて、そんな貧びん乏ぼうくじを引くことは無い。誰だれかやりたいヤツに任せて知らん顔してたほうが楽だ、と考えるヤツは多い。

　でも、誰かが貧乏くじを引いて、誰かが責任を負わなくちゃ世の中は動かない。なのに、今の世の中は、よってたかって責任を追つい及きゆうして、潰つぶすことが当たり前で、それが正義だと思い込んでいるような連中ばかりだ。

　──そんな連中から君を守る、それが副会長としての俺の仕事なのかもしれないな。

　光明が、そんなことを考えていると、生徒会室のドアが乱暴に開かれて、お坊ぼつちゃん風の男子生徒が血相を変えて飛び込んできた。

「た、大変です！　生徒会長！　殴なぐりこみです！　樫森高校の騎き馬ば軍団が攻せめてきました！」

「殴りこみ？　樫森高校が？」

「ずいぶん気が早いな。確かに樫森高校の生徒会長の真行寺ってヤツは、直情タイプの人間らしいが、いきなり殴りこみとはな……」

　芽衣があきれたように言った。

「あのー、会長も、副会長も、騎馬軍団ってのはスルーですか？」

「だってねえ。宇う佐さ見みくんだもの」

「ああ、宇佐見だからなあ」

　芽衣は小さくうなずいた。

「ああ、言われてみれば……この人は、軽けい率そつでそそっかしくて、早吞のみ込みで、なんでも大げさに言う人ですから。まあ、話半分に聞いて正解かもしれませんね」

　納なつ得とくする芽衣を見て、宇佐見と呼ばれた男子生徒は不満そうな顔で言い返した。

「そんなことないよ！　だって、僕、聞いたんだよ、この耳で！　正面玄関のところを通りかかったら、いきなり馬に乗った人がやってきて、大声で、樫森高校の総大将の真行寺である！　って名乗った後で、殴りこみに参った、とかなんとか……」

「確かにそれは、あんたが見て聞いたことかもしれないけどさ、騎馬軍団はどこに行ったのよ騎馬軍団は！」

「え？　あ、いや、だからさ、その人は馬に乗って来たんだぞ！　馬だぞ馬！　いまどきそんなヤツいるか？　それも、真っ黒な、すげえ大きい馬なんだぜ！」

　両手を広げてまくし立てる宇佐見を見て、朋絵があっさりとうなずいた。

「ええ、樫森高校の生徒会長の真行寺くんの愛馬ね。真っ黒なので、墨すみを磨すったようだ、というので磨墨号って名前がついているのよ」

「会長……知ってるんですか！」

「ええ、樫森高校の弓きゆう道どう部は、樫森町に伝わる伝統芸能の流鏑馬やぶさめ保存会に所属しているから、馬にも乗るのよ」

「ほらみろ！　やっぱり樫森高校には騎馬軍団がいるんじゃないか！」

　勝ち誇ほこったような顔になった宇佐見を見て、芽衣は首を振った。

「流鏑馬保存会は騎馬軍団とは違ちがうわよ！」

「うるさいなあ、弓で武装した兵士が馬に乗っているんだから、騎馬軍団でも別に間ま違ちがっちゃいないだろうが！　同じようなものじゃないか、細かいことを気にするなよ！」

　芽衣は、つんとした表情で言った。

「ふーん、同じようなものなら、それでいいって言うのね。じゃあ、あんたの家のスーパーマーケットの鮮せん魚ぎよ売り場で売っている魚はマグロもサバもキンメダイも、全部ひっくるめて『魚』ってラベルが貼はってあるの？　原産地名は『海』とか」

「そんなわけないだろう！　僕の家の商売を引き合いに出すなよ！」

　芽衣に痛いところを突つかれたのと、自分の家のことにまで口を出されて、不満げな顔で答えた彼の名前は宇佐見健けん一いち。

　楢山高校一年生の学年総代であり、この楢山町、桜川町、樫森町の三つの町に七つの店てん舗ぽを展開する、ピンクのウサギのマークが目印の地方スーパーマーケット『ウサギヤ』の跡あと取とり息むす子こである。

　互たがいに唇くちびるを尖とがらせて、不満そうな顔つきでにらみ合っている宇佐見と芽衣に、光明がとりなすように言った。

「まあまあ、芽衣ちゃんもそんなに目くじら立てなくてもいいだろう。なんだな、宇佐見はサービス精神が旺おう盛せいなんだよ。より面おも白しろく物事を伝えた方が、聞いた人が喜ぶと思っているだけで、悪気があるわけじゃない」

「そうそう、そうなんですよ、サービス精神。これが大事だと思うんだよ。どうせなら、みんなをドキドキワクワクさせたいじゃないか！」

　胸を張った宇佐見を見て、芽衣が何かを言おうとしたとき。

「生徒会長はいらっしゃいますか！」

　生徒会室のドアを開けて、セルフレームのメガネをかけた女子生徒が飛び込んできた。

「あら、山やま仲なかさん、どうしたの？　ずいぶんあわてて……」

「会長を呼びに来たんですよ！　樫森高校の生徒会の連中が来たので、会長を呼んで来るように宇佐見くんに言ったのに、いつまでたっても来ないから私が呼びに来たんです！」

　宇佐見をにらんで、怒おこったように答えた彼女の名前は山仲鹿しか子こ、二年生の学年総代である。

「あ、いけない！　樫森高校の殴り込み！　というだけでびっくりして、会長を呼んで来いと言われたのを忘れてた！」

　宇佐見の言葉を聞いた山仲の目が、メガネの向こうで丸くなった。

「樫森高校の殴りこみ？　なんだそりゃ？」

「だって、さっき、樫森高校の生徒会長が『馬に乗ってやってきたのは、樫森高校の殴り込みのためだ！』って言っていたのをこの耳で聞きました！」

「え？　そんなこと言っていたかしら？」

　小さく首をひねって考え込んだ山仲は、一呼吸ほどの時間のあとで、再び目を見開いた。

「ああ、そう言えば『馬に乗ってやってきたのは、楢山高校の生徒に樫森高校の名を売り込んで、プレッシャーをかけるためだ』とかなんとか言っていた気がするわね……」

　芽衣がつぶやいた。

「名を売り込む……名、売り込み……なうりこみ……なぐりこみ」

　芽衣と山仲は顔を見合わせて叫さけんだ。

「それだ！」

「もしかして、あんたが聞いた『なぐりこみ』って、『名売り込み』の聞き間違いじゃないの？」

「……そうかもしれない」

　宇佐見を除いた生徒会室にいる全員が、はあ、とため息をつく中で、山仲が言った。

「お馬ば鹿かの宇佐見はこの際どうでもいいんです、応接室で樫森高校の生徒会長と副会長が待っていますので、すぐに来てください！」

「わかりました、すぐに行きます！」

　立ち上がった朋絵を見て光明が忠告した。

「不用意なことは言わないように気をつけたほうがいいね」

「何を他人ひと事ごとみたいに！　あなたも一いつ緒しよに来るのよ！」

「え？　俺も？」

　驚おどろいたように目を見開いた光明を見て、朋絵は眉まゆを吊つり上げた。

「当たり前でしょうが！　向こうも副会長を連れてきているんだから、こっちも連れて行くのが礼れい儀ぎよ！　さあ、一緒に来るの！」

「あ、おい、待てよ、引っ張るな！　子供じゃないんだから！」

「つべこべ言わない！」

　朋絵は、光明を引っ張って生徒会室を出て行った。

「会長は副会長と仲がいいんだか、悪いんだかわかんないな」

　その姿を見送った宇佐見がつぶやくのを聞きつけた芽衣が、もう一度ため息をついた。

「そういうところが鈍どん感かんなのよねえ、あんたって」

「なんだよ、何が鈍感なんだよ！」

　芽衣は、無言で宇佐見に近づくと、その腕うでをつかんだ。

「え？　あ？　おい！」

「こうやって、女の子が自分から腕をつかめる男の子ってのはね、よっぽど親しくて気を許している人なの！　会長は副会長のことを信しん頼らいしているってことよ！　わかった？」

「あ、ああ、うん！」

　赤い顔でうなずいた宇佐見の手を離はなした芽衣は、視線をそらしてつぶやくように言った。

「ホント、あんたって、そそっかしくて、おっちょこちょいの上に鈍感なんだから困るのよね」

　生徒会室で芽衣がつぶやいた言葉を、宇佐見が聞き流していた頃ころ。




　楢山高校の応接室では、朋絵と光明が樫森高校の真行寺と本俵と挨あい拶さつを交かわしていた。

　互たがいの自己紹しよう介かいが終わったあとで、真っ先に口を開いたのは樫森高校の真行寺だった。

「我が樫森高校は、このたびの高校存続をかけた戦いに、全校生徒の総力を以もつて当たることになった！　ついては、まず貴校に対戦を申し込む！　いかなる種目にて我々と対戦するおつもりなのか、それをお伺うかがいしたい！」

　朋絵は困ったような表情で答えた。

「対戦をお受けしたいのですが……それは、私の一存では決められません」

「生徒会長の一存では決められないとは、どういう意味かね？」

　怪け訝げんな顔をする真行寺を見て、光明が答えた。

「楢山高校を存続させるかどうかについて、まだ生徒の意見が決まっていないんです。生徒総会を開いて、そこで投票を行って、生徒の意思を確かく認にんしないうちは……」

　真行寺は、目を見開いた。

「生徒総会？　投票？　なんだそれは。自分の通っている高校を存続させるかどうかなど、生徒全員に聞くまでも無かろう。生徒会長の一存で決めても、なんら問題はないではないか！」

「いや、そんな無責任なことはできませんよ」

　光明の答えが気に障さわったのだろう、真行寺の声が大きくなった。

「無責任？　これは異なことを言う。自分で責任を負って決定する事を選ばず、投票に任せることの方がよっぽど無責任ではないのか？　何一つ決断せず、すべて投票の結果に従うというのでは、生徒会長は必要ないではないか！　生徒会長たるもの、自分の決断に責任を負わずしてどうする。そのような軟なん弱じやくな人間で、よくもまあ生徒会長が務まるものだ」

　真行寺はそこで言葉を切ると、朋絵の頭のてっぺんからつま先までじろりと、無ぶ遠えん慮りよな視線を這はわせた。

「楢山高校の生徒会選挙は、人気投票みたいなものだと聞いたが……女子に生徒会長をやらせているところをみると、あながち間ま違ちがってはいないようだな。

　とにかく、この高校の生徒には高校を存続させる意志が無いのではないか？　高校を存続させる意志が無いのなら、さっさと白旗を揚あげるがよかろう。そうすれば無む駄だな労力を使うことなく、丸く収まるのだからな」

「そんな言い方はないでしょう！」

　言い返そうとした朋絵の言葉を抑おさえるように光明が右手を上げた。その顔には微び笑しようが浮うかんでいた。しかし、目は笑っていなかった。

　朋絵が黙だまったのを見た光明は小さくうなずくと、気の抜ぬけたような声で答えた。

「まあ、ご存じのとおり、うちの高校は、昔から軟弱な校風で有名でして、何でも生徒会長の一存、ってわけには行かないんですよ。ちゃんと手続きを踏ふまないとね。これはもう、楢山高校の伝統というかなんというか。樫森高校にも伝統があるように、楢山高校にも伝統がある、ということで、ご勘かん弁べんください」

　光明の口調に気勢をそがれたのだろう、真行寺は肩かたの力を抜いた。

「ふむ……伝統か。まあ伝統と言われれば仕方ないな。考えてみれば我が樫森高校も、この楢山高校も歴史は古い。それぞれに背負った長い伝統もあるだろう。一いつ介かいの生徒会長が、その長い伝統に逆らうというわけにも行くまい」

　納なつ得とくするようにうなずいた真行寺は、顔を上げた。

「まあいいだろう。いずれにせよ、我が樫森高校はどんな挑ちよう戦せんでも受ける！」

　真行寺の言葉を聞いた光明の目が小さく光った。

「……と、いうことは、そちらと戦うことになった場合、種目は我々の方で決めてもよろしいということですか？」

「うむ、そちらで決めて良い。この期ごに及およんで、まだ意思統一もできていないような高校が、どんな種目で勝負してこようとも、我が校は勝つ自信がある！」

　余よ裕ゆうたっぷりに胸を張る真行寺を見る光明の目からさっきの光は消え、いつものような、つかみ所の無い微笑が浮かんでいた。

　その光明の横顔を見て、朋絵は思った。

　──いつもこうだ。こいつ、真面目まじめなんだか、不真面目なんだか。

　こういう一大事の時こそ、真しん剣けんになって欲しいのに……なんで中学の修学旅行のときみたいな活かつ躍やくを見せないのよ！　あの時の光明は、本当にカッコ良かったのに！

　不満げに、にらみつける朋絵をよそに、光明はのんびりと説明していた。

「……というわけで、我々楢山高校は、このあと生徒総会を開いて方針を決定しますので、いずれにせよ、決まりましたらこちらからご連絡差し上げます。この件はあくまでも私たち在校生に主導権がありますから、実質的に先生方はノータッチで。私たちが決めて、それを先生方が承認する、という形になると思いますが、それでよろしいですね？」

「うむ、それでよろしい。我が校の意思はすでに決定した。いつでもかかってくるがよかろう！」

　真行寺は、満足げにうなずいた。




　馬に乗った真行寺が校門から出て行くのを見送った朋絵は、ゆっくりと光明に向き直った。

「あんたねえ、あんな風に馬ば鹿かにされたってのに、頭に来ないの？」

「別に……だって、事実だろう？　あの真行寺の自信には、それなりの裏づけがあるからね。あいつは、過去に大物政治家や官かん僚りようを多数輩はい出しゆつしている樫森高校でも、二十年に一人と言われている久々の逸いつ材ざいで、カリスマ的存在だそうだ。一いつ緒しよにいた副会長の本俵ってのも、全国模試じゃあ常に上位にいて、東大の理系学科でも現げん役えき合格間ま違ちがいなしって頭の持ち主さ」

「そんなすごい人が率いる樫森高校に、この楢山高校が勝てるわけ無いって言いたいのね？」

「まあ、常識で考えれば勝てるわけがないな」

　面おも白しろそうに笑う光明を見て、朋絵は怒おこった。

「なにを面白そうに笑っているのよ！　あんたはいつもそう！　あんたは、自分はやればできる、って思い込んでいるんだわ！　俺が本気になればあんな連中ザコだ、って考えているのよ！　でもね、世の中は、やればできる人、なんて評価しないのよ。世の中の人は、やってできた人しか認めないの！　やればできる、なんて言ったって、何もしなけりゃ、やってもできない人と同じじゃない！」

　朋絵はそこで言葉を切ると、光明をじっと見つめた。

　居い心ごこ地ち悪そうな表情で目をそらした光明に、朋絵は聞いた。

「生徒の総意で、対決することが決まったら……あなたは本気になってくれる？」

「え？　あ、いや、俺はいつも本気だけど？」

　光明は笑ってごまかそうとした。しかし、朋絵の真剣な表情は変わらなかった。

「あなたの、その、やればできる、ってポーズは虚きよ勢せいなの？　本当は無理なの？　勝ち目が無いから、笑ってごまかしているだけなの？　それとも、本当にやればできるの？　どっち？　本当のことを聞かせて！」

　光明は黙ったまま、朋絵を見ていたが、やがて、目を伏ふせて小さく笑った。

「ホント、君は韜とう晦かいとか諧かい謔ぎやくとか、そういうものとは縁えんが薄うすいよなあ……」

「そんな難しい漢字の言葉、言われてもわかんないわよ！」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうな顔をする朋絵を見て、光明は小さくため息をついた。

「まあ、ぶっちゃけて言ってしまうとだ。勝ち目は薄い。でも、ゼロじゃないというところかな……特に樫森高校との対決は、俺たちにイニシアティブがあるから、なんとかできるかもしれない」

「でも、あんた、さっき常識で考えれば勝てるわけがないって言ったじゃない！」

「そうさ。つまり、常識で考えなけりゃ勝てるかもしれないってことさ」

「言葉遊び？」

　不満そうな顔でにらむ朋絵を見て、光明はにやっと笑った。

「今は具体的なアイディアも作戦も無いから、言葉遊びをしているのと同じだけどね」

「ふーん……まあいいわ。あんたがお手上げです、って言わないってことは、望みがあるってことだろうから……」

　朋絵は疑わしそうな顔でそう答えると、小さくうなずいた。

「じゃあ、私はこれから臨時の生徒総会の日程について、先生方と打ち合わせをして来るわ。あんたは投票用紙と投票箱を手配しておいて！」

「わかった、そっちは俺がやっておく」

「じゃあ、お願いね」

　朋絵は、光明にそう言い残すと、小走りに生徒会室を出て行った。




　結局、臨時生徒総会は三日後に開かれることとなった。

　生徒会長からの説明と質疑応答の後で、存続をかけて他ほかの高校と対決するか、それとも存続することなく他の高校に吸収合がつ併ぺいされるか、それを決める全校生徒による投票が行われ、即そく時じに開票されて、その場で楢山高校の方針が決められるのだ。

　先生方との打ち合わせを終えた朋絵と光明が校門を出たのは、午後七時を回った頃ころだった。

　秋の日はつるべ落とし、という言葉のとおり、街はすでに夜の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　楢山高校の校門から少し歩いたところにある大おお手て町通り沿いに広がる商店街は、閉店間ま際ぎわの値引き商品を求める買い物客で賑にぎわっていた。

　精肉店の店先では、残ったコロッケなどが三つ四つまとめてパックに入れられて、値引き価格をつけて並び、魚屋の店先では、今日仕入れた戻もどりガツオを売り切ろうと、店主が大声を張り上げて客の気を引いている。

　両側に商店が立ち並ぶこの狭せまい大手町通りは、自動車の通行がほとんど無いため、歩行者と自転車が大おお手でを振ふって道の真ん中を通ることができる。友人と並んで話しながら歩いても他人に迷めい惑わくが掛かからないし、学校帰りにコロッケや肉まんを買って店先で食べることもできる。

　楢山町内に住む者だけでなく、他の町から楢山駅を利用して楢山高校に通う生徒の多くも、少し遠回りになっても、この通りを利用している理由はそんなところにあった。

　二人が商店街に差し掛かかってすぐに、朋絵が声をかけられた。

「あれ？　あんた、早乙女さんだっけ？　あんたが楢山高校の総大将ってわけだね。がんばってくれよ！」

　声をかけたのは、さっきまでカツオを売るために、しわがれ声で道行く買い物客を呼び込んでいた魚屋の親父おやじだった。

「え？」

　驚おどろく朋絵を見て、魚屋の親父は笑いながら答えた。

「いやあ、テレビのニュースで見たんだよ。高校がなくなるかどうか、生徒同士が勝負して決めるんだって？　楢山高校がなくなるのは寂さびしいし、実際この商店街にある本屋もパン屋も、生徒さんたちで保もっているようなものだからな。ここはひとつ、あんたにがんばってもらわなくちゃな！」

「はいっ！　がんばります！」

　朋絵はにっこり笑って、ぴょこん！　と頭を下げた。

　魚屋の親父の言葉を聞きつけたのだろう、隣となりの精肉店のおかみさんがやってきた。

「ああ、そうだ、テレビで見た子だ！　楢高の生徒会長さんだね！　女の子の身で、楢高を背負って立つのは大変かもしれないけど、あんたみたいな美人さんなら、きっと男の子も張り切るよ！　がんばってね！」

　精肉店のおかみさんは、そう言うと手に持っていたコロッケのパックを朋絵に差し出した。

「これ……残り物で悪いけど、応おう援えんのしるしだよ、持って行って！」

　それを見ていた魚屋の親父が、笑いながら言った。

「なんだよ、コロッケかよ。敵にカツっていうじゃないか、トンカツとまでは行かなくても串くしカツくらいにすればいいじゃねえか、シケてるなあ」

「いいんだよ、うちのコロッケは、そのへんのスーパーのカツより美味おいしいんだから！　人のことに突つっ込み入れるくらいなら、あんたもそのカツオやればいいじゃないか、勝かつ魚うおって言って縁えん起ぎがいいんだろう？」

「うへ、とんだヤブヘビだ！」

　魚屋の親父はそう言って首をすくめた後で、ちょっと真面目まじめな顔になって、自分の店に置いてあった昆こん布ぶの佃つくだ煮にのパックを取り上げて、朋絵に差し出した。

「カツオ一匹ぴきってわけにはいかねえが、昆布だって、よろこぶ、に通じる縁起物だ。こいつは俺からの気持ちだ、持って行ってくれ」

　朋絵は目を丸くすると、あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、困ります、そんな……」

「いいからいいから、遠えん慮りよはいらないよ！」

「楢高のためにがんばってもらえればそれでいいんだから！」

　精肉店のおかみさんと魚屋の親父は、口々にそう言うと、朋絵の手にコロッケのパックと、昆布の佃煮のパックを押し付けた。

　朋絵は、思わず横にいた光明の顔を見た。

「……どうしよう？」

　光明は、小さくうなずいた。

「もらっておけよ。商店街の人の気持ちが分かるなら、もらっても問題は無いと思うよ」

「おっ！　そっちの兄ちゃん、いいこと言うね。人の気持ちが分かるってのは大切だよ！」

「こう見えても、あたしも楢高出身なんだよ。昔はどこの家も、子供に高校通わせるだけで精せい一いつ杯ぱいで、大学まで進めるような子はお金持ちの子くらいのものだったからねえ……あたしの母校が消えちゃうのは寂しいからね、がんばっておくれ！」

「……はい」

　朋絵は、半分困ったような顔でうなずいた。

　手にコロッケのパックと昆布の佃煮のパックを抱かかえて、商店街を歩き出した朋絵が、つぶやくように言った。

「つい、がんばります！　って言っちゃったけど……三日後の生徒総会で、もし楢山高校がどことも決着をつけずに、廃はい校こうを認めることになったら……あの魚屋さんと、お肉屋さん、きっとがっかりするだろうな……」

「でも、それは仕方ないよ。生徒会とはいえ生徒の意思に逆らうわけには行かないんだから」

　光明の答えを聞いた朋絵は、足を止めて、光明に向き直った。

「あんたねえ、どうしてそう、人の気持ちに水を差すようなことばかり言うのよ！　あんたは私の敵なの？　味方なの？」

「敵でも味方でもない、俺は中立さ。生徒総会で方針が決まるまで、生徒会役員としては中立でいるべきだと思うんだ」

「私は、楢山高校存続派よ！　断固として戦うわ！」

「君がそうだから、なおさら俺は中立でいなくちゃならないと思う。採決の公平さに疑いを持たれるわけにはいかないからね」

「そっか、投票結果を操作するって手もあるわね……」

「おい！」

「冗じよう談だんよ！　そんな怖こわい顔しないでもいいじゃない！」

「言っていい冗談と悪い冗談がある。お前のは笑えない」

　光明が、真しん剣けんな顔でそう言ったとき。

　二人の前に、三人の女子中学生が現れた。

　その子たちは、朋絵の顔を覗のぞき込むと、おずおずと聞いた。

「あの……楢山高校の生徒会長さんですよね？」

「はい、そうですけど……何か？」

　女子中学生たちは、顔を喜びに輝かがやかせながら、その場で飛び跳はねた。

「きゃー！　やっぱり！」

「テレビでインタビューされてるところ見てたから、もしかしてそうかなー、とか思ったり！」

　そして、女子中学生たちは口々に言った。

「私たち、来年楢山高校を受験するつもりなんです！」

「楢山高校に、憧あこがれてた先せん輩ぱいがいるんです！　だから今、受験勉強がんばってるんですよ！」

「楢山高校が廃はい止しされちゃうと、共学の高校がなくなっちゃいます！」

「応援しています！　がんばってください！」

「任せて！　負けないから！」

　にっこり笑った朋絵を見た女子中学生たちから、屈くつ託たくのない明るい声せい援えんが飛んだ。

「絶対ですよ！　絶対勝ってくださいよ！」

「お願いします！」

　朋絵は右手を上げ、ガッツポーズで応こたえた。

　女子中学生と別れて歩き出した朋絵は、横で黙だまったままの光明に笑いかけた。

「応おう援えん団が一いつ杯ぱいだわ」

「笑い事じゃない、責任重大だぞ……」

　光明は小さくため息をつくと、思いつめた表情のまま黙って歩き続けた。

　何も言わずに商店街を歩き続ける光明の横に並んだまま、朋絵も同じように何も言わずに歩き続けた。

　光明は、何か考え事をしているときに話しかけられるのを嫌きらう。小学校に入る前からの付き合いで、朋絵はそれを知り尽つくしていた。

　横に並んで歩いてくれる朋絵の沈ちん黙もくが、光明には嬉うれしかった。

　商店街の外れにある公園に差し掛かかったとき、朋絵はふっと立ち止まって、顔を上げた。

「ねえ、光明……この公園覚えてる？　中学三年の今いま頃ごろ、塾じゆくの帰りに、私、ここであなたに初めて聞いたんだよ……どこの高校を受けるの？　って……」

「……そうだっけ？」

「あ、ひどい、忘れてるんだ」

　朋絵はそう言いながら、公園の入り口に置かれているステンレスのパイプで作られた車止めの間を、踊おどるような足取りで抜ぬけて公園に入った。

　商店街の雑居ビルのシルエットに周囲を囲まれたその小さな児童公園の真ん中には、一本の大きな水銀灯が立っている。

　水銀灯は、誰だれもいない小さなベンチと、その先にある子供用の滑すべり台と、そして砂場に置き忘れられた赤い小さなバケツと青いスコップを照らしていた。商店街から一歩入っただけなのに、その空間は静かに感じた。

　朋絵は、水銀灯の真下にある小さなベンチに通学用のバッグを置きながら、小声で聞いた。

「光明は……なんで楢山高校を選んだの？　あなたの成績なら、進学率ナンバーワンの樫森高校だってトップクラスで入れたはずよ？」

「それを言うなら君だって、なんで楢山高校を選んだんだ？　俺は、君みたいなお嬢じよう様さまは絶対に桜川女子高に行くもんだとばかり思ってた……」

　朋絵は顔を上げた。

「それは、その……だって……光明が……」

「え？　俺？」

　驚おどろく光明を見て、朋絵は、あわてて首を振ふった。

「あ、いえ、なんでもないわ、気にしないで……えーと、あ、そうそう、なんで私が楢山高校を選んだかと言うとね、両親と同じ高校に行きたかったからよ。うん、そう、それだけ」

「そうか、そういえば君のところのご両親も、楢山高校の出身だったよな……」

　あっさりと納なつ得とくした光明を見た朋絵は、小さくため息をついた後で、不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「そうよ、そういうことにしておけば納得するんでしょ。それより、あなたの答えを聞いてないわよ、あなたはなんで楢山高校に来たの？」

「そりゃあ……君が……」

「え？」

　目を見開いた朋絵の顔を見て、光明はあわてて首を振った。

「あ、いや、なんだ、その、えーと、あれだ、家から一番近かったからだな……」

　朋絵は光明の顔をじっと見つめた後で、ふっと微笑ほほえむと、頭の後ろで指を組んで、嬉しそうに言った。

「そっか……そうね、うん、そういうことにしておくわ！」
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「なんだよそれ……」

「別に、いいじゃない、楢山高校を選んだ理由は、家から近かった……それだけなんでしょ？」

「まあ……そうなんだけど……」

　歯切れの悪い答えを返す光明を見た朋絵は、面おも白しろそうに微笑むと、公園の中を見回しながら、自分に言い聞かせるように話し始めた。

「私ね、思うんだ。楢山高校って、そこに通っている私たちだけのものじゃないんだって。むかし、楢山高校に通っていた人たちのものでもあるし、そして、これから楢山高校に通いたいって思う人たちのものでもあるんじゃないかって。

　確かに、私たちだって、先せん輩ぱいたちだって、卒業してしまえば学校との直接の関係は無くなるわ。もう、高校生じゃないんだから当然よね……。でも、きっと楢山高校を卒業した人たちは、今の私たちが自分たちが卒業した小学校を見るのと同じような目で、楢山高校を見ているんだろうなって……そんな気がするの。

　私はもう小学生じゃないわ。でも、小学校の建物を見れば、小学校の頃のことを全部思い出すわ。私が小学校で過ごしてきた時間を全部……遠足も、運動会も、雨の日の通学路で傘かさを回して、水すい滴てきが飛んで行ったことも、雪の日にクラスで雪合戦やったことも、六年生のときにあなたと同じクラスになって嬉しかったことも全部……。

　私の中で、小学校は終わってはいないの。ずっと続いているの。私が生きてきた時間と一いつ緒しよにずっと……それとおなじことが、楢山高校にも言えるんだって思うのよ！」

　光明は、朋絵の顔を見てうなずいた。

「俺は昭和の時代も、明治の頃も、江戸時代もひっくるめて、自分が生まれる前のことは、全部大昔のことで、自分には関係ないって思ってた。

　でも、それは違ちがうんだよな。俺たちが生まれる前も、この世界はあった。

　過去のことは、俺たちとは関係ないんじゃない。同じなんだ、続いているんだ。俺が入学する前から楢山高校はあったんだ。あの校舎で勉強したり、あのグラウンドで汗あせを流した何千人何万人という人の記き憶おくと一緒にね……さっきの商店街のおじさんやおばさんの話を聞いて、そしてあの中学生の話を聞いて、何かわかったような気がする」

　朋絵は光明の前に立って、光明の目を見上げて、ゆっくりと聞いた。

「光明……あなたはどうしたいの？　楢山高校を残したいの？　本当の気持ちを聞かせて」

　光明はしばらく無言のまま、朋絵の顔を見ていたが、やがて、小さくうなずいた。

「楢山高校を残したいと思ってる……」

　朋絵の顔が輝かがやいた。

「じゃあ、私と一緒にがんばろうよ！　私たちの力で楢山高校を残せるなんて、本当にすごいことじゃない！」

　光明は不安そうに聞いた。

「でも、いくら俺たちが残したいと言っても、生徒総会の投票の結果がダメだったら、どうにもならないんだぞ？　生徒会長に、生徒の総意を捻ねじ曲げる権限は無いんだ……」

「生徒総会の投票で、楢山高校存続を選せん択たくする生徒が過半数を占しめればいいだけのことじゃない！　投票ってことは、要するに選挙なんでしょ？　だったら選挙運動をすればいいのよ！　投票まであと三日あるわ。この三日のうちに、楢山高校を残したい、そのために勝負してもいい、という人間を増やすのよ！」

　光明は目を見開いた。

「……そうか、選挙運動だ！　今回の投票は、いわば君がやろうとしている楢山高校存続活動に対する信任投票みたいなものなんだ。だとしたら、生徒会として、いかに自分たちの行動を理解し、支持してもらうか、というのは必要なことであって、それを遠えん慮りよする理由はどこにも無いんだ！」

　興奮するようにまくし立てる光明を見て、朋絵は笑った。

「だから、私は最初っから、そう言ってたじゃない！　ホント、あんたって、めんどくさい人なんだから……」

　光明は顔を上げると、目を輝かせて、朋絵を見た。

「君は……今日、俺に聞いたよな。やればできるの？　って」

「う、うん」

　光明は、にやっと笑った。

「見せてやる！　やればできるって事を証明してやる！　俺の本気をね！」

　その、光明の笑え顔がおを見たとき、朋絵は、自分の心臓が、どきん！　と大きく脈打つのを感じた。

　──この人は、本気だ。

　本気で、楢山高校を残すつもりでいる。

　きっと、それは、私のためなんかじゃない。でも……いいよね。誤解しても。

　私のために本気になってくれたんだ、って……。
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　次の日の放課後、生徒会室に集まった生徒会執しつ行こう部ぶのメンバーたちを見回して、光明は力強く宣言した。

「楢山高校生徒会は、楢山高校存続を賭かけて、他校と対決する道を選ぶ！　勝てるかどうかもわからない。でも俺は、何もしないで、ただ他人の思うがままに流されるのは嫌いやだ。

　二日後の生徒総会で行われる全校生徒の投票に向けて、生徒会執行部は存続派であることを宣言し、俺は存続派を多数派とするための工作を開始するつもりでいる。この中に俺の考えと相あい容いれない人間がいれば、申し出て欲しい。その人間にまで俺の価値観を強制するつもりはない」

　生徒会室に居並ぶ執行部の面々は無言だった。

　だが、それは拒きよ否ひの沈ちん黙もくではなかった。その場にいる全員が、期待に満ちた目で光明を見ていた。

「どうやら反対意見はないようだな……」

　光明が、少しほっとしたように言うと、芽衣が笑いながら言った。

「反対するわけないじゃないですか！　生徒会長が、いつも言っていた、本気になった所先せん輩ぱいが見られるんですよ？　わくわくするじゃないですか！」

「本気になった俺って……どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をする光明を見て、芽衣はちょっと驚おどろいたように目を見開いた。

「あれ？　所先輩はご存じなかったんですか？　生徒会長は、いつも、光明が本気になったらすごいんだ、普ふ段だん、ボーッとしているのは、本気じゃないからだ！　って……」

「芽衣ちゃん！　余計なことは言わなくていいの！」

　朋絵が、あわてて芽衣の言葉をさえぎったとき、生徒会室のドアが開いて、一人の女子生徒が飛び込んできた。

「遅おそくなりました！　申し訳ありません！」

　短めの髪かみと、整った顔つきから来る印象は、どこと無くボーイッシュで、女装した美少年のような妖あやしさが漂ただよっている。

　その女子生徒を見て、芽衣が不満そうな顔で文句を言った。

「遅いよ、麻衣ちゃん！」

　麻衣と呼ばれた女子生徒は、小さく頭を下げながら生徒会室に入ってくると、芽衣の隣となりに座った。

「ごめん！　ボクも急いで来ようと思ったんだけどさ、また三年生のお姉さんたちに捕つかまっちゃってさ。今度の同人誌即そく売ばい会かいでコスプレして売り子をやってくれって……」

「相変わらず麻衣ちゃんはお姉様方に人気ねえ」

　並んで座った芽衣と麻衣を見て、光明は思った。

　──こうやって、横に並べて見比べると、この二人が一いち卵らん性せい双そう生せい児じだってことに気がつくけど、ぱっと見ただけじゃわからないものだな。髪かみ型がたとか話し方ってのは、かなりイメージを左右する要素なのかもしれない。

「所先輩！　なにをじーっと人の顔見つめているんですか？　見つめる相手が違ちがいますよ？」

　芽衣の言葉で光明は我に返った。

「あ、ああ、いやね、君たちは一卵性双生児なのに、ずいぶん雰ふん囲い気きが違うなあ、と思ってね」

　麻衣が笑いながら答えた。

「ああ、それは母のせいです。母は男の子と女の子が欲しかったらしいんですよ、それで、小さい頃ころからボクに男の子の格好をさせて、妹の芽衣には女の子の格好をさせていたんです。ボクが生まれて初めてスカートをはいたのは、中学校に入ったときなんです……高校の制服は中学の制服よりスカートがちょっと短いので、なんとなく落ち着かないんです」

　女の子でありながら、どことなく少年っぽい、中性的な妖あやしい微び笑しようを浮うかべる麻衣から視線を逸そらした光明は、小さく咳せき払ばらいして話し始めた。

「ええと、なんだっけ、あ、そうそう。生徒会の姿勢についてだった……俺たちは楢山高校存続を目的として動くことを全校生徒に明確に示す必要があると思う。そこで、昨夜ゆうべ一晩かけて、俺の家のパソコンとプリンターで、生徒会報の号外を印刷してきた。こいつを全校生徒に配ろうと思うんだ」

　光明は、そう言うと、足元に置いてあった手て提さげの紙かみ袋ぶくろの中から、Ａ４判のコピー用紙の束を取り出した。

「一応、全校生徒に行き渡わたるだけの枚数を刷ってきた。明日の朝、少し早めに登校してこいつを各学年の教室に配って欲しいんだ」

　机の上にどさっと置かれた号外の束を見て、朋絵が目を丸くした。

「昨夜、いつまでたってもあんたの部屋の灯あかりが消えないと思ったら……こんなもの作ってたの？」

　光明は、その号外の束から何枚かを抜ぬき取って、生徒会の面々に配った。

「本当は文書を作るときは、生徒会長の承しよう認にんを得なきゃいけないんだけどね。時間が無かったので事後承しよう諾だくという形を取らせてもらった。読んで確認してくれ」

　その号外の一番上には『楢山高校存続へ！』という大きな文字が躍おどっていた。

　その下には、なぜ、生徒会が楢山高校存続に向けて動くことになったのか、それを朋絵の言葉を借りて生徒たちに告げる記事が並び、さらに楢山高校が廃はい止しされた場合、生徒たちにどのような不利益が生じるのか、それが様々な立場の生徒を例に挙げて列記されていた。

　号外を読んでいた二年生の山仲が、うなずきながら言った。

「この、楢山町外から通っている生徒諸君へ、ってのはいいですね……二つ離はなれた町にある高校に通うこととなれば、今より最低でも三十分早く起きなくてはならない、朝、布ふ団とんの中の三十分がいかに貴重か、それを考えて欲しい……これなんか、読んだ人のほとんどが、もっともだ、とうなずくような文章ですよ」

「そうですよ！　朝の五分だって貴重なのに、それが三十分以上削けずられるとなると切実な問題ですよ！」

　そう言ってうなずいた麻衣に続いて、芽衣がその下の記事を指差した。

「こっちの、さまざまな趣しゆ味みに生きる同好会の生徒諸君へ、って題した記事もいいことが書いてありますね。私が楢山高校に入学して驚おどろいたのが、この同好会活動なんですよ。廃はい墟きよ探検同好会とか、稲いな荷り神社同好会とか、よくわかんない同好会がいっぱいあって、それぞれの掛かけ持ちが認められているなんて高校は珍めずらしいんじゃないかと思いますよ？」

　芽衣の読み上げた記事の続きを、麻衣が読み上げた。

「えーと、我が校の同好会は年に一回、生徒総会で報告を行い、その報告が学校生活にとって有意義であると認められると、年間一万円の活動費が生徒会の予算から交付される……趣味に走った同好会であっても、生徒から一定数の支持を得れば予算を回し、生徒が好き勝手に出来るのが我が校の伝統である！　楢山高校の廃止は、この同好会制度の終しゆう焉えんを意味するだろう……これなんか同好会の人たちを狙ねらい撃うち間ま違ちがいないですよ」

　そのとき、黙だまって号外を読んでいた朋絵が、つぶやくように言った。

「私は、この最後の記事が一番在校生を左右するんじゃないかと思うわ……この、共学を守り、共学の良さを伝えよう！　って記事……」

　そして、朋絵は記事を声に出して読み始めた。

「楢山高校が廃止になれば、女子生徒は桜川高校へ、そして男子生徒は樫森高校へ割り振ふられるだけで終わるだろう。それは男女共学校が消えることである。男子諸君は女の子のいない高校を思い浮かべて欲しい、そして女子諸君は、男の子のいない高校を思い浮かべて欲しい。そっちの方が気が楽だとお考えならば何も言うまい。ただ『愛の無い青春、知ち恵えの無い老年、これすでに失敗の一生である』という福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの言葉を引用するのみである」

　朋絵の朗読が終わるのと、芽衣が大きくため息をつくのは同時だった。

「はあああ、そうなんですよ～、楢山高校が廃止されたら、こうなる可能性が一番高いんじゃないかって、みんなでウワサしていたんですよ」

　麻衣は、困ったようにうなずいた。

「ボクは、共学校だからあんまり目立ってないけど、桜川高校に編入したら、きっと目立っちゃうだろうなあ……それを考えると憂ゆう鬱うつになっちゃいますね」

　朋絵は小さくうなずくと、光明を見た。

「この号外は効果抜ばつ群ぐんだと思う。さっそくこれを配布しましょう。明日と言わず、今日のうちに！」

「今日？　でも、今は放課後だから、部活やってない生徒たちはみんな帰っちゃったんじゃないのか？」

「今、学校の中にいる人だけでもいいのよ。生徒総会までに、校内に楢山高校存続！　という空気を作るのが目的なら、早いほうがいいわ！」

　朋絵はそう言い切ると、生徒会室にいた執行部のメンバーに向き直った。

「では、みんなで手分けして、この号外を配って下さい！　合言葉は『残そう楢山高校！』よ！」

「はい！」

　執行部のメンバーは、一いつ斉せいに立ち上がった。

　やがて、放課後の学校に残っていた生徒たちに号外が配られはじめると、あちこちに小さな人の輪ができた。その人の輪は、校舎の中だけではなく、グラウンドや柔じゆう道どう場、体育館などにも広がっていった。在校生にとって、やはり自分が通う高校がどうなるのか、というのは一番の関心事だったのである。

　そして、号外が配られて十五分も経たたないうちに、生徒会室の前に校内に残っていた生徒たちが集まってきた。

「生徒会長に会わせてくれ！　楢山高校存続のために何かやりたいんだ！」

「そうだ、同好会を潰つぶされてたまるもんか！」

「俺たちにもできることがあるはずだ！　手伝わせてくれ！」

　その言葉を聞いた光明は、にやっと笑った。

「思ったとおり、多数派工作をしてくれる工作員が集まって来たな……」

「あの人たちを手て駒ごまにするつもりだったのね……」

「手駒なんて言い方はやめてくれよ、あの人たちは同じ志を持つ同志さ……もっとも生徒会執行部だけじゃ人手が足りなかったというのも事実だけどね」

　光明は朋絵にそう言い残して、生徒会室前に集まってきた生徒たちの前に立った。

「楢山高校生徒会、副会長の所光明です。号外を読んでいただけたと思いますが、私たち生徒会は楢山高校存続のために活動を開始します！　しかし、楢山高校存続は我々生徒会だけの力でどうにかなるようなものではありません。皆みなさんの協力が必要なのです！　どうか、我々に力を貸してください！」

　小太りでメガネをかけ、リュックを背負った男子生徒が叫さけんだ。

「我々マンガ・アニメ同好会は、総力を挙げて生徒会に協力するぞ！」

　白い制服のワイシャツの下に迷めい彩さい柄がらのＴシャツを着た、筋肉質の大男が言った。

「我々サバイバル同好会も、生徒会を支持する！　なんでもやるぞ！」

　手に提さげていたたこ焼きと今川焼きが入ったポリ袋ぶくろを持ち上げて、太った男が言った。

「我々、買い食い立ち食い同好会も、総力を挙げて協力する！　これはとりあえず差し入れだ！」

　黒い学生服に黒覆ふく面めんの、怪あやしい生徒がうなずいた。

「我ら、忍にん者じや同好会は昭和三十年代の忍者ブームの際に発ほつ足そくした、楢山高校で最も長い伝統を持つ同好会でござる！　先せん輩ぱい諸氏より引き継つぎ申した、この同好会の灯ひを我らの代で消すことは許されぬ！　我らは生徒会のためにこの身を捧ささげる覚かく悟ごでござる！」

　光明は、にっこり笑った。

「ありがとう！　君たちの熱意とパワーは実に心強いものがある！　君たちに異存が無ければ生徒会に力を貸して欲しい。共に楢山高校存続のためにがんばろう！」

「わかった！」

「がんばりましょう！」

「異存はござらぬ！　我らはこれより所殿どのの差配に従う所存！」

　同好会の会長たちが、口々にそう言ってうなずくのを見た光明は生徒会室の奥にある小会議室を指差した。

「では、さっそくあっちの会議室で作戦会議だ！　君たちの得意とする分野を聞かせてくれ！」

　光明に招かれた同好会の会長たちは、ぞろぞろと生徒会室の中に入ってくると、あっけに取られている朋絵や芽衣たちの前を通って、会議室の中に向かった。

「はい、これ」

　その列の一番最後にいた光明が、買い食い立ち食い同好会の会長から受け取った、たこ焼きと今川焼きの入ったポリ袋を朋絵に差し出した。

「あ、はい……」

　思わず受け取った後で、朋絵はあわてて顔を上げて聞いた。

「ねえ、ちょっと待ってよ！　これからどうするの？」

「どうするって？　差し入れなんだから、ありがたく頂けばいいんじゃないの？　特にたこ焼きは、温かいうちに食べた方がいいと思うな」

「たこ焼きの話じゃないわよ！　あの人たちを集めてどうするつもりか、って聞いているのよ！」

「ああ、そのことか。どうするもこうするも、行動開始さ。後は俺にまかせて、君はいつものように元気に胸を張っていればいい。君は、楢山高校の生徒会長なんだから……」

　そして、光明は少し真面目まじめな顔で付け足した。

「この件は俺が矢や面おもてに立って全責任を負う。君に累が及およぶことは無い。だから安心してくれ」

「でも……」

　何かを言おうとした朋絵の目を見て、光明は言った。

「たまには、俺にもカッコ付けさせてくれよ。こういう時は、黙だまってうなずくもんだぞ」

　会議室の中に座った同好会会長と生徒会執行部のメンバーを見回した光明は、嬉うれしそうに言った。

「我々は同志である！　楢山高校を存続させるためには、他ほかの二校との決戦に勝たねばならない。だがその前に、我々は、この楢山高校の内部においても多数派になる必要がある！　明後日の放課後に行われる全校生徒の投票のときに、一人でも多くの生徒に楢山高校の存続に一票を投じてもらうのが、当面の目標である！　そのために、君たちの力を貸して欲しい。君たちの力で生徒たちを動かして欲しいんだ！」

　同好会の会長たちは、お互たがいの顔を見合わせた。

「そりゃあ、俺たちに出来ることがあれば、なんでもやるつもりだけど……何をやればいいんだ？」

「たとえば、マンガ・アニメ同好会には、生徒たちが楢山高校を存続させよう、と思いたくなるようなマンガを描かいてもらうとか……」

「あ、それは無理」

　マンガ・アニメ同好会の会長の松まつ井いは、光明の言葉をあっさり否定した。

「えーと、つまりだな、俺たちはマンガ・アニメ同好会であって、研究会じゃない。マンガを読むヤツはいるが、描くヤツは一人もいない」

「……ダメじゃん」

　芽衣が、ぼそっとつぶやいた。

　会議室の中に漂ただよう白けた空気を感じ取った松井は、焦あせったように首を振ふった。

「いや、ダメじゃない！　たしかに、マンガは描けない。だが、俺たちには面おも白しろいマンガやアニメを山のように読んできたデータがある！　その蓄ちく積せきを使えば、たとえ絵が描けなくとも、面白いマンガやアニメのコンテンツを創つくりだすことはできる！」

「マンガが描けないのに、マンガのコンテンツを創りだすって？……」

　怪け訝げんな顔をする芽衣を見て、松井は胸を張った。

「つまりだ、俺たちの脳内には、今まで読んできた面白いマンガの絵や構図や展開がすべて詰つまっているのだ。だから、そのデータを組み合わせ、セリフを書き換かえることで、新しいコンテンツを生み出す事ができる！」

　光明は目を見開いた。

「そうか！　ＭＡＤか！」

「そのとおり！　著作権侵しん害がいということで、白い目で見られていたＭＡＤというコンテンツも、出版社が宣伝の一いつ環かんとして使うほどの影えい響きよう力を持つコンテンツになった！　ＭＡＤは、俺たちの武器だ！」

　こぶしを握って力説する松井を見て、光明はうなずいた。

「よし、わかった！　では、君たちは、生徒諸君を笑わせ、なおかつ、楢山高校存続を訴うつたえかけるＭＡＤコンテンツを作ってくれたまえ！」

「わかった、マンガ・アニメ同好会の総力を結集して、大だい爆ばく笑しようもののＭＡＤを作成しよう！」

　自分の隣となりに座っていたマンガ・アニメ同好会の会長である松井が、自信たっぷりにうなずいたのを見て、黒い覆ふく面めん姿の男が首をひねった。

「拙せつ者しやは、楢山高校の忍にん者じや同好会、会長の百もも地ちと申すものでござるが、我が同好会は、単なる忍者ごっこをする者の集まりでしかない……いかが致いたせばよろしいのやら……」

「百地？　そんな名前の先せん輩ぱいいたかしら？　私は全校生徒の名めい簿ぼを管理しているけど、そんな変わった名前の人はいないと思ったけど……」

　そう言って首をひねった山仲を見て、百地と名乗った男はあわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、百地というのは忍者同好会の会長が、この姿のときに名乗る名前でござる。会長は代々百地を名乗ることになっているでござるよ。忍者は本名を名乗るものではござらぬゆえ、仮名でご勘かん弁べん願いたい」

　山仲は笑った。

「忍者ごっこなのに、そういうところは本格的なんですね。もっと役に立つところが本格的なら良かったのに」

「うむ、返す言葉もござらん」

　山仲が一言で切って捨てたのを聞いて、がっくりと肩かたを落とした百地を見て、光明が取り成すように言った。

「君たちにだって、特技の一つや二つはあるだろう？　何かできることはないのか？」

「できることと言っても、しょせんは忍者の真ま似ね事ごとに過ぎませぬ。そうですなあ……まあ、敵情視察、要人暗殺、放火、井い戸どに毒、人心攪かく乱らん、一いつ揆きの扇せん動どう、などがせいぜいでござる」

「それ……忍者ごっこじゃないと思う」

　ぼそっとつぶやいた芽衣に向かって百地は胸を張った。

「我々は、歴史上の忍者を忠実に再現し、忍者になりきることを目指しております。これぞ究極の忍者ごっこ！」

「……たしかに、忍者というのは、戦国時代に乱波らつぱ、透波すつぱと呼ばれた、破は壊かい工作専門の傭よう兵へい集団だからなあ。それを忠実に再現すると、そうなっちゃうよなあ」

　腕うでを組んで、納なつ得とくするようにうなずいた光明を見て、朋絵が叫さけんだ。

「何を納得してるのよ！　とんでもありません！　即そつ刻こく解散しなさい！　これは生徒会長命令です！　この楢山高校に、そんなテロリスト集団が存在しているなんて！」

　百地は、再び顔の前で両手を振った。

「あ、いや、我々の活動はすべてこれ、イメージトレーニングとシミュレーションでござる。身体からだを鍛きたえてはおりますが、実際に要人暗殺や、放火などをやったことはござらぬ。御ご安心めされい」

「実際にやられてたまるもんですか！　やってなくたって、犯罪予備軍であることに変わりは無いわ！」

　光明は笑いながら首を振った。

「いや、それはない。脳内で考えるだけでも犯罪者になるというのなら、マンガ家とか小説家、特にミステリー作家なんか、全部犯罪者になってしまう」

「それはそうだけど……でも、暗殺とか放火とか、物ぶつ騒そうなことを考えているなんて、それだけでも不気味だわ。いつか本当にやるんじゃないか？　って考えると……」

「ああ、いや、それも心配ござらん。我々は、この平和な日常を愛するものばかりでござる。我が忍者同好会のＯＢは、みな各種セキュリティ関連の企き業ぎようや公務員に進んで危機管理の最前線で活かつ躍やくしておるでござるよ。テロリストに対たい抗こうするには、まずテロリストの視線に立って、自分たちの企業や重要防護対象を見る必要があるからでござる」

　朋絵は、少し不満そうな顔のまま答えた。

「そりゃあ、そうかもしれないけど……とにかく犯罪行こう為いになりそうなことは、一いつ切さい認めません！　平和的、かつ合法的な活動しか認めません！　いいですね」

「わかり申した、会長殿どののお指図に従います。しかし、そうなると、我ら忍者同好会の活動ができる範はん囲いはなおさら狭せまくなりますな……平和的かつ合法的な活動というと、『草』を入れるくらいしか……」

「草？」

　怪訝な顔をする朋絵を見て、光明が笑いながら答えた。

「戦国時代とかに、将来を見み越こして部下を敵の領内に送り込み、敵に信用されるようになるまで何年も住み着かせるという作戦のことと、その住み着いた部下のことを『草』って呼ぶのさ。そして、いざ戦いくさになったら、そいつが領内で破壊活動をするんだ」

　百地はうなずいた。

「そのとおりでござる！　このたびの戦いならば、まず他校に入学して、その学校の生徒として過ごすのでござる。いざ時がくれば、獅し子し身中の虫として活動するでござる。三年ほど時間をいただければ、拙せつ者しやの妹が……」

「間に合わないって！」

　芽衣が突つっ込んだ。

「左様でござるか……うーむ、となると、ますます我らの出番はないでござるな」

　悲しそうな顔をする忍にん者じや同好会の会長を見て、光明がなだめるように言った。

「君たちの本来の力は、まだ出番が無いってことさ。いよいよ他ほかの二つの高校と決着をつけるときになったら、がんばってもらうよ」

「かしこまりましたでござる。そのときは、目め一いつ杯ぱい働かせていただく所存！」

「目一杯働かないでいいから……」

　ぼそっとつぶやいた朋絵の言葉を無視して、光明は忍者同好会の百地の脇わきに座っている、太った男に声をかけた。

「さて、そちらの、買い食い立ち食い同好会は、どのようなことがやれそうかな？」

　太った男は、小さく頭を下げた。

「買い食い立ち食い同好会の中なか矢やと申します。我々は、この楢山町の町内に限らず、隣となり町まちの樫森町、桜川町の、あらゆる買い食い立ち食いスポットを実際に踏とう査さし、味、値段、量を調べてその結果を本にまとめておりますが……」

　中矢がそこまで言ったとき、芽衣が目を見開いて叫んだ。

「あ、知ってます！　『買い立ち』でしょ？　私たちの中学校では、楢山高校の文化祭に売られるあの本がすごい評判で、クラスみんなで回し読みしてたんですよ！　あれは隠かくれたベストセラーですよね！　毎年新しい版が出るのが楽しみなんですよ！」

「買い立ち？」

　怪け訝げんな顔をする朋絵を見て、芽衣は驚おどろいたように言った。

「えーっ！　会長、知らないんですか？　『買い食い立ち食いミシュラン』を縮めて『買い立ち』って言うんですよ。あれ、すごいんですよ。あの本に『まずい』って書かれたら、客が減って店をやめちゃった、なんてウワサがあるくらい！」

「へえ、すごいわね……」

　感心する朋絵を見て、中矢は照れたように笑った。

「いやあ、そんなのウワサですよ。たいしたものじゃありません。我々が目指しているのは、高校生の、高校生による、高校生のためのガイドブックですから、あくまでも基準は高校生のお小こ遣づかいで買って食べられるレベルの品物だけです」

　少し離はなれたところで、会議の会話を聞いていた宇佐見が、ぼやくように言った。

「あれに『まずい、高い、量が少ない』って書かれたおかげで、うちのスーパーのフードコートは、客足が遠のいちゃって、テナントを入れ替かえるハメになったんだよなあ……影えい響きよう力はすごいと思いますよ？」

　宇佐見の言葉を聞いていた光明は、にやっと笑った。

「君たちの力は、その影響力だな？　たしかに、大人に比べれば、経済力のない高校生の購こう買ばい力はたいしたものじゃないだろう。でも、高校生を相手にしている飲食店とかコンビニとか、そういった店には高校生は大事な客だ。俺たち高校生をないがしろにはできない」

「ええ、そうです。でも、我々は、この影響力を背景にして圧力をかける、みたいなことはやりたくありません。我々高校生は、安くて美味おいしくて、食べ応ごたえのある店があって得をする。お店も、お客さんが来て得をする。そういった、ＷＩＮ・ＷＩＮの関係を維い持じしたいと思っているんです……もし、影響力を行使するとしたらもっと別の方法をとるべきだと思うんですね……」

　中矢はそこで言葉を切ると、光明の顔を見て聞いた。

「今回の、この三つの高校の存続をかけた決戦ですけど。いっそのこと、町の商工会を楢山高校の応おう援えん団にしてしまう、というのはどうでしょう？　そもそも、高校生同士の決戦で高校の統とう廃はい合ごうが決まる、なんて前ぜん代だい未み聞もんの出来事の原因は、三つの町の合がつ併ぺい協議会が、まともなことをやってこなかったからですよね。

　その、いいかげんな大人たちのツケを、我々が支し払はらわなきゃならない、と考えると腹が立ちます。でも、こっちが巻き込んでやれば腹も立たないんじゃないかと思うんですよ。

　それに、どんな方法を取るにしろ、この決戦で廃はい止しされる高校の生徒や、その関係者には遺い恨こんが残るような気がするんです。その遺恨を残さないためにも、高校だけじゃなくて、商店街とかそういった人たちも巻き込んで、応援団を作ってもらって、馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらい派手な応援合戦とかをガンガンやって、笑いながら決着をつける方がいいと思うんです。

　我が買い食い立ち食い同好会の人脈と影響力を以もつてすれば、商店街の会長さんなどは簡単に動かせますよ！」

「具体的に言うと……どういうことなの？」

　怪訝な顔をする朋絵を見て、中矢はにっこり笑った。

「要するに、お祭り騒さわぎにしちゃえ、ってことです」

　その言葉を聞いた時、光明の脳内にあるシナプスに、電流のようなひらめきが走った。

　光明は、はっと目を見開くと、会議室の壁かべに張られた、楢山戦国祭りのポスターを見た。そのポスターには、戦国武者の鎧よろいを着た武者行列の先頭に立って嬉うれしそうに笑う楢山町の町長の写真があった。

　楢山戦国祭りは、それほど歴史のある祭りではない。

　七年ほど前に、この楢山を治めていた戦国大名の本家がＮＨＫの大河ドラマの題材になり、それにあやかって、商工会が鎧装束をレンタルして武者行列を始めた祭りである。

　鎧武者の一いつ般ぱん参加を認めたことから、日本中の戦国マニアや鎧マニアが集まる、一種の戦国コスプレ大会となり、人が集まるようになったために、楢山町は町おこしの一いつ環かんとして、それまでただの芝しば生ふの山でしかなかった楢山城じよ址うし公園に、予算を組んで天守閣や城構えを復元し、公園内の広場で戦国時代の合戦の再現をしたり、火ひ縄なわ銃じゆうの実演や流鏑馬やぶさめなどを行う地方都市の祭りとしては、そこそこ規模の大きな祭りとなっていた。

　──そうだ！　こいつだ！　俺たちがやろうとしている、高校の存亡をかけた決戦というのは、戦国時代の三つの城取り合戦なんだ！　楢山高校の校舎が城で、朋絵が総大将で、俺が軍師で、敵の総大将の生徒会長は馬に乗って決戦の申し込みに来やがった……高校同士の決戦と、文化祭と体育祭と、この戦国祭りを全部ひっくるめて、町全体を巻き込んだお祭りにしてしまえばいいんだ！

　光明は叫さけんだ。

「そのアイディア、もらった！」

　驚く朋絵や同好会の会長たちに、両手を広げて光明は言った。

「ずっと考えていたんだ！　どうやって決着をつけるのか、って。楢山高校は、実にヌルイ高校だ。運動部はどこも一回戦で負けることが当たり前の『出ると負け』だし、個人技で名を上げるような連中はそもそも、うちの高校に入ってこない。

　つまり、スポーツで決着をつける、なんてことになれば、うちの高校の負けは見えている。

　楢山高校の存続、という方針は「どうやって勝つか」という具体的な方法があって、はじめて支持してもらえるんだ。

　スポーツみたいな選ばれた選手だけが戦うような種目じゃなくて、生徒全員の総力を挙げて戦えるような種目があれば、俺たちにも勝ち目はある！　たとえば、戦国祭りのときに、西軍と東軍でやる楢山城攻こう防ぼう戦せんみたいな模も擬ぎ合戦とかなら、勝てるかもしれない！」

　朋絵が怪け訝げんな顔で聞いた。
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「模擬合戦って、あれでしょ？　手作りの鎧着て頭のてっぺんに紙風船つけて、スポンジを巻いた棒で叩たたき合うヤツ……」

「そう、あのスポンジを巻いた棒は、正確にはスポーツチャンバラという種目のために作られた、『エアーソフト剣』と呼ばれるちゃんとした規格品なんだ。衝しよう撃げき吸収ができるようになっているから、鎧や兜かぶとの上から思い切り叩いても、怪け我がしないようになっているんだけどね」

「でもあれは、審しん判ぱんがついていて、十人単位のチームの勝ち抜ぬき戦だからやれるのよ。何百人という全校生徒が、入り乱れて乱戦になったら、どうやって判定するのよ！」

「判定は、人間じゃなくてコンピューターにやらせればいい。叩く棒と叩かれる鎧にセンサーをつけて、誰だれが誰を叩いたか、瞬しゆん時じに分かるようにすれば審判は要いらないだろう？」

「それは、たしかに技術的には可能かもしれないけど……それを何百個も作るとしたら、めちゃくちゃお金がかかるわ！　夢物語みたいなこと言わないでよ！　どう考えたって実現不可能じゃない！　高校にはそんな予算はないし、楢山町にも商工会にも、そんな物を作るだけのお金は無いわ。ない袖そでは振ふれないわよ！」

　光明はうなずいた。

「そうだ、うちの高校の予算じゃとても無理だ。楢山町にもそんなお金はない、商工会だって、こんな小さな町の商店街では出せる額はスズメの涙なみだだろう……でも、国になら、お金があるんじゃないのかな？」

「く、くにぃ？」

　会議室にいた全員が、目を見開く中で、光明はさらっと答えた。

「そう、国。つまり、今回の原因を作った、あの藍山とかいうお役人の女の人にも責任があるわけだから、町や商工会を巻き込むなら、あの人も巻き込んじゃった方がいいと思うんだ」

「巻き込まれてくれるとは思えないわ。だって、相手は国のお役人よ？　そりゃあ確かにいろんな権限を持っているかもしれないけど、いくらなんでも高校生の勝負事にまで肩かた入いれしてくれるかしら？」

　光明は、じっと朋絵を見つめると、ゆっくりと言った。

「肩入れしてもらうんじゃない。肩入れさせるんだ。世間では、高校生同士の勝負で高校の存続を決めることになったのは君のせいだと思っている。

　確かに、協議会での君の発言がきっかけだったことは間ま違ちがいない。でも、それをこういうことにしてしまったのは、君じゃなくてあの藍山って人なんだ。つまり、責任はあの人にあるんだ。その責任を取ってもらうだけのことさ」

　そのとき、会議室の中に、低い声が響ひびいた。

「ちょっといいか？　俺はサバイバル同好会の望もち月づきだが……話の内容に、少々心当たりがある」

「心当たり？」

　光明が聞き返すと、望月と名乗った迷めい彩さい柄がらのＴシャツを着た、筋肉質の男子生徒が真しん剣けんな表情でうなずいた。

「兵士一人一人にセンサーをつけて戦せん闘とうをモニターするシステムというのは、すでに実用化が始まっている。兵士一人一人に、ＧＰＳを持たせて現在位置を確かく認にんしたり、心しん拍ぱく数すうや体温などの生理的データを受信して健康状態を確認したり、ヘルメットに小型カメラをつけて兵士の見ているものをモニターする、というシステムは各国で研究開発されていて、日本の自衛隊でも研究開発が行われているのだ。以前、自衛隊に見学に行ったときにその試験ユニットを見せてもらった事がある」

　サバイバル同好会の望月の話を聞いた光明は、朋絵を見て言った。

「ほら、夢物語じゃないだろう？　現実にそういうシステムが作られているんだぜ」

「実際にあるからって、それを簡単に使わせてもらえるわけじゃないわ。だってそれって、自衛隊のために開発されている物なんでしょう？　防衛省のシステムなんて簡単に高校生に使わせてもらえるわけないじゃない……」

　朋絵が『……できっこないわよ』と続けようとしたとき、望月が、さらりと言った。

「ああ、もしかしたらそのシステム、使わせてもらえるかもしれんぞ」

「うそ！」

「うそではない。実はその防衛省のシステムのソフトウェア開発に関かかわっているのは、俺の義理の兄……つまり俺の姉の旦だん那なだ。ソフトウェアがいろんな条件の下もとでちゃんと動くのか、誤作動しないか。それを確認するテストとか、そういった基き礎そデータの積み重ねという部分が、日本のメーカーが一番弱い部分なのだ。

　ゲームソフトも、製品にする前にいろんな人にテストプレイしてもらっている。ゲームに詳くわしい人だけじゃなくて、まったくの素人しろうとにもだ。作るのはプロだが、遊ぶのは素人の客だから、予想もつかない操作をすることだってある、そういうときでもフリーズしないように、データを積み重ねてプログラムを修正して行くのだ。そのデータ収集という理由をつければ、このシステムを使わせてもらえるかもしれん」

「ちょっと待ってよ！　私たちがやるのは、戦国時代の模も擬ぎ合戦なのよ？　それも、棒持って叩たたき合う戦争ごっこみたいなものなのよ？　そんな何百年も前の戦争の真ま似ね事ごとをいくらやったって、そんなデータ使えるわけないじゃない！」

　望月は首を振った。

「いや、戦争のデータを収集するわけではない。狭せまい場所で何百人もの人間が、センサーをつけた棒で相手のセンサーを叩き合えば、その瞬しゆん間かんに、ものすごい量のデータが動く。システムの処理能力が追いつくのかどうか実際に確認できる。つまりシステムの負ふ荷か試験だ。机の上の計算や、コンピューターのシミュレーションだけでは分からない部分が分かる、というのはすごいメリットなのだ。それに、軍事技術だから民間に使わせない、なんてことはない。ＧＰＳはカーナビとか、最近は携けい帯たい電でん話わなどにも入っているが、あれはもともとアメリカが軍事用に開発したものなのだ……」

　望月の言葉を聞いていた光明は、朋絵に向かってにっこり笑ってみせた。

「つまり、チャレンジする前から先回りして、あきらめる理由を探し出すことは無いってことさ。やるだけやってみようじゃないか、ダメでもともとさ。あとは、あの藍山って人に頼たよるしかない……君は確かあの人から名めい刺しもらってたよね」

「うん、もらったけど……本気なの？」

　不安そうに眉まゆをひそめる朋絵を見て、光明は笑った。

「本気さ。言ったろう？　楢山高校を守るためなら、俺は本気になるって」

　朋絵は大きくため息をついた後で、自分に言い聞かせるようにうなずいた。

「わかったわ。あなたが本気なら、私も本気にならなくちゃね……はい、これ、藍山さんの名刺」

　朋絵が差し出した名刺を受け取った光明は、そこに書かれている電話番号を自分の携帯に打ち込みながら思った。

　──あの藍山という人は、なんとかしてくれ、と言って座り込むタイプじゃない。なんとかしよう！　と言って動くタイプの人間だ。上手うまく話を持って行ければ、あの人は動いてくれそうな気がする。




　次の日の放課後。朋絵と光明の二人は、楢山町の地方庁合がつ併ぺい推進課の事務室に来ていた。

　事務室の隅すみに置かれた応接セットのソファに座った藍山は、タイトスカートからすらりと伸のびた形の良い足を組んで、光明の差し出した企き画かく書しよに目を落としていた。

　さっと一通り目を通した後で、藍山は微笑ほほえんだ。

「面おも白しろいわね……この企画」

　思ったより好感触な藍山の反応を見て、朋絵と光明は、ほっと、小さくため息をついた。

　藍山は企画書から顔を上げて、光明を見た。

「実を言うと、昨日、あなたから電話でこの企画の概がい要ようを聞いたあと、私の方でも少し調べてみたのよ……これに出てくる自衛隊の総合情報管理システムは、これからの軍事活動に不可欠のものらしいわね。この先の軍事活動は、アメリカがイラクでやっているような、ゲリラコマンドと呼ばれる非正規兵を相手にする、限定されたエリア内での小規模な戦せん闘とうの繰くり返しが続くと考えられている。狭い場所の中で動き回る兵士一人一人の動きや、脈みやく拍はく、体温などのデータを常にモニターして情報を処理して、的確な指示命令が出せるシステムを構築して損害を抑おさえることが求められているそうね。

　この企画書に書いてある、そのシステムは実在しているし、実際にソフトウェアの試験を行う段階に来ているそうじゃない。これ、よほど内部事情に詳しい人間じゃないと思いつかない内容よ……」

「そういうことに詳しい者が、うちの高校にいたものですから」

「詳しい、というレベルじゃないわよ。これが、普ふ通つうの高校生が調べて知っている内容だとしたら、日本の国家機密はダダ漏もれだわ……」

　藍山は小さくため息をついて肩かたをすくめた。

「まあ、どういったルートで、この内容を知ったのかについては、詮せん索さくするつもりはないわ。わざわざ藪やぶをつついて蛇へびを出す必要はないわけだしね」

「ありがとうございます、じゃあ、このアイディアは認めていただけたんですね！」

　にっこり笑って頭を下げた光明を見て、藍山は怪け訝げんな顔になった。

「なんで？　私はまだ何も言ってないわよ」

「藪をつついて蛇を出したくないってことは、このアイディアを実現させるときに、障害を作りたくない、という意味だと思っただけです。もし、このアイディアがお気に召めさないとしたら、そんなことに気を遣う必要はないわけですから」

　藍山は、ちょっと驚おどろいたように目を見開いて光明を見ると、形の良い足を組みなおし、目に妖あやしげな光を浮うかべて言った。

「ふーん、面白いわね、このアイディアも興味深いけど、私には君の方が興味深いわ……」

「あ、いや、俺は普通の高校生ですよ？　興味を持たれるような人間じゃありません」

　大人の女性の色気に当てられた光明が、どぎまぎしたように答えるのを見て、横にいた朋絵が、怒おこったように言った。

「そうですよ、この人は、そんな興味を持たれるような人じゃありません！　いつも、ぼーっとしている、ひるあんどんみたいな人なんですから！」

　その、朋絵の口調と表情を見た藍山は、なるほど、という風にうなずいた後でにっこり笑って朋絵に言った。

「安心して。私が興味を持ったのは、こうやって提案してくる、彼の積極さよ。あなたが心配しているような部分じゃないわ。どうすればいいのか？　というお伺うかがいを立てる人は多いけど、これをやりたい！　って提案してくる人は珍めずらしいじゃない。だから興味を感じただけよ」

「べ、別に心配なんかしていません！」

「あら、そう？　私の思い過ごしだったかしら……ならいいけど」

　藍山は朋絵の言葉をさらりと流すと、光明に向き直り、手に持った企画書を掲かかげてみせた。

「でも、はっきり言って、この企画書は詰つめが甘いわね。とてもじゃないけどこれじゃあ他人……それも大人たちを納なつ得とくさせることはできないわ。他人を、それも頭の固い大人たちを動かすには、まずメリットを納得させなくちゃいけないの。この企画は、あなたの組織や会社にとってこれこれこういう利点があります、これを承しよう認にんすればあなたの評価も上がります、ということを具体的にわかりやすくアピールすることが大切なのよ……」

「でも、そんなの無理です！　私も光明も高校生なんですよ？　組織とか利点とか、そんなことが書けるわけがありません！」

　思わず言い返した朋絵を、藍山は優やさしい目で見返して微笑んだ。

「話は最後まで聞きなさい……あなた方には無理でも、私なら、この企画書の足りない部分を補って、それなりの効力が期待できる起案文書を書くことが出来る、って言いたかっただけよ」

　朋絵と光明は目を見開いた。

「じゃあ、この企画を通していただけるんですか？」

「確約は出来ないわ。いくらなんでも、私の権限の及およばない部分が多すぎるし。でも、そういった部門に関かかわる人を動かすことは出来ると思う。

　なぜなら、この企画は誰だれも損をしないの。楢山町は町おこしの戦国祭りに、願ってもないアトラクションが増えてお客さんを集めることができる。注目を集めれば観光客だって増えて商工会が喜ぶ。このシステムを開発している会社は情報処理能力のテストができて、貴重な実じつ践せんデータを入手できる。防衛省は、納入されるシステムの精度が上がる。

　そして一番肝かん心じんなのは、この装備とシステムは使い回しが利きくということよ。日本中に同じような戦国時代のお祭りをやっている地方都市があるけど、そういった地方の町おこし、村おこしのイベントのために貸し出しをすれば、企き画かく次し第だいでどんな盛り上げ方もできるわ。人を集めることができる、というのはすごいことなのよ」

　光明は、遠えん慮りよがちな声で聞いた。

「あの……楢山高校の生徒も、その損をしない人間の仲間入りをしたいんですけど……一つお願いしていいですか？」

「いいけど……お願いって、どんなこと？」

「模も擬ぎ合戦を、授業の一いつ環かんとして単位に入れて欲しいんです。つまり、決戦の日を出席日数の中に入れてもらえると嬉うれしいんですけど」

　藍山はちょっと考え込んだ後で、うなずいた。

「いいわ、県の教育局に掛かけ合ってあげる。理由は……そうね、郷土の歴史を学ぶ教育活動の一環とでもしておけば説得できそうね」

「ありがとうございます！」

　嬉しそうに頭を下げる光明を見て、朋絵が怪訝そうに聞いた。

「どうして模擬合戦が授業扱あつかいになることが、損をしないことになるの？」

「理由は二つある。一つはお祭り騒さわぎで一日騒いで、それで出席になる、と言えば、明日の生徒総会の投票で賛成してくれるやつも増えるからだ。そしてもう一つは……」

　光明が、そこまで言ったとき、藍山が、はっとして顔を上げた。

「そうか……そういえば、あなたたちの高校は、高校存亡をかけた決戦をやるのかやらないのか、それを決めていなかったんだっけ……」

「ええ、明日の放課後に臨時の生徒総会をやって、そのときに全校生徒の投票で決めることになっています」

「明日か……」

　藍山は、そうつぶやくと、机の上のシステム手帳を取り上げて、スケジュール表を開いた。

「……放課後ってことは、午後三時以降ね……わかったわ」

　システム手帳をぱたんと閉じて、藍山はにっこり笑って言った。

「では、私が説明に参ります」

「あの……説明って？　何の？」

　藍山は光明が書いた企画書を指差して真顔で答えた。

「この企画よ。私がこの企画を推進するつもりだということを、あなたの高校の生徒さんにお話しするつもりだけど……ダメかしら？」

「いえ！　とんでもありません！　藍山さんにご説明していただければ、間ま違ちがいなく楢山高校存続派が圧あつ倒とう的多数になります！」

　目を輝かがやかせてうなずく光明を、朋絵が横目でにらむのを見て、藍山は小さく、くすっと笑って言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、心配しないでもいいわよ、早乙女さん」

「だから……別に心配なんかしてません！」

　赤い顔で言い返した朋絵を見て、光明は不思議そうに聞いた。

「さっきから言っている、その心配って……なんのことだ？」

「あなたは心配しなくていいの！　さあ、用事が終わったなら帰りましょう。藍山さんだってお仕事で忙いそがしいんだから！」

　朋絵はそう言うと、ソファから立ち上がった。




　次の日、生徒総会が開かれるその直前に、各クラスに一枚のチラシが配られた。

　そこには、模擬合戦の内容を簡単に解説した文章と、そして四コママンガが掲けい載さいされていた。

　高校生の女の子たちの日常を、一種独特の間で表現した、有名なその四コママンガのセリフは、マンガ・アニメ同好会の手によって、微び妙みように書き換かえられていた。

『これはスポーツチャンバラの進化形だ。額と、両りよう肩かた、そして胴どうについた四つの感圧センサーのうちの二つを、ソフトバトンで叩たたくことで無力化する。叩かれると、バトンのセンサーが作動していくら生きている敵を叩いても敵のセンサーは作動しない』

『はい、質問です』

『何かね？』

『そんな装備、誰だれが用意するん？　結構お金かかるんちゃうかー？』

『大丈夫、お金は国が出してくれる』

『うそっ！』

　このチラシの効果と、朋絵の説明、そして何より最後に登場した藍山の言葉によって、生徒総会後に行われた全校生徒の投票結果は、決戦の反対票が棄き権けん白票を合わせて二百十二票、決戦賛成票が四百十一票、という結果に終わった。

　全校生徒の約三分の二が、楢山高校を存続させることを選せん択たくしたのである。

　朋絵は体育館に並ぶ全校生徒の前に立つと、しっかりした口調で話し始めた。

「投票の結果のとおり、私たちは、この楢山高校を存続させるために、戦うことを選びました！

　ここにいる方々の約三分の一の方は、この決戦に反対された、もしくは賛成しなかった方です。その方々から見れば、この決定は不本意な結果かもしれません。しかし、これは、すべての生徒に決を採ったその結果なのです！

　自分の意するところと異なる結果が出たとしても、多数の決に従う。それがルールです！

　楢山高校の命運は、今、我々の手にあるということを認にん識しきして下さい！

　どこかの誰かが、がんばればいい、というものじゃありません！　どこかの誰かが上手うまくやってくれる、というものでもありません！

　がんばるのも、上手くやるのも、どこかの誰かじゃない、ここにいる私たちなのです！　楢山高校が私たちに何をしてくれるのか、ではなく、私たちが、楢山高校のために……楢山高校に通っている生徒たちのために、昔、楢山高校に通っていた先せん輩ぱいたちのために、そして、将来楢山高校の生徒となる子供たちのためになにができるのかを、考えて欲しいのです！」

　その言葉を聞いていた、生徒たちの表情に、真しん剣けんさが漂ただよいだした。

「私たちは戦うことを選びました。では、どうやって戦うのか、本当に勝ち目はあるのか。そういった疑問をお持ちの方が多いことと思います。それについて、副会長の所光明が、説明いたします」

　朋絵が一礼して引っ込むと、代わりに光明が演えん壇だんに立った。

「副会長の、所光明です。では、これより簡単にご説明いたします。今回の戦いの種目は、先ほど総務省の藍山さんからご説明のあった、センサー内蔵のスポーツチャンバラによる、戦国時代の模も擬ぎ合戦です。

　最初の相手である樫森高校は、質しつ実じつ剛ごう健けん、一いつ騎き当とう千せんの男子校です。おそらく自信満々でこの勝負を受けるでしょう。

　我々は共学校で、生徒の半数は体力的に弱い女子であり、直接戦いに参加させることはできないかもしれません。そうなれば戦力は半分です。

　でも、そこにこそ、我々の勝ち目があるのです！　なぜなら、この勝負は、体力的に優すぐれた一ひと握にぎりの人間だけの戦いじゃないからです。

　これは集団攻こう防ぼう戦せんです。個人の力の強さだけで勝ち負けが決まるわけではありません！

　強いから勝つのではないのです。より、巧うまく戦った人間が勝つのです！　戦いの場所は、楢山城じよ址うし公園にある、復元された楢山城です。広いグラウンドで総当たり戦を展開するわけではありません。城の建物や門などの地の利を巧く使い、人の力を巧く使い、勢いを巧く使えば、我々にも勝ち目はあるのです！　樫森高校が力押しで来るなら、我々はその力を逆に利用し、負けない戦いをすればいいのです！　楢山高校生徒会は本日より、楢山高校存続委員会として正式にスタートします。皆みなさんのご協力をお願いします！」

　光明が一礼すると、それに応こたえるように生徒の間から拍はく手しゆが巻き起こった。

　体育館の隅すみで、その様子を見ていた藍山は、小さくうなずいた。

　──あの早乙女って子の、真っ直すぐな一いつ生しよう懸けん命めいさってのは、人を動かすだけの力があるわね。ああいった直球の生徒会長と、変化球の副会長という組み合わせは、ある意味一番面おも白しろいかもしれないわ。

　──ホントはいけないんだけど……私……この高校に肩かた入いれしたくなっちゃったわ。

　藍山は、誰にも見られないように、小さくちろっと舌を出した。
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　光明が提案したセンサー式スポーツチャンバラによる模擬合戦の企き画かくは、藍山の手によって起案文書となり、根回しと巧こう妙みような利益誘ゆう導どうによって、稟りん議ぎ書しよに次々に上職の印いん鑑かんが押され、あっという間に予算がついた。

　この企画に対し、たかが高校生の遊びに貴重な税金を使っていいのか、という反対意見も数多く出たことは事実である。

　しかし、藍山の企画は、停てい滞たいする地方経済を救済するための解決案でもあった。この企画が、とんとん拍びよう子しに進んだ理由は、誰だれも効果的な代案を打ち出せなかった、という意味でもあり、財務省の官かん僚りようの中には『地方都市活性化のために、国の予算で国民に商品券を配るなんてアイディアよりはマシなんじゃないか』と、苦く笑しよう混じりにつぶやく者もいた。

　しかし、そういったどこかにいる偉えらい人たちの思おも惑わくとは関係なく、楢山高校と樫森高校の決戦は、戦国祭りのメインイベントとして、町の人々を巻き込んで大きく動き始めていた。




　楢山高校生徒会室の小会議室のテーブルの上に、新聞紙を広げたほどの大きさの一枚の図面が置かれ、それを取り囲むように、光明と朋絵、そしてサバイバル同好会の望月や、買い食い立ち食い同好会の中矢が、なにやら会話を交かわしていた。

「こいつは、楢山城址公園にある、復元された楢山城の平面図だ。さっき、楢山町の観光協会の人が届けにきてくれたんだ。ここが決戦の舞ぶ台たいになる」

　光明が広げている本格的な図面を見ながら、望月が答えた。

「我々楢山高校の生徒が守り手で、樫森高校が攻せめ手というわけだな」

「ああ、これから細かいルールを詰つめるつもりだが、フラグ戦でやろうと思っている。つまり、攻める側が制限時間内に、この楢山城の天守閣にあるボタンを押すことができれば勝利。制限時間内に押すことができなければ、防衛側、つまり、俺たちの勝利、というものだ」

「それだと、建物の中に立てこもっている防衛側が、かなり有利になるな」

　光明は笑った。

「こっちの戦力の半分は女の子だ、それくらいの利点は大目に見てもらうさ。それに、どんな挑ちよう戦せんでも受けると言ったのは樫森高校なんだから、文句は言わせないつもりさ」

「それにしても、本格的な城を使った本当の戦国合戦みたいで、見ているほうも面白そうだな。こりゃあ観光客が来そうだ」

　望月の言葉を聞いた朋絵は、嬉うれしそうに笑った。

「そうよ、観光客が呼べる、町おこしになるっていうことで、楢山町の町長さんと町議会が全面協力だそうよ。今回の対決を楢山戦国祭りの目玉にしたいんですって。当日のレンタル衣装やお弁当も全部商工会で負担してくれるそうよ」

「大人たちを巻き込んでしまえ、という当初の目的どおりってところですか……その、お弁当を仕出ししてくれる店が気になるな……」

　買い食い立ち食い同好会の中矢がそう言って笑ったとき、会議室のドアが、ばん！　と開いて、芽衣が飛び込んで来た。

「ニュースです！　明日、テレビ局が取材に来るそうです！　それもＵＨＦローカルじゃなくて、東京のキー局のテレビ局らしいですよ！」

　芽衣の言葉を聞いた宇佐見が、目を丸くした。

「へえ、すごいな、テレビ局が来るのか……うちのスーパーの看板を映りそうな場所に立てて、宣伝費を浮うかせようかな？」

「うわ、小さいヤツ！」

　芽衣に突つっ込まれた宇佐見は唇くちびるを尖とがらせた。

「なんだよ、いいじゃないか！　経費節約は経営者の基本だぞ！」

「経費節約とかそういった消極的な指示は部下に任せて、積極的な姿勢を見せるのが経営者よ。『攻めの経営』って言葉知らないの？　マンガばっかり見てないで、たまにはビジネス書くらい読んでみれば？」

「高校生で、そんなビジネス書なんて読んでいるヤツいるもんか！」

　芽衣はにっこり笑った。

「あら、私は読んでいるわよ？」

「なんでそんな本読んでるんだよ！」

「そりゃあ、将来のためというかなんというか……」

　芽衣の言葉が急に歯切れが悪くなった。

「将来のため？」

「うるさいわね、小さなことを気にしていると、大物になれないわよ！」

　突っ込みどころを見つけた宇佐見は、嬉しそうに言った。

「いや、僕は大物になれなくてもいい、一生小物として馬ば鹿かにされてもいい、ぜひそのことを聞きたい」

「うわ、小さいうえに、イヤなやつ……」

　そう言って芽衣が宇佐見をにらんだとき、会議室のドアが開いて、学生服に黒覆ふく面めんという見るからに怪あやしい格好の男が飛び込んできた。

　黒覆面の男はポケットから小型のデジカメを取り出して叫さけんだ。

「御ご注進！　御注進！　所殿どのはおられるか！　樫森高校の訓練風景を極ごく秘ひに撮さつ影えいして参ったぞ！」

　話題を変えることができて、ほっとしたのだろう、芽衣が笑いながら答えた。

「もしかして、その覆面姿で撮影に行ったんですか？　よく怪しまれなかったですね？」

　覆面姿の忍にん者じや同好会の会長、百地は首を振ふった。

「いやいや、当然この覆面は外すでござるよ。そんな目立つ格好はしないでござる」

「だって、ここに来るときはいつもその覆面姿じゃないですか……」

　そこまで言ってから、芽衣は、何かに気がついたように、ぽん！　と手を叩たたいてうなずいた。

「あ、そうか、ようするにあれですね、キャラ立てってヤツ！」

「そうでござる。黒覆面姿だからこそ、拙せつ者しやはキャラが立つのでござるよ」

「そう言われると、なんとなく想像がつきますね、その覆面の下の顔。きっとどこにでもいるような、ふつーの顔なんでしょうね！」

「た、確かに、ごくありふれた、どこにでもいる、ふつーの顔でござるが……」

　百地は、傷ついたように、がっくりと肩かたを落とした。

「まあ、なんだな、忍者ってのは、普ふ段だんは市し井せいの人々の中に溶とけ込んで、目立たないことが仕事なんだから、あんまり気にしなくてもいいと思うな。とにかく、その樫森高校の訓練とやらを見せてもらおう」

　助け船を出した光明の顔を見た百地は、ほっとしたように頭を下げると、ポケットからケーブルを取り出して、手早くパソコンとデジカメを接続した。

　やがて、パソコンの液えき晶しようモニターに、学校のグラウンドに集まった、体操着姿の男たちの映像が映し出された。

　朝礼台に立っている生徒会長の真行寺が、右手を真っ直すぐに上げて、それをゆっくりと体の前に水平に下ろした。

　朝礼台の横に置かれた大きな和わ太だい鼓こが、どんどん！　と打ち鳴らされ、声が飛んだ。

『魚ぎよ鱗りんの陣じん！　かかれ！』

『おう！』

　グラウンドに並んでいた千人近い生徒たちが声を合わせて一いつ斉せいに応こたえ、走り出した。そして、ものの一分もしないうちに真行寺の前に人の列による三角形を三つ作り上げた。

　真行寺が右手を前に振ると、太鼓がどどん！　と鳴って、真行寺の両りよう脇わきについていた指揮官役らしい生徒が大声で叫んだ。

『前ええい！』

　すると、三角形を形作っていた生徒たちがそれに応えるように両手を前に突き出し、一斉に『おう！』と叫んで一歩前に出た。

『前ええい！』『おう！』『前ええい！』『おう！』

　真行寺は大きくうなずくと、右手を手前に招くように振った。

　太鼓がさっきと同じように、どどん！　と鳴って、指揮官が叫んだ。

『後ええい！』

　同じように生徒たちは一斉に『おう！』と叫ぶと、一歩下がった。

『後ええい！』『おう！』『後ええい！』『おう！』

　掛かけ声と共に、三角形が後ろに下がっていく。

　真行寺が再びゆっくりと右手を上げ、今度はその手を体の横に水平に下ろした。

　すかさず指揮官の声が飛ぶ。

『鶴かく翼よくの陣！　かかれ！』『おう！』

　全校生徒は、一斉にそう応えると、グラウンドの中に瞬またたく間に人の列でＶ字の形を作りだした。

　映像を見ていた芽衣が、笑いながら言った。

「組体操にしてはずいぶん地味ですねえ、これ……」

「いや、違ちがうよ、こいつは陣形の訓練だ」

　芽衣は、不思議そうな顔で光明を見上げた。

「陣形って……なんですか？」

「戦国時代の集団戦のやり方さ。鉄てつ砲ぽうや大たい砲ほうの無かった時代は、ああやって歩兵を密集させて敵と戦ったんだ。さっき言っていた『魚鱗の陣』とか『鶴翼の陣』とかは実際に合戦で使われた有名な陣形だよ」

　芽衣の横でモニターを見ていた朋絵が、感心したようにうなずいた。

「何がすごいって、この樫森高校の生徒の人たちのノリよね……号令一つでこれだけ動くって、すごい統制力よ。ちょっと怖こわいぐらいだわ」

　光明は、厳しい表情でうなずいた。

「ああ、この連中は、ただ、言われたとおりに、嫌いや々いや動いているわけじゃないな。全員が、なぜ自分がこうやって動かなくちゃならないのか、その理由を理解して、その上で役割分担まで認にん識しきして動いている。こういう敵は、めちゃくちゃ強敵になる。

　俺は今まで、復元された楢山城で攻こう防ぼう戦せんをやるとなれば、城の天守閣の周りにある二の丸、三の丸、という場所も全部使って防衛ラインを敷しくことが出来る……と、かなり気楽に考えていたけど、こいつは少し認識を改めないとマズいな」

「私たちも、陣形の訓練とかやったらどうでしょう？」

「やってもいいけど……うちの高校の生徒諸君が、言うこと聞いてくれると思うかい？」

「そっか、そう言われてみればそうですよね。うちの高校って、自由な校風で有名ですけど、それって、ようは自分勝手って意味ですものね」

　光明は、腕うでを組んで考え込んだ芽衣を見て苦笑いした。

「自分勝手というのは言いすぎかもしれないけど。なんというか、ゆるやかな連帯意識はあるけど、それを強制されてガチガチに縛しばられるのはごめんだ、という感じかな。だから、うちの高校には応おう援えん団が無いだろう？」

　芽衣は、合が点てんが行った、という風にうなずいた。

「ああ、そう言われてみればそうですよね！　この高校、応援団って聞かないですよね？」

「一昨年おととし……俺たちが一年生だった時の生徒総会で、応援を全校生徒に強要するのは非近代的で、非民主的だ、という理由で応援団が廃はい止しされちゃったからな。野球部の夏の大会の地区予選をブラスバンドだけで応援している高校はうちだけだ。樫森高校のように、一つの型にはめようとしたら、うちの高校の連中はみんな逃にげちゃうんじゃないかな」

　光明の言葉を聞いた朋絵が、真しん剣けんな目でうなずいた。

「そうね、確かに、こういった訓練は、うちの……楢山高校の校風には合わないかもしれないわね。でも、たとえどんなに嫌でも、ちゃんと訓練しないと。それぞれが自分勝手にバラバラに動いちゃったら、絶対に勝てないわ。

　みんなは楢山高校を残すために勝負する、という方針を選んでくれたんだから、きっと大だい丈じよう夫ぶよ。生徒会からきちんとお願いすれば、みんな訓練に参加してくれるはずだわ！」

　光明は、難しい表情のまま答えた。

「訓練に参加してくれるとしても、この樫森高校みたいに、全校生徒を意のままに動かすなんてのは無理だな。まず、クラス単位で集まってもらって、それぞれに動いてもらうことから始めたほうがいいだろうな……」

　光明は、サバイバル同好会の望月に向き直った。

「こういう時の訓練用のプログラムって、どんなことをやればいいと思う？　君なら、そういうのに詳くわしいと思うんだけど……」

「そうだな……」

　望月は少し考え込んだ後で、答えた。

「軍隊の訓練プログラムと、基本的には同じなんだが……スポーツチャンバラみたいに、相手の防具を叩たたいてポイントを稼かせぐとなると、剣けん道どう部の人間に講師になってもらって、素す振ぶりとかの訓練から始めたほうが確実だろう。

　手に棒を持って振ふる、というのは単純な動作の繰くり返しだから簡単なように見えるが、握にぎり方とか、腕の力の入れ方とかを覚えないと、なかなか上手うまく振れないのだよ」

「わかりました……」

　朋絵がうなずいた。

「望月さんに訓練プログラムを作ってもらって、剣道部に講師になってもらいましょう。明日の放課後からグラウンドに集まって、各学年ごとに訓練を始めましょう！」




　次の日から、楢山高校の訓練が始まった。

『これより、戦国祭りの模も擬ぎ合戦訓練を行います。全校生徒は、体操着に着き替がえて、各クラスごとにグラウンドに集合してください。繰り返します。これより……』

　芽衣の声が校内放送で流れると、体操着に着替えた生徒たちが、三々五々グラウンドに集まり始めた。

　クラス委員がそれぞれのクラスごとに生徒をまとめて、整列させ始めたが、その人数はどう見てもクラスの全員には見えなかった。

　グラウンドの片かた隅すみに立って、生徒たちの集まる様子を見ていた光明が、厳しい顔でつぶやいた。

「人の集まり方が悪いな……」

　だが、その言葉を聞いた朋絵は、自分に言い聞かせるように答えた。

「大丈夫よ！　まだ集まりきっていないだけよ。きっとみんな集まってくれるわ！」

「ならいいんだが……」

　光明の言葉のとおり、校内放送で何度芽衣が呼びかけても、集まる人の数は増えなかった。

　それから十分近い時間が過ぎても、グラウンドに集まった生徒の数は、全体の三分の二程度に過ぎなかった。

　それ以外の生徒は、体操着に着替えようともせずに、そのままグラウンドを遠巻きに眺ながめているだけだった。そればかりか、自分たちは傍ぼう観かん者だ、と言いたげな冷たい視線を浴びせ、そういった生徒たちの中には、カバンを持って下校し始める者もいた。

　三年生の男子生徒たちの一団が、校門から出て行こうとするのを見た朋絵は、思わず走り出した。

　そして、校門のところで追いつくと、叫さけぶように言った。

「あなたたち！　なぜ訓練に参加しないんですか!?」

　三年生の男子生徒たちは、お互たがいの顔を見合わせた後で、きょとんとしたような表情で答えた。

「なぜって……俺たちに関係ないだろう？」

「関係ないって……」

「だってさ、俺たち三年生だぜ。卒業してしまえば、別に来年から楢山高校がなくなっても関係ないじゃんか」

「卒業証書と成績証明さえもらえれば、大学受験に差しさわりがあるわけじゃないし……」

「でも、生徒の総意で決まったことなんだから……」

　説得しようとした朋絵を見て、その生徒たちは笑った。

「なんだよ総意って。そんなの総意じゃないだろう？　だって、俺たちは投票の時に反対する方に投票したんだぜ。反対者がいるなら総意じゃないじゃんか」

「たとえ自分の意見と違ちがっていても、最大多数の決定に従うのが当たり前じゃない！　個人の意見や価値観よりも、みんなで決めたルールが優先されるのが当然よ！」

「おいおい、自分勝手なルールを押し付けないで欲しいな。君が言っているのは、君のルールだろ？　なんで俺たちが、君のルールに従わなきゃならないんだ？」

「私が決めたルールじゃないわ！　多数決ってそういうものじゃない！　自分の意見とは違っていても、みんなで決めたことには従う。それが多数決のルールよ！」

「おいおい、多数が決めたことに従えなんてのは、数の暴力だぞ！　どんなに間違ったことでも数が多けりゃ正しくなっちまうのかよ！　一＋一の答えを『三だ』という人間の方が『二だ』という人間より多けりゃ、その日から一＋一の答えは『三』になるのかよ！」

「そんなことはないけど……」

　言葉に詰つまった朋絵を見た生徒たちが、勝ち誇ほこったような嘲ちよう笑しようを顔に浮うかべたとき、少し遅おくれてやってきた光明が口を開いた。

「えーと、法律というのは、多数決で正しいことを決めているわけだけど……人を殺したり物を盗ぬすむのは良くない、やっちゃいけない、と思う人が多いから、それを禁止する法律ができて、それをみんなが守るから、世の中は成り立っていると思うんだけどなあ。もし、多数の意見に従う必要は無いって君の意見が正しいなら、法律は無力ってことになるけど、その辺はどうなの？」

　今度は三年生の生徒たちが言葉に詰まる番だった。

「法律とこれとは、話が別だろう！　法律の話なんかしてねえよ！」

「おや？　法律って、国会で多数決で決めるんじゃないの？　立法府は国会しかないはずだけど……三権分立って教わらなかった？」

　光明の半分とぼけたような言い方に、男子生徒は逆切れしたように声を荒あらげた。

「うるせえな！　生徒会で決めたことは法律じゃねえだろう！　強制できるのか？　罰ばつ則そくがあるのかよ！　強制できねえし、罰則もねえなら、守る必要なんかねえ！　お前らに、そんな権限なんかねえんだよ！」

　朋絵が何かを言おうとしたそのとき、光明が朋絵の言葉をさえぎるように言った。

「確かに、あんたたちの言うとおりだ。強制する権限は生徒会には無い。この訓練は自由参加だ。帰りたい人は、自由に帰ってもいい」

「ふん、当たり前だ！　何をいまさらえらそうに、帰ってもいい、だ！　どうぞご自由にお帰りくださいと言え！」

　男子生徒はそう言うと、周りにいたほかの生徒に向かって呼びかけた。

「おい！　みんな！　生徒会の連中が勝手に始めた、こんなバカ騒さわぎに付き合うことはねえぞ！　帰ろうぜ！」

「ああ、そうだ！　帰ったって文句は言われないんだからよ！　家に帰ってネトゲでもやってたほうがよっぽど面おも白しろいぞ！」

　その男子生徒の言葉は、他ほかの生徒たちに影えい響きようを与あたえたのだろう、今まで訓練に参加することも無く、傍観していた周りの生徒たちの間にざわめきが広がった。

　──どうしよう！　これで、みんなが帰り始めたら、もう終わりだ！

　朋絵が息を吞のんだそのとき。

　光明が、改まった口調で言った。

「あなたがたは、この模も擬ぎ合戦とは関係ない、と言いましたが、それはつまり決戦当日も参加しないということですか？」

　三年生の生徒たちは、自分たちを見み据すえる光明に対し、少し警けい戒かいするように答えた。

「あ、ああ、当然だ。こんなバカ騒ぎは、俺たちには関係ない！」

「わかりました。では、当日は授業に欠席ということになります。明確な理由がなければ、無断欠席、つまり授業放ほう棄きと同じ扱あつかいになりますので、ご了りよう承しようください」

　その言葉には、三年生の生徒だけではなく、その周りにいる生徒たちも驚おどろいた。

「なんだって？　なんでそれが授業放棄になるんだよ！」

　光明はゆっくりと答えた。

「今回の模擬合戦は、学校の行事であり、授業の一いつ環かんとして単位の中に組み込まれています。そのことはすでに説明してあります。

　つまりあなた方は、学校行事に参加せず、授業を放棄する、ということになります。このことは、あなたがたの成績証明の中の欠席日数として記き載さいされることとなります。その不利益はご自身で選せん択たくされたことですので、責任は我々にはありません。どうぞお帰りください」

　三年生の男子生徒たちは、敵意のこもった目で光明と朋絵をにらみつけると、そのまま校門から出て行った。

　その後を追おうとした朋絵の手を光明がつかんだ。

「放ほうっておけよ、あいつらの言うとおりだ、俺たちに権限は無いんだ」

「でも！」

「俺たちは間違っちゃいない。でも、俺たちに出来るのはお願いすることだけなんだ！」

　朋絵は、唇くちびるを嚙かみ締しめるように下を向いて立ち尽つくしていたが、やがて、意を決したように顔を上げて振ふり返った。

　目に光るものがあった。

　朋絵は、その光るものを、制服の袖そでで、ぐい、とぬぐうとグラウンドの真ん中に置かれている朝礼台に向かって走り出した。

　そして、朝礼台に駆かけ上がると、そこに立ててあったマイクスタンドに取り付けてあるワイヤレスマイクをつかんで叫さけんだ。

『みんな！　聞いて！』

　朋絵の声がグラウンドに響ひびき渡わたった。

『私は生徒会長の早乙女です！　私は、楢山高校が好きです！　確かに、この高校は何の特とく徴ちようも無いし、有名大学への進学率も高くないし、卒業生に有名人もいないし、運動部は出ると負けで、地区予選より上に行くこともないけど……でも、楢山高校の、この、のんびりしたところが好きなんです！　学校も好きだし、この高校に通っている人も好き！　だから、この高校を守りたいって思った！　だからがんばろうって思った！　スポーツじゃ勝てないけど、全校生徒が戦う戦国時代の模擬合戦なら、勝てるかもしれないって！

　確かに勝てるって保証は無いわ！　どんなにがんばっても無む駄だかもしれない、楢山高校が廃はい校こうになるのは、避さけられないことなのかもしれない……でも、あきらめないでがんばるのは、悪いことじゃないと思う！』

　朋絵はそこで言葉を切ると、グラウンドの周りで、傍ぼう観かんしている生徒たちを見た。

『ねえ、私、間ま違ちがってる？　自分の高校が好きでその高校を残したくて、一いつ生しよう懸けん命めいになるって、馬ば鹿かなことなの？　そういう人間を、馬鹿じゃねえの？　って、冷ややかに見て、関係ねえよ、って顔するのが正しいの？　自分が力を貸して、一いつ緒しよにやり遂とげることより、力を貸さないで、その人たちが失敗するのをあざ笑うことの方が、クールでカッコイイの？

　ねえ、教えて！　こうやって、一緒にやろうって、呼びかける方が間違ってるの？』

　そこにいた生徒たちは、互たがいに居い心ごこ地ちの悪そうな顔を見合わせると、そのまま立ち去り始めた。

　その背中に向かって、朋絵は呼びかけた。

『訓練は今日から毎日、三週間後の戦国祭りの日まで、このグラウンドで続けます！　訓練は強制ではありません、参加するのもしないのも自由です！　でも、私たちは待っています！　私たちと一緒に楢山高校を守りましょう！』

　朋絵の言葉が終わるのと同時に、グラウンドにいた体操着に着き替がえた生徒たちから、まばらな拍はく手しゆが起こった。そして、その拍手は瞬またたく間に広がった。

　朋絵にとって、その拍手は予想外だったのだろう。びっくりしたように目を見開いた後で、顔を赤くして、ぴょこん！　と頭を下げると、そそくさとマイクをスタンドに戻もどし、朝礼台から降りた。

　朝礼台の下にいた光明は、小さく拍手をしながら、朋絵を迎むかえた。

「君の言葉だから、みんな拍手してくれるんだな……俺じゃあ、こうはいかない」

「何よそれ、皮肉？」

　赤い顔でにらんだ朋絵を見て、光明はあわてて首を振った。

「違ちがうよ、誉ほめているんだ。俺は理り詰づめで人を説得することはできるけど、人の心に訴うつたえることができない……というか、どうしても言葉のどこかに計算が入っちゃうんだ。

　計算が見える言葉に心を動かされる人はいない。さっきの君の言葉のように、本当に心の底から出た言葉じゃないと、人は動かないんだ……見てごらん」

　光明は、にっこり笑って校舎の方を指差した。

「え？」

　光明の指の先には、校舎から出てくる体操着に着替えた生徒たちの姿があった。

　それは、間違いなくさっきまで朋絵たちを傍観していた連中だった。

　グラウンドに並んでいた生徒達から再び拍手が沸わき起こった。拍手で迎えられた新しい仲間達は、照れたような笑いを浮うかべながら、グラウンドの生徒達に加わった。

　その光景を見ていた朋絵は嬉うれしそうに叫んだ。

「時間がないわ！　訓練を始めましょう！」

　やがて、剣けん道どう部の部員を講師にして、素す振ぶりの訓練が始まった。

　おぼつかない手つきで竹刀しないを振る生徒一人一人の間を、剣道部の部員が竹刀の握にぎり方や力の入れ方を指導して回る。竹刀を振る、というただそれだけの動きでも、やはり握り方や力の入れ方のアドバイスがあるのと無いのでは大きな違いがある。

　最初の頃ころは、見るからに不器用な動きだった竹刀の先端が、三十分ほど過ぎた頃には、それなりにスムーズに動くようになってきた。

「なんとかなりそうね……」

　竹刀を振る生徒たちを見て、朋絵は嬉しそうにつぶやいた。しかし、その隣となりで同じように生徒たちを見ていた光明は浮かぬ顔のまま、あいまいにうなずいただけだった。

「どうかしたの？」

　怪け訝げんそうな顔で聞いた朋絵を見て、光明は小声で答えた。

「緊きん張ちよう感かんが無いんだな……みんな遊びだと思っている……これは確かに遊びなんだけど、遊びってのは本気で遊ぶから面おも白しろいんだってことに気がついていないんだ」

「やっぱり、私が呼びかけてもダメなのかしら……」

　泣きそうな顔になった朋絵を見て、光明は首を振ふった。

「いや、人を使うにはカリスマが必要なんだ。一生懸命で、健けな気げにがんばる君の姿に反感を抱いだくやつはいない。でも、それは信しん頼らいとか共感であって、カリスマじゃない。

　カリスマってのは、こう、なんと言ったらいいんだろう……強さなんだよな。こいつは強い、こいつにはかなわない、こいつと一緒に戦ったら勝てそうだ。と思わせる人間的な迫はく力りよくなんだ。そういうものを持った人間が必要なんだ」

「そんな人……うちの高校にいるの？」

　光明は、一呼吸ほど考えた後で、小さくうなずいた。

「いる。三年の霧島慶児だ」

　朋絵は目を見開いた。

「霧島って……あの不良のこと？　暴走族とか、いろんなグループと付き合いがあるってウワサを聞いたことがあるけど……不良って、学校が嫌きらいなんでしょう？　この高校を守るためになにかしようなんて、これっぽっちも思ってないんじゃないかな？」

「違うよ。不良はね、学校が大好きなんだ。だからちゃんと学校に来るだろう？　本当に学校が嫌いなら、わざわざ学校に来て不良なんかやってないさ。

　それに、あいつはもともとは不良なんかじゃない。一年生の時に生徒総会で応おう援えん団が廃はい止しされたことに腹を立てて、わざと不良っぽい格好をして、不良っぽい言動を取っているだけさ。あの格好は、あいつなりのレジスタンスなんだ」

　朋絵は考え込んだ。

　──確かに、光明の言うとおりかもしれない。樫森高校の真行寺という生徒会長には、言葉では言い表せない迫力のようなものがあった。あの高校の生徒たちがあの人の下もとでまとまっているのは、人間的な迫力を感じているからに違いないわ。勝負というのは、問答無用の力で人を引っ張っていくことが求められるんだ。

　私には、そんな迫力は無い。私にできるのは、頭を下げてお願いすることだけだ。そして光明にもそれは無理だ。

　朋絵は、霧島の持つ雰ふん囲い気きを思い浮かべた。

　──そうよね、霧島くんは、普ふ通つうじゃない。

　二年前、生徒総会で応援団廃止が決定されたとき、戦前から長い歴史を持つ応援団を消しよう滅めつさせるのは納なつ得とくできないと言って、入学したばかりの一年生でありながら、応援同好会を立ち上げた。一年生のくせに生意気だとか、楢山高校にヤンキーはいらない、とか色々言われて、ほとんど仲間もいないまま、彼は一人でずっと応援団を続けてきた。誰だれにも負けない強さがあるから、自分の好きなこと、やりたいことを続けて来られたんだ。

　朋絵は小さくうなずいた。

「そうね、あなたの言うとおりかもしれないわね。うちの高校で、あの真行寺会長に太た刀ち打ちできるくらいの強きよう烈れつな個性を持ってるのって、あの霧島くんぐらいのものだわ」

　朋絵は、そう言ってから、はっと気がついたように顔を上げて辺りを見回した。

「そういえば……霧島くん……見てないよね？」

「ああ、姿を見せていない」

「どうしてだろう？　率そつ先せんして音おん頭どを取ってくれそうな人なのに……」

　光明は難しそうな顔になった。

「あいつは、生徒会に恨うらみがあるからな……」

「二年前の、応援団廃止決議の件のこと？　だって、あのときの執しつ行こう部ぶと私たちとは違うわ！ちゃんと、理由を説明して協力を求めれば、霧島くんだってわかってくれると思うわ！」

「ならいいんだが……」

「とにかく、ここでうだうだ言っていても始まらないわ、霧島くんに会いに行きましょう！　きっと、いつもの場所で応援の練習をやっているんだわ！　第一校舎の屋上よ！」

　そう言うなり、朋絵は走り出した。




　出入り口のドアを開けて屋上に出ると、そこには秋晴れの空が広がっていた。雲ひとつ無い空から降り注ぐ日光の下に白いコンクリートが広がっている。

　朋絵はまぶしそうに目を細めて、あたりを見回した。

「あれ？　どこにいるんだろう？」

　あとから追いついてきた光明が、屋上の真ん中にある、大きな給水タンクを指差した。

「こっちにいないってことは、きっとあの向こう側じゃないのかな？　ほら、旗がばたばたとはためく音がするだろう？」

　光明の言葉のとおり、給水タンクの後ろの方から、風で布がはためく、ばたばた、という音が聞こえていた。

「ホントだ！」

　朋絵は、その、ばたばた、という音に向かって走った。

　最初に目に飛び込んできたのは、エンジ色の大きな旗だった。それは中央に大きく楢山高校の校章が染め抜ぬかれた、応援団の団旗だった。

　屋上を吹ふき抜ける秋の風にはためく団旗の下に、こちらに背を向けた霧島が立っていた。

「あ、霧島くん！」

　霧島は背中を向けたまま、敵意を含ふくんだ低い声で答えた。

「何の用だ！」

　その背中から立ち上る敵意に、朋絵が思わず足を止めたのを見て、光明が一歩前に出た。

　光明は胸を張って、霧島に呼びかけた。

「単刀直入に言おう！　我々生徒会は、来きたるべき樫森高校との攻こう防ぼう戦せんにおける、楢山高校側の総大将として君を抜ばつ擢てきしたい！　ぜひ、我々の総大将になって欲しい！」

　光明の言葉は、霧島の想像していたものの中になかったのだろう。霧島はあわてたように振ふり向いた。

「なんだって？」

「もう一度言おう。その、楢山高校の校章を染め抜いた旗を持って、全校生徒の先頭に立って欲しい！　それができるだけのカリスマ性を持っているのは君だけだ！」

　目を見開いて、光明の言葉を聞いていた霧島は、眉まゆをひそめた。

「見てのとおり、俺は札付きの不良だぜ。楢山高校のつまはじき者だ。俺の言葉を聞くヤツなんかいるもんか」

　光明は首を振った。

「いや、違ちがう！　君の言葉だからこそ人は聞く。君はこの楢山高校が、誰よりも好きなんだ！　生徒たちは、みんなそれを知っている。だから、今、楢山高校を守ろうと立ち上がった生徒たちは君の言葉に従うはずだ！　君の思いはみんなに伝わるはずだ！」
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　霧島は光明の言葉を鼻で笑った。

「ふん、おためごかしを言うんじゃねえよ……この高校に、楢山高校が好きなヤツなんかいねえ！　ただの大学進学のための通過点ぐらいにしか思っちゃいねえんだ！

　二年前、お前ら生徒会は、楢山高校の応おう援えん団を廃はい止しした。同じ高校の生徒だからといって応援を強制される理由は無い。応援は個人の意思でやればいい。高校の応援を強制する応援団は、全体主義的で野や蛮ばんだ。という理由でな……。

　だから、二年前の夏、野球部の地区予選の応援は、声を合わせることも、拍はく手しゆの統制を取るヤツも、学校旗を立てるヤツもいなかった！

　同好会を作った一年生の俺だけが一人で走り回って、応援を盛り上げようとした！　だけど、返って来たのは冷れい笑しようと嘲ちよう笑しようだけだった。それからずっと、俺はここで、一人で、応援団を続けてきた……」

　霧島はそこで言葉を切ると、光明と朋絵をにらみつけて、ゆっくりと言った。

「……俺が卒業すれば、応援団は消える。楢山高校が消えるのと同じようにな……それでいいじゃねえか。誰も望んでねえよ！　俺も、楢山高校も、誰からも望まれちゃいねえんだ！

　いまさら総大将になんかなりたくねえよ！　俺を総大将にまつりあげる理由は何だ？　負けたときの責任を押し付けるためか？　てめえらの保身の代わりに矢や面おもてに立たせる人間が欲しいだけだろうが！」

「ちがうわ！　そんなんじゃない！」

　何かを続けて言おうとした朋絵の手を、光明がつかんだ。

　……え？　という顔をする朋絵に、光明は小声でささやくように言った。

「……今日はこのまま戻もどろう。とにかく、俺たちの要望は伝えた。あとは彼が考える番さ」

　朋絵が小さくうなずいたのを見て、光明は顔を上げて霧島に向かって言った。

「いきなり来て、総大将になってくれ、と言われても、即そく座ざに返事は返せないと思う。今日はこのまま帰るが、俺たちの気持ちは変わらない。

　楢山高校の存続のために戦うというのは、生徒の総意だ。そして、その生徒の先頭に立つ人間は、君しかいないと俺たちは思っている……それだけは覚えていて欲しい……」

「勝手にしろ、俺の気持ちは変わんねえよ。身代わり羊は他ほかから見つけて来い！　俺はまっぴらごめんだね！」

　霧島は、そう言うと、再び朋絵たちに背を向けた。

　屋上から下りる階段の途と中ちゆうで、朋絵がつぶやくように言った。

「正しいのは常に個人で、学校とか、会社とか、団体とか、そういった組織みたいなものは、全部個人の意思や自由を封ふう殺さつする悪の存在だ！……って思ってる人……多いよね。でも、本当にそうなのかしら？」

「そう考える人は、組織でなければできないことがある、ということを考えたことも無いか、もしくは、個人の能力を過大評価しているかのどっちかだと思うな……」

　光明は小さくため息をついて肩かたをすくめると、屋上に出るドアを振り返った。

「たとえどんなに優ゆう秀しゆうな個人が集まっても、自分勝手にてんでんバラバラに動けば、烏う合ごうの衆と変わらない。楢山高校が勝つためには、あいつが必要なんだ……何か、あいつの気を変えるような風でも吹ふいてくれるとありがたいんだが……」

　光明が、そう言って屋上に抜ぬける階段の踊おどり場でもう一度ため息をついたその頃ころ。

　霧島の心を変えることになる風が、遠く離はなれた樫森高校で吹き始めていた。




　樫森高校は、樫森町の北部に位置する小高い丘おかの上にある。

　その丘は、江戸時代に樫森城があった場所であり、高校の周囲には今でも石いし垣がきと掘ほり割わりが残っている。

　かつて、三層の天守閣がそびえていたその丘の上には、樫森高校の三階建ての校舎と体育館、そして広いグラウンドが造られている。

　その樫森高校の第一校舎の三階にある生徒会の会議室では、樫森高校の生徒会長である真行寺と、副会長の本俵、そして生徒会の役員たちが、机の上の液えき晶しようモニターを取り囲んで、そこに映る映像に見入っていた。

「これが、楢山高校の訓練風景か？」

「どう見ても統制が取れていないぞ。クラスごとに分隊訓練を行っているとしても、竹刀しないの振ふり方はまるきり素人しろうとだ」

　真行寺は、不安そうな顔で本俵に聞いた。

「こちらの偵てい察さつが向こうに露ろ見けんしていた、ということはないか？」

「と、申しますと？」

「つまり、この、見るからにやる気の無い、統制の取れていない訓練は、我々を油断させるために、わざと見せている、ということは考えられないのか？」

　本俵は首を振った。

「いえ、そのようなことはありません。我々は楢山高校から約五百メートル離れた町立図書館の屋上から撮さつ影えいしておりました。我々の存在が向こう側に感知されていたとは思えません。それに……」

　本俵は、液晶モニターを指差して言葉を続けた。

「一人二人なら、わざと下手くそに動くことはできますが、このように全校生徒が等しく下手くそに動くことはできません。これは、楢山高校の実際の姿だと思われます」

　真行寺は笑った。

「決戦を三週間後に控ひかえて、いまだにこの程度の動きしかできんとはな……哀あわれに見えてきたな」

「真行寺殿どの、油断は禁物です。楢山高校の副会長の所光明という男、ああ見えて、なかなかの切れ者という話ですぞ。私も最初、あの見るからにやる気の無い口調と表情から、あの男を軽く見ていましたが、楢山中学校出身者から聞いた話では、あの男は、中学の修学旅行先で生徒たちが乗ったバスが集中豪ごう雨うに見み舞まわれ、山中で立ち往生したとき、実に機転を利きかせ、引いん率そつの先生に的確な指示を与あたえ、地元の消防や警察などに連れん絡らくを付け、生徒全員を無事に避ひ難なん先まで誘ゆう導どうしたそうです」

「ほう？　あの男が？」

　真行寺は意外、という顔になった後で考え込むように言った。

「そういった、予想外のアクシデントの際に、結果に結びつく有効な選せん択たく肢しを選び出せる、というのは、まさしく本当の切れ者だな。すでに答えの出ている問題の正解だけを暗記することが勉強だと思い込んでいる秀しゆう才さい馬ば鹿かには、そんなことはできん。秀才馬鹿にできるのは、ペーパーテストの採点ぐらいのものだ……。

　打だ撃げきセンサーを身につけて、生徒全員で、戦国祭りの模も擬ぎ合戦。それも城しろ攻ぜめをする、という今回の戦いは、前例が無い。つまり、誰だれ一人経験もなければセオリーも無い。正しい答えを知らないということだ。この、誰も正しい答えを知らない、我々も楢山高校もスタート地点が同じという部分に、楢山高校は勝機を見み出いだしているのだろう……」

　真行寺はしばらく考え込んだ後で、顔を上げてにやりと笑った。

「確かに……あの所光明とやらは、切れ者に違ちがいない。油断は禁物、というお前の忠告。腑ふに落ちた」

　本俵は、小さく一礼すると、生徒会の役員たちに向き直った。

「この楢山高校の訓練の映像を見て、何か疑問に感じることはあるか？　あれば遠えん慮りよなく言ってもらいたい！」

　居並ぶ役員たちは互たがいの顔を見合わせた。そして一人が手を挙げた。

「あの……この映像は、どうして楢山高校の一年生男子ばかり映しているのでしょう？　敵の主戦力は三年生ではないのですか？」

　怪け訝げんな顔をする役員を見て、本俵はあわてて弁解した。

「あ、いや、私が考えているのは、楢山高校との決戦の後の事だ。楢山高校が廃はい止しされれば、あの高校の男子生徒は、わが樫森高校の一員となる。一年生の中に使えそうなものがいるかどうか品定めをしていたのだ」

「おお！　さすがは本俵副会長！　楢山高校との決戦だけではなく、その先のことまでお考えになっていたとは！」

　感心する生徒会役員たちを見た本俵は、自分の言いわけがうまく行ったことに、胸の中でほっと安あん堵どのため息をついた。

　──まさか、楢山高校に気になる男の子がいるからだ、なんて言えるわけが無いな。

　本俵の脳のう裏りに、先日、楢山高校の校門のところで、真行寺の馬から助けるために押し倒たおした男子生徒の柔やわらかな身体からだの感かん触しよくと、ふわりと匂におった芳ほう香こうの記き憶おくがよみがえった。

　自分の胸の中に湧わき上がる、ときめきにもにた感触を反はん芻すうしながら本俵は思った。

　──俺は今まで、自分をノーマルだと思ってきた。

　世の中には、男同士で恋れん愛あい関係になる人間もいる、ということは知っていたし、それは別に驚おどろくようなことじゃない。戦国時代の武将の間では、衆しゆ道どうと呼ばれ、ごくあたりまえのことだった、ということも知識として知っていた。でも、まさか、自分の中にそんな要素があるなんて、思ってもいなかった。

　少年愛に関する本を読んだり、ボーイズラブ、と呼ばれるジャンルのマンガや小説も読んでみたが、そのどれもが俺の感じているこの気持ちにはほど遠いものだった。

　──だとすると、もう一度あの子に会いたい……あの子の名前を知りたい、と願う俺のこの気持ちは、男の子に対するものではなく、おそらく個人に対するものなのだろう。

　本俵は真行寺に向かって静かに言った。

「この戦い、是ぜ非ひにも勝たねばなりません。聞いた話では、我が樫森高校の生徒の中には、この高校統とう廃はい合ごうで、樫森高校が共学化されることを願う者もいるとか……そういった、女の色いろ香かに惑まどわされるような軟なん弱じやくな意識があったのでは、絶対に勝てません。楢山高校に勝って、楢山高校を廃校に追い込み、優ゆう秀しゆうな男子生徒を吸収することで、我が樫森高校の将来は安あん泰たいになるのです」

　真行寺は、笑いながら聞いた。

「樫森高校に女はいらん、という本俵の考え方は、まあわからんでもないが。共学校に憧あこがれる者を否定するのはどうかと思うぞ。優秀な女子生徒なら、迎むかえ入れても良いのではないかな？　時代の流れは動かしようが無いぞ」

「ええ、まあ、優秀な……特に学業成績や身体能力に長たけたエリートと呼ぶにふさわしい女子生徒でしたら。それを迎え入れるのは、やぶさかではありません。

　そうですな……桜川女子高校のトップクラスの生徒なら、私も文句は言いませんが、楢山高校の女子生徒の学業成績と運動部の成績は、桜川高校の生徒に比べると、レベルが低いと言わざるを得ませんから」

「うむ、確かに、桜川女子高校のトップクラスに比べれば、レベルは落ちる……とはいえ、あのレベルに勝てる生徒は、我が樫森高校でも一ひと握にぎりだがな」

　真行寺がそう言ってうなずいたとき、生徒会室のドアをノックする音と、大人の声が聞こえた。

「真行寺はいるか？」

「はい！　おります！　どうぞ！」

　真行寺の声を聞いて、ドアを開けたのは教頭だった。

「教頭先生！　お呼びとあればこちらから参りましたのに！」

　立ち上がって一礼した真行寺を見て、教頭は軽く右手を上げて応こたえると、自分の後ろにいる人々を招きながら言った。

「ああ、いや、普ふ段だんの君たちの姿を収録したい、というのでね……今朝、話しただろう？　テレビ局の取材だよ」

「あ、ああそういえば、今回の楢山高校との一戦を取材するというお話でしたが……」

　真行寺がそう答えるのと同時に、イケガミのカムコーダーを背負ったカメラマンと、ディレクターらしい男、そしてレポーターらしい若い男の三人が、生徒会室に入って来た。

　本俵は、あわてて樫森高校の訓練風景を映していた液えき晶しようモニターのスイッチを切ると、役員に命じて会議用のテーブルを動かして、インタビュー用のスペースを作った。

　その手て際ぎわの良さを見ていたディレクターが笑いながら小声でつぶやいた。

「……君は、うちのＡＤより気が利くな、取り換かえたいくらいだ」

　照明のセッティングが終わるとすぐに、真行寺に対するインタビューが始まった。

　樫森高校の歴史とか、高校同士の決戦をどう捉とらえているのか、とか、勝ち目はあるのか、という質問から始まったインタビューは、やがて各高校の評価に移った。

　レポーターが笑いながら聞いた。

「楢山高校が廃はい止しされて、男子生徒は樫森高校に、女子生徒は桜川女子高校に行くということになれば、共学校がなくなってしまうという結果になるのだけど、樫森高校の生徒たちの間に、共学校にした方がいい、という話は無いのかな？　綺き麗れいな女の子に憧れる気持ちとか、可愛かわいい子に胸がときめくとか、そういった気持ちは無いの？」

　真行寺は笑いながら答えた。

「男子校として長い歴史のある高校ですが、我々は別に共学校になることに反対しているわけではありません。学業成績優秀な方や運動部で優秀な成績を修めている方でしたら、女子生徒を迎え入れることもやぶさかではありませんよ」

　レポーターは突つっ込んだ。

「でも、楢山高校に勝てば楢山高校を廃校に追い込むということですよね。共学校の楢山高校を廃止して男子生徒だけを吸収する、ということになるわけですけど、楢山高校の女子生徒を一いつ緒しよに樫森高校に受け入れる気は無いんですか？」

　真行寺は微び笑しようを浮うかべて首をかしげてみせた。

「うーん、さっきも申しましたが、やはり樫森高校は、長い伝統と高いレベルを誇ほこってきた高校ですから、もし女子生徒を迎え入れるとしたら、やはり学業やスポーツの成績のレベルの高い生徒を優先したいのです。楢山高校の女子生徒の全体のレベルは低いですからね。ちょっと難しいかもしれませんね」

　このときの、真行寺の言葉の中には悪意は無い。

　ただ、学業成績や運動部の成績において、楢山高校の女子生徒のレベルはトップクラスではない。ということを言ったに過ぎない。

　インタビューの前後の流れや、聞かれて答えた内容も、特に問題は無い。

　だから、横で聞いていた本俵も、このときの真行寺の答えを気に留めていなかった。

　だが……インタビューというのは編集されるのである。

　放送時間の都合や、ディレクターの意図によって細切れにされ、繫つなぎ合わされるのである。その結果、発言者の意図とはまったく別の部分がクローズアップされ、発言者の顔と共に放映されることとなるのだ。




　この、真行寺に対するインタビューは、次の日の夕方のローカルニュースの中でこんな風に放映された。

『綺麗な女の子に憧れる気持ちとか、可愛い子に胸がときめくとか、そういった気持ちは無いの？』

　レポーターに聞かれた真行寺は、笑え顔がおを浮かべてこう答えた。

『楢山高校の女子生徒の全体のレベルは低いですからね』

　この、真行寺の答えは間ま違ちがってはいない。確かに要約してしまえば、彼はそういうことを答えている。だが、前後の文脈を無視して、この部分だけを切り取られた答えは、言葉の意味を大きく変えてしまっていた。

　テレビでこの真行寺の答えを聞いた、楢山高校の女子生徒は、怒おこった。

　一人残らず。ただ一人の例外も無く、腹を立てた。

　あたりまえである。

　ローカルニュースとはいえ、何十万人という人が見ているメディアで『レベルが低い』と決め付けられたのだ。まして、その言葉は『綺麗な女の子、可愛い子』という部分に対して向けられていたとしか言い様のないものだったのである。

　楢山高校の女子生徒すべてが、自分を綺麗で可愛いと思い込んでいたわけではない。しかし、だからといって、面と向かって「お前はレベルが低い。綺麗でもなければ、可愛くもない」と言われて、それを甘かん受じゆするわけがない。

　日本の女子高生とは、そんな言葉を自じ嘲ちよう気味に受け入れるような、自分自身を諦あきらめ人生に疲つかれ果てたような価値観とは、最も遠いところにいる生き物なのである。

　かくして、真行寺のインタビューがテレビで流れた次の日。

　楢山高校は燃えた。

　明確に言うならば楢山高校の女子生徒全員が燃えた。朝、登校してきた女子生徒の会話は『昨日のテレビ見た？』で始まり『ひどいよね！』『そうよね！』になり。あっと言う間に『ふざけんな！』に変わり。ついに、昼休み前には『打だ倒とう！　樫森高校！』が全女子生徒の合言葉となった。

　そして、その日の昼休み。

　応おう援えん同好会の霧島慶児は、いつものように、第一校舎屋上の給水タンクの脇わきにあるひさしの下に座り込んで、購こう買ばいで買ってきたパンを食べていた。

　その場所は霧島の定位置、つまりテリトリーであることを楢山高校の全校生徒が知っており、あえて、そのテリトリーを侵おかそうとする生徒は誰だれもいなかった。

　……はずだった。

　購買で買ってきたハムカツサンドを食べ終わった霧島が、牛乳を一口飲んでから、カレーパンに手を伸のばしたとき、誰かが屋上へと通じるドアを開ける気配がした。

　──誰だ？

　怪け訝げんそうに顔を上げた霧島の前に立ったのは、朋絵だった。

「何の用だ？」

「お返事を聞かせてもらいに来たのよ」

「返事？」

「昨日、あなたにお話しした、楢山高校の総大将になってもらえるか、という話よ。昨日のテレビニュースで、樫森高校の生徒会長が、うちの高校の女子生徒を馬ば鹿かにしたって話、聞いている？」

「ああ、そんな話で学校中盛り上がっているみたいだな……それがどうかしたか？」

「みんな、やる気まんまんなのよ。あの樫森高校に、ひと泡あわ吹ふかせてやるんだって……あなたが総大将になって先頭に立ってくれれば、今ならきっと楢山高校は一つにまとまれるわ！」

「悪いが他ほかを当たってくれ。女どもが馬鹿にされようがどうしようが、俺には関係ねえよ」

　霧島はあっさり断ると、朋絵を無視したまま、抱かかえていた袋ふくろの中からカレーパンを取り出した。

　そのとき、朋絵の後ろから別の女の子の声が聞こえた。

「ふーん、カレーパンを最後に取っておいたってわけか。好きなものは最後まで取っておくって、あんたのクセは、高校生になっても変わんないね」

　霧島は、ぎくっとしたように目を見開いた。

　朋絵の後ろから姿を現したのは、理知的な雰ふん囲い気きを持つすらりとした長身の女子生徒だった。

「うわ！　長篠！　なんでお前がここに来るんだよ！」

　文芸部の部長である長篠は、胸の前に腕うでを組むと、霧島を見下ろして言った。

「あんたは、この楢山高校の女の子が馬鹿にされたってのに、俺には関係ないって逃にげるの？　俺は男だ！　女の子を守るのが男の役目だ！　って胸を張ってたのは、誰だっけ？」

「な、なんだよ、それ！　俺、そんなこと言った覚えは無いぞ！」

　慌あわてたように答えた霧島に向かって、長篠は、人差し指を『ぴしり！』と音がしそうな勢いで突つきつけた。

「あんたは言ったのよ、小学一年生のときの夏休みに。私、ちゃんとこの耳で聞いて、ちゃんとノートにつけてあるんだからね！」

「ノートに？」

　目を見開いた霧島を見て、長篠はにっこり微笑ほほえんだ。

「うん。私の小学一年生の夏休みの自由研究は、隣となりに住んでいる霧島慶児という男の子の観察日記だったんだよ」

「お、俺の観察日記ぃ？」

「そう、あんたの観察日記。あんたが、どんなことを言って、どんなことをやったのか、全部記録してあるんだ。小学一年生から六年生まで、ずっと付けてたんだ。さすがに中学に行ってからは、恥はずかしくてやめちゃったけどね……小学校の頃ころ、あんたはカッコ良かったんだよ……いや、違ちがうな。中学校の頃もカッコ良かったんだ。でも……楢山高校に入学してからヘタレになっちゃったんだよねえ」

「うるせえ！　ヘタレで悪かったな！」

　長篠は霧島をにらみつけた。

「悪いわよ！　このまま、あんたがヘタレで終わっちゃったら、私の努力はどうなるのよ！　小学校の六年間、あんたの観察日記にかけた情熱を、あんたは無にするつもり？」

「そんなのは、お前が勝手にやったことじゃねえか！　何で俺が、お前のために動かなくちゃいけないんだよ！」

「うわ、最低男！」

「どこが最低男だ！」

「だってそうじゃない！　あんたは、いつも二言目には、応援団として楢山高校男児の意地を見せる！　とか、男子の本領を発揮する！　とか言っているくせに！　その、楢山高校男児の意地って何？　楢山高校の女の子が馬鹿にされても、俺には関係ねえ、って知らん顔することなの？」

「そ、それは……」

　長篠は、言葉に詰つまって黙だまり込んだ霧島をしばらくにらみつけていたが、やがて、ふっと、気を緩ゆるめるように微笑んだ。

「ねえ、慶児。負けてもいいじゃない」

「え？」

　はっと顔を上げた霧島を見て、長篠は言葉を続けた。

「樫森高校に決戦挑いどんでさ、負けてもいいじゃない。そりゃあ負ければ、誰のせいだ、あいつのせいだ、あいつが悪いこいつが悪い、責任がどうのこうの、って言い出すヤツはいるだろうけどさ。否定するヤツの顔色とか数とか気にしてたら、きりが無いよ。そんなのを気にするヒマがあったら、肯こう定ていしてくれる人、認めてくれる人を一人でも増やした方がいい、って私は思うんだ」

「認めてくれる人の数？」

「うん、人間って、自分を認めてくれる人が一人でもいてくれれば、その人のためにがんばれる生き物だと思うんだ……だから、そういう人を増やせば、その数だけ、がんばれると思うんだ……」

　長篠は、霧島を見つめてにっこり微笑んだ。

「私は、あんたを認めてるよ。たとえ、この楢山高校の全校生徒が、あんたを馬ば鹿かだって言っても、楢山町の全町民が、あんたを無能だって言っても、私は、あんたを認めるよ……だって、他の誰だれより、私はあんたのことを知っているんだからね！」

　霧島は自分の足元を見つめたまましばらく動かなかった。

　そして、二呼吸ほどの時間の後で手に持っていたカレーパンを、いきなり口に押し込んだ。

　そのまますごい勢いで咀そ嚼しやくし、残っていたブリックパックの牛乳で一気に流し込むと、大きく息を吐はいた。手に持っていたカレーパンの包みを、くしゃくしゃと丸めて、ズボンのポケットに突っ込んだ霧島は、後頭部をぼりぼりと搔かきながらゆっくりと立ち上がった。

「……かなわねえな。結局俺は、お前にはかなわねえ。こうなりゃ、もう素す直なおに開き直るしか道はねえ」

　霧島は、目の前にいた長篠に向かって、にっこりと笑ってみせた。

「わかった……やってやる！　負けてもいい、やれるだけやってやる！　そっちの方が、やらなくて後こう悔かいするより、よっぽどいい！」

　長篠はちょっと上気したような顔で、霧島に向かってうなずいた。

「そうだよ、あんたは、それでなくちゃいけないんだ！　ふてくされて、ヘタレになったあんたしか知らない楢山高校の連中に、あんたの本当の姿を見せてやんな！　楢山高校の女子生徒は、全員あんたの味方よ！　やる気の無い男どもに、活を入れてやれ！」

「任せとけ！」

　霧島は白い歯を見せて笑うと、胸を張った。

　それは、少年の笑え顔がおだった。

　その笑顔を見たとき、朋絵は、長篠の気持ちがわかったような気がした。

　朋絵が、長篠と霧島を残して屋上から下りる階段まで戻もどってくると、踊おどり場のところに光明が立っていた。

「……作戦通りだね。将を射んとすれば、まず馬を射よ。文芸部の長篠さんが霧島と親しいって情報を麻衣ちゃんから聞いたときは、こんなにうまく行くとは思わなかったな」

「真行寺の失言があったにせよ、霧島くんは最初から長篠さんに勝てるわけが無かったのね……」

　朋絵はそう言って小さくため息をついた後で、光明を悪戯いたずらっぽい目で見上げた。

「私も、小学校の頃ころから観察日記つけておけばよかったなあ……」

「それだけはかんべんしてくれ」

　光明は、泣きそうな顔になった。




　その日の放課後。

　いつものように、竹刀しないを振ふる訓練のためにグラウンドに集まった楢山高校の生徒たちの前に、一人の男が立った。

　それは、額にきりりと白い鉢はち巻まきを締しめ、手に白木の木刀を持った霧島慶児だった。

　朝礼台の上に立った霧島は、自分の前に木刀を立て、その柄つかに両手を載せると、胸を張って大声で叫さけんだ。

「楢山高校の生徒諸君！　俺は応おう援えん同好会の霧島慶児だ！　故ゆえあって、本日只ただ今いまより、この俺が楢山高校存続決戦の総大将となった！　この戦いは楢山高校の存続を賭かけた戦いであるのと同時に、我が楢山高校の意地と誇ほこりを賭けた戦いでもある！」

　霧島はそこで言葉を切ると、グラウンドに並んだ生徒たちを指差して、がらりと口調を変えた。

「男ども！　気合を入れろ！　楢山高校の女子が馬鹿にされたんだぞ！　それもテレビで堂々と！　確かにうちの高校の女子は、エリートじゃねえ、ズバ抜ぬけて頭がいいわけでもねえ、スポーツ万ばん能のうってわけでもねえ。でもよ、みんな愛あい嬌きようがあって、思いやりがあって……可愛かわいいじゃねえか！　そうは思わねえか！」

　居並ぶ女子生徒の中から歓かん声せいと拍はく手しゆが巻き起こった。

　霧島は右手を挙げて、その歓声に応こたえると、言葉を継ついだ。

「……そして、心が熱い！　それって最高じゃねえか！　男ども！　本気出せ！　人間ってのはな、誰かを守るときに、本当の強さを出せるんだ！

　そして女ども！　女の本気を見せてやれ！　真行寺をぶっつぶすまであきらめるな！

　楢山高校の女子はレベルが低いなどと抜かしやがった真行寺の鼻を、お前らの意地でへし折るまで絶対あきらめるな！　いいか！」

「うおおおおぉぉぉ！」

　グラウンドにいた全員が、拳こぶしを突つき上げて叫んだ。

　朝礼台の脇わきに立って、その光景を見ていた朋絵が、つぶやくように言った。

「……霧島くんって、すごいわね。あの言葉を聞いていると、本当に勝てそうな気がするわね。これがカリスマってものなのかしら？」

「そうさ、カリスマってのは理り屈くつじゃない。情念に訴うつたえるものなんだ……」

　光明は、肩かたをすくめてから自じ嘲ちようするように言葉を継いだ。

「……まあ、理屈で考えてばかりいる、俺のような人間には、縁えんが無いけどね」

　朋絵は少し驚おどろいたように横にいる光明を見た。

「そんなことないわ、何でもかんでもカリスマ性だけで、行け行けゴーゴー！　みたいなやり方で押し通せるとは限らないわ。何かをやり遂とげるには、あんたみたいな、ちゃんと論理的に考える軍師とか参さん謀ぼうみたいな役目の人も必要なのよ……」

　そこまで言ってから、朋絵は何かに気がついたような表情になった。

「……もしかして、霧島くんに嫉しつ妬としてる？」

「え？」

　光明は目を見開いた後で、一いつ瞬しゆん首を振りそうになって、それを止やめた。

「あ……いや、そうかもしれない。俺は逆立ちしてもあいつみたいになれない。俺の心の中にあいつに対する嫉妬が無いと言ったらウソになるな……」

　朋絵は、光明の顔を見て微笑ほほえんだ。

「大人だね、光明って……」

「俺が？」

「うん、自分の中にある嫉妬とかそういった気持ちを認めて、それと向き合えるのは、大人の証しよう拠こだと思うな……時々大人すぎてムカつくときもあるけどね」

「なんだよそれ」

　朋絵は、小さく、ふふっ、と笑った後で、少し真面目まじめな顔で答えた。

「知ち恵えと勇気があれば、どんな困難も乗り越こえられるって、小説とかマンガとかに、よく出てくるセリフだけど、それって、こういうことを言うのかもしれないわね……知恵はあなたで、勇気は霧島くん……そのどっちが欠けてもきっとうまく行かないんだわ」

　朋絵の言葉を聞いた光明は、しばらく黙だまったまま考えていたが、やがてにやっと笑って小さくうなずいた。

「そうか、次は知恵の出番ってことか……」
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　次の日。楢山町は朝から雨だった。

　楢山高校では、放課後に予定されていた全校生徒の訓練は中止となり、体育館でスポーツチャンバラの装備を身につけた試合の説明と見学が行われることになった。

　光明たち生徒会執しつ行こう部ぶは、説明会を剣けん道どう部の部員たちと古武道同好会の有志に任せ、生徒会室の小会議室に例の同好会の会長たちや、新たに加わった文化部の部長たちを集め、作戦会議を開いていた。

　大きく『天・地・人』という文字が書かれた黒板を背にして立っていた光明は、会議室に集められた同好会や文化部の代表たちに向かって、自分の後ろに書いてある文字を指差した。

「戦いに勝つには、この三つの文字の意味するところを味方につけなくてはならない。

『天』とは、天運であり、そして大義名分を言う。私利私欲のための戦いではなく、世のため人のため、大義を守る戦いでなければ、勝つことは難しい。

『地』とは地勢の利のことを言う。自分にとって有利な場所で戦え、という意味だ。不利な地形で戦ったのでは、勝つことは難しい。

『人』とは、人の能力であり、人の心理を言う。勝とうという意識がなければ、勝てる戦いでも負けてしまうし、勝って当たり前だという驕おごり高ぶった考え方でも勝利は遠のく」

　光明は小さく咳せき払ばらいをした後で、あらためて居並ぶメンバーを見回した。

「さて、前置きはこれくらいにして、これより、楢山高校攻略のための作戦会議を始める」

　光明を除く全員が、耳を疑った。

「え？　なんで、自分たちの高校を攻略するんですか？」

「樫森高校攻略の間ま違ちがいじゃないんですか？」

　光明は笑いながら答えた。

「君たちの疑問は当然だ。しかし、作戦立案の基本とは、相手の立場に立って自分たちを見ることから始まるんだ。相手がこっちをどう見ているのか。それがわかれば、いくらでも手を打つことができる。たとえば、相手がこっちに抱いだいている印象がわかれば、それにつけこむことができるだろう？　さっき言った、戦いの結果を左右する、天・地・人の三つの要素のうち、俺たちが動かせるのは『人』だけなんだ」

　サバイバル同好会の望月が、小さくうなずいた。

「つまり、相手の心理を操作してこっちを有利に持っていく……ということだな」

「そう、そのためには、まず相手が何を見たがっているか、ということを知らなくちゃならない。樫森高校の立場に立って、いかに楢山高校の生徒が守る楢山城を攻せめ落とすか、ということを考えなくちゃいけないというわけさ」

　光明はそこで言葉を切ると、居並ぶメンバーを見回して言葉を続けた。

「さあ、君たちは、たった今から樫森高校の真行寺だ。君は敵である楢山高校をどんな目で見ているだろう？」

　最初に口を開いたのは、マンガ・アニメ同好会の松井だった。

「えーと、まず、ナメてるな、楢山高校のことを」

「ナメている。というのは、具体的にどんな風に思っているんだと思う？」

　光明に聞き返された松井は、考え込みながら答えた。

「えーと、つまり、弱い、というか……軟なん弱じやくというか……そうだな軟弱者の集まりだと思っているだろうな、間違いなく」

「軟弱者、というのは、いいキーワードだな。芽衣ちゃん、黒板に書いておいて」

「はい！」

　光明に指示された芽衣が、黒板に『軟弱者』と書き込んだ。

「じゃあ、その理由だ。なんで楢山高校は軟弱者の集まりだと思うんだ？」

「そりゃあ、当然ですよ、女の子と一いつ緒しよにいるからです。共学校の連中は、みんな常つね日ひ頃ごろから女の子とチャラチャラ遊んでいて、根こん性じようのカケラも無い、と思い込んでいるんです」

　光明は笑いながらちょっと首をひねった。

「うーん、そこまで思っているかどうか、というのは怪あやしいけど。女の子がいる、という要素は重要だと思うね。それは樫森高校には無い要素だから、きっと重視しているはずだ」

　芽衣は『軟弱者』と書いた下に『女の子』と書き込んだ。

　その黒板を見て、光明はつぶやいた。

「……女の子ってのは、いくら怒おこっても一人二人なら、まあ、それほど怖こわくは無い。だけど、目を戦せん闘とう色に染めた、怒いかり狂くるった女の子が集団で迫せまり来るときの恐おそろしさは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいよな」

「……なんか言った？」

　文芸部の長篠と朋絵の冷たい視線を浴びた光明は、あわてて首を振ふった。

「あ、いや、別に……さて、他ほかにどんな目で楢山高校を見ているだろう？　何でも思ったことを言ってくれ」

　買い食い立ち食い同好会の中矢が、笑いながら言った。

「これは、軟弱者と通じるんですけど……彼らは間違いなく楢山高校を格下に見てますよね。なんというか、こう、楢山高校のくせに生意気だ……みたいな感じで」

「ははは、確かにそうだ。楢山高校のくせに生意気だ、ってのはあるだろうな」

　黒板に『楢山高校のくせに生意気だ』と書き込んだ芽衣は、その脇わきに『樫森高校』と書いてそれに『ジャイアン』とふりがなを振った。

「おいおい、そこまでは言ってないぞ」

　苦笑いする光明を見て、芽衣は唇くちびるを尖とがらせて文句を言った。

「えー？　だって、これって、そういうことじゃないですか！　あの真行寺ってヤツの頭の中は、ジャイアンと変わんないですよ！　お前のものは俺のもの、俺のものも俺のもの、って考え方ですよ、きっと！」

「まあ、そう言われてみればそうかもしれないな……じゃあ、そのままにしておいてくれ」

　光明はそう言うと、黒板を指差した。

「ここに書き出されたキーワードが、樫森高校が俺たち楢山高校に抱いているイメージだ……正確に言うならば、そうであろうという推察だが、まあそんなに外れちゃいないだろう。

　つまり、楢山高校の生徒というのは『女の子』といちゃいちゃしている『軟弱者』で、そんな連中がジャイアンさまに逆らう、なんてのは『楢山高校のくせに生意気だ』と思っているというわけだな」

　会議室の中に小さな笑いが起こった。

　光明は黒板に書かれた文字を見て、自じ嘲ちようするように肩かたをすくめた。

「このイメージは間ま違ちがっちゃいない。我が楢山高校の男子は軟弱で、体力として劣おとる女の子が半分を占しめている。逆らうなんて生意気だ、と思われても仕方が無いくらい劣れつ勢せいだ。

　この劣勢をどう跳はね返すか。それには二つの方法がある。一つは我々が強くなること、そしてもう一つは樫森高校の連中に、実態よりも弱い存在だと思い込ませることだ。

　楢山高校は弱い、攻こう防ぼう戦せんが始まれば、あっと言う間に総そう崩くずれになるだろう、真面目まじめに相手するほどの連中じゃない……と思わせることだ」

　忍にん者じや同好会の百地がうなずいた。

「なるほど、兵法三十六計の第二十七計、つまり、与あたえられたイメージと、実際の姿との落差を利用するわけですな？」

「落差？」

　怪け訝げんな顔をする芽衣を見て、百地は説明した。

「そう、落差でござる。すぐにひねり潰つぶせる、とナメてかかった相手が、予想と違ちがっていれば誰だれでも驚おどろき、焦あせります。焦りは判断を誤らせ、兵を浮うき足立たせます。予想と事実の差が大きければ大きいほど、人はその差をそのまま強さと勘かん違ちがいします。冷静に考えれば、それほど強くない相手でも、実に強敵に思えるのですよ」

　光明は、にやりと笑って右手で黒板を叩たたいた。

「そのとおり、我々がするべきことは、樫森高校の連中が抱いだいているこのイメージを、さらに補強することだ。楢山高校は弱い。どうしようもないくらい弱い。楢山城攻こう略りやくなど赤子の手をひねるより簡単だ。と思わせるんだ。ある意味これは簡単なことなんだ。なぜなら、やつらはもうすでにイメージを抱いている。そのイメージの先にあるもの……やつらが見たがっているものを見せるだけでいいからだ」

　光明は手元にあるＡ４判のチラシのようなものを持ち上げて言葉を続けた。

「そのために、この新聞部の作った号外を利用したいと思う」

「号外をですか？」

　会議室に居並ぶメンバーは驚いた。

　それもそのはずである、光明が示した号外とは、楢山高校存続に向けて活動する生徒会を批判するものだったからだ。

『話し合いこそが解決の道である！』『多数決は数の暴力だ！』『生徒会役員の総選挙で生徒の真意を問え！』という見出しが躍おどる号外を手に持って、光明は笑った。

「こいつは、放課後の全校生徒の訓練をボイコットしている新聞部の三み上かみたちが作っている号外だけど、こいつを増刷して、樫森高校の連中の目に付くところに置いて来たら、どう思うだろう？　うちの高校の生徒たちの結束が乱れているように見えないだろうか？」

　望月は考え込んだ。

「確かにそれは効果的かもしれん……なぜならその号外には信しん憑ぴよう性せいがある。世の中には、いろんな意見の人がいて当然だ……という異論を認めるのが楢山高校の校風だから、そういった号外が配られてもおかしくはないわけだ……」

「そこなんだ、これが、丸っきりのニセモノで、噓うそ八はつ百ぴやくを並べたシロモノだったら、きっと樫森高校の連中も気がつくだろう。でも、この号外はホンモノだ」

「決戦をボイコットしようとしているメンバーは、実際には十人程度ですが、号外を見ただけではその人数まではわかりません。これは拙せつ者しやの推察ですが、号外を見た樫森高校の連中は、おそらくかなりの人数が生徒会に反発している、と取るのではないでしょうか？　楢山高校の結束は乱れ、足並みが揃そろっていない、という情報は、そのまま楢山高校は弱い、というイメージを補強することになるわけですな」

　百地が、にやっと笑ってうなずいたとき、黙だまってみんなの話を聞いていた、山仲が手を挙げた。

「副会長にお聞きしたいことがありますが、いいでしょうか？」

「いいよ、どんなこと？」

　山仲は、セルフレームのメガネをすっと押さえてから立ち上がった。

「先ほどから副会長たちが立てている作戦に関してですが、我が楢山高校の生徒の中には、樫森高校の生徒と親しい者もいるでしょうし、中には自分の兄弟が樫森高校に通っている者もいるでしょう。そういった生徒を、逆に利用したらどうでしょうか？」

　百地が目を見開いた。

「そうか！　反間の計でござるな！」

「反間の計？」

　怪訝な顔をする芽衣を見て、山仲は面おも白しろそうに答えた。

「反間の計ってのはね、間者、つまりスパイを逆利用するってことなの。今言ったような人たちから、楢山高校の情報が漏もれることは止めようが無いでしょ？　だったら、その漏れる情報そのものに、間違った情報を混ぜちゃえばいいってことよ。樫森高校に通っている兄弟の目に触れるところに、その号外を置いてもらったり、楢山高校の生徒はやる気が無い、という話をしてもらうの。一つの情報源から入って来た情報では信じない人でも、違ちがうところから同じ情報がいくつも入ってくれば、信用しちゃうと思うのよ……」

「そのアイディアは面白い……けど、それは、いわば自分の兄弟や親しい人を騙だますことになるわけだよね。そんなことできない、という人がいれば逆効果になるんじゃないかな？」

　心配するように眉まゆをひそめた光明を見て、山仲は小さく笑って首を振ふった。

「当然、これをやる前にリサーチして、秘密を漏らさない人に声をかけます。樫森高校に通っている連中の中には、自分たちはエリートだと思い込み、他人の神経を逆なでしても気がつかないようなヤツが結構いますから、兄弟とかで反感持っている人は多いと思います……」

　山仲はそこで言葉を切ると、セルフレームのメガネの奥にある切れ長の目を、きらりと光らせ、悪戯いたずらっぽい笑え顔がおを浮かべて言葉を継ついだ。

「えー、実を申しますと、かく言うこの私の兄も、樫森高校の生徒でございまして……あのエリート面づらして、二言目には妹を馬ば鹿かにする傲ごう慢まんなクソ兄貴にひと泡あわ吹ふかせることができるなら、喜んでその仕事やらせていただきますが……いかがなものでしょうか？」

　光明はびっくりしたように目を見開いた後で、うなずいた。

「あ、ああ、君がやってくれるなら、文句はない……それどころか大だい歓かん迎げいだ」

「では、樫森高校に対する心理戦と情報コントロールは私が担当させていただきます」

　山仲が、自信満々という表情でうなずいた、そのとき、生徒会室のドアを開けて、大きな段ボール箱を抱かかえた宇佐見が飛び込んできた。

「会長！　宅配便で荷物が届きました！　センサーシステムの試作品だそうです！」

「なんだって？　試作品が？」

「おい！　見せてくれ！　どんなシロモノなんだ？」

「早く箱を開けろ！」

　会議室から出てきた全員が身を乗り出す中で、宇佐見と芽衣の二人が段ボール箱を開けた。

　透とう明めいのプチプチがついたエアークッションに包まれた明るい灰色のプロテクターのようなものと、スポーツチャンバラに使うものと良く似た白い棒が入っているのが見えた。

　そのビニール製のクッション材の上に、総務省の名前が印刷されたＡ４サイズの茶ちや封ぶう筒とうが載のっており、表書きには『所光明様へ』とあった。

　茶封筒を手にとって覗のぞき込んだ光明を見て、朋絵が心配そうに聞いた。

「何が入っているの？　手紙？」

「いや、これは……マニュアルとかそういったものだな……あ、メッセージも入ってた。えーと、プロテクターの量産見本を、うちと、樫森高校の両方に送ったそうだ。決戦に使うプロテクターは見分けがつくように色分けされるらしい。同どう封ふうのＤＶＤロムには、このシステムをウィンドウズ上で動かせるテストプログラムが入っているそうだ。同時に四体しか識別できないが、パソコンにインストールして無線ＬＡＮを繫つなげば、パソコンでセンサーを受信できるらしい。全部で四組あるので訓練に使ってくれ、って書いてあるな」

「それだけ？」

　疑わしそうな目の朋絵を見て、光明は笑いながら、手に持ったワープロで打たれたメッセージの用紙を差し出した。

「ああ、そうさ、読んでみるかい？」

「いいわ、それだけしか書いてないなら……」

　朋絵は、少しほっとしたような顔で首を振った。

　望月は、箱から出したセンサーつきのプロテクターを机の上に広げて、説明を始めた。

「両りよう肩かたと胴どう体たいに打撃を感知するセンサーが内蔵されてる。ここを、この棒で叩たたくとセンサーが反応して、ホストコンピューターに信号が送られるというシステムだ。背中の部分にメインの基き盤ばんとバッテリーが入るようになってる。バッテリーパックは充じゆう電でん済みみたいだから、ちょっと動かしてみよう」

　望月はそう言うと、同封してあったバッテリーをプロテクターの背中にある基盤にはめ込んで、メインスイッチを入れた。

　ピッ！　という短い電子音がして、メインスイッチの横にある小さな表示用の穴の中でイエローのＬＥＤが点てん滅めつし始めた。

「ん？　スタンバイの状態だな……」

　怪け訝げんな顔をする望月を見て、マニュアルを見ていた光明が言った。

「ああ、棒の方に電池が入ってないからだと思うよ。電池が入って本体との間にリンクが完かん了りようするとＬＥＤがグリーンに変わるそうだ」

「ああ、これでござるな、柄つかのところがキャップになってて……ここに単三アルカリ電池を二本入れるようになっているのでござる」

　百地がそう言いながら、持っていた白い棒の柄の中に同封してあったアルカリ電池を入れてキャップを閉めると、本体の基盤から再びピッ！　という電子音が聞こえ、ＬＥＤがチカチカと瞬またたいて、グリーンに変わった。

「ああ、これでリンク完了だ、いつでも戦える……」

　望月はそう言ってうなずいた後で、段ボール箱の中を指差した。

「いい機会だから、もう一セット動かして、テストしてはどうだろう？」

　マニュアルを読んでいた光明は、顔を上げてうなずいた。

「ああ、いいよ、実際に動かしてみないとわからないからね。このシステム専用の無線ＬＡＮ用のアンテナが、一いつ緒しよに入っているはずだ。ＵＳＢ端たん子しに差し込んで使うタイプのヤツだけど……」

「あ、これですね」

　山仲が、段ボール箱の中から、部品のようなものと、ＤＶＤロムを取り出した。

「生徒会のパソコンは私が使い慣れていますから、システムのインストールも私がやりますよ」

「ああ、頼たのむ」

　光明はそう言って山仲にマニュアルを渡わたしてから、その場にいる全員を見回した。

「さて、じゃあ、このセンサープロテクターを誰だれに着てもらおうかな？　とりあえず宇佐見は決まっているとして、もう一人だ」

　宇佐見は目を丸くした。

「へ？　いきなり僕っすか？」

「見たところ、一番普ふ通つうっぽいのは君だからな」

　光明がそう言って笑ったとき、黒板の前に立っていた芽衣が手を挙げた。

「はーい！　じゃあ、もう一人は私、やります！」

「君が？」

「ええ、楢山高校の生徒の半分は女の子なんですから！」

「ふむ……」

　光明は少し考え込んだ後でうなずいた。

「わかった、実際に女の子の力でも打だ撃げきセンサーが働くかどうか確かめる必要もあるしな……じゃあ、宇佐見と対戦してみてくれ」

　光明の言葉を聞いた朋絵があわてた。

「対戦って、どこでやるつもり？　こんな狭せまい生徒会室の中じゃ無理よ！」

「そこの廊ろう下かでもいいじゃないか。対戦と言っても試合をするわけじゃない。互たがいに相手のセンサープロテクターを叩いて、どの程度のショックがあるのか、どの程度の力でセンサーが反応するのかを見るだけだからね」

　試作品のセンサーシステムが組み込まれたプロテクターは、厚手のナイロンの生き地じで作られていた。肩かたと胸と腹部に、手で曲げることができるくらいの硬かたさのプラスチックで作られたセンサープレートが縫ぬいこまれており、一見すると警察官などが身につけている防ぼう刃じん衣に良く似ていた。

　そのプロテクターの左右には、細いコードで繫つながった肘ひじまでのグローブが付属している。

　おそらく剣けん道どうの小手打ちに対応しているのだろう、手の甲こうの部分と腕うでの部分にも、プロテクターを兼かねたセンサープレートが縫いこまれていた。

　望月と百地に手伝ってもらって、学生服の上からセンサープロテクターを身につけた宇佐見は、身体からだを左右にひねったり、屈くつ伸しんをしながら言った。

「ちょっと身体がかさばりますけど、それほど動きに不自由はありませんね。これなら走り回ったり、飛び跳はねたりできそうです」

「おい、ヘッドギアを忘れているぞ。ソフトタイプのバトンとはいえ、棒で殴なぐったり突ついたりするんだ、目や顔を守るためには、必ひつ需じゆ品だぞ」

　そう言って百地が差し出したのは、ボクシングの練習などに使われる物に良く似た、頰ほおと額を黒いクッション材で覆おおったヘッドギアだった。

「そんなのいりませんよ、だって、軽く叩たたき合うだけでしょ？」

　百地は首を振ふった。

「いや、向こうはやる気満々みたいだぞ」

「え？」

　百地の指差した先には、宇佐見と同じように制服の上からセンサープロテクターを着込んだ芽衣が、軽くフットワークを利きかせて飛び跳ねながら、手に持ったバトンを、ヒュッ！　ヒュッ！　と音を立てて素す早ばやく振っていた。

　顔面を保護するヘッドギアもしっかり身につけ、頭部の隙すき間まから、ツインテイルの長い髪かみの毛を出している。

「何を入れ込んでるんだよ！　これはテストなんだから、そんなヘッドギアなんかいらないだろう？」

「何言ってるのよ！　顔は乙女おとめの命よ！　まして相手があんたじゃ、どこを攻こう撃げきしてくるかわかったもんじゃないわ。備えあれば憂うれい無しよ！　それに、このヘッドギアには、ダメージ表示をするＬＥＤが取り付けられているから一いつ緒しよにつけないとダメみたいよ？」

　芽衣が腰こしに手を当てて、そう言い返したとき、パソコンのシステムを立ち上げていた山仲が声を上げた。

「システム、立ち上がりました！　双そう方ほうのセンサーとリンク完かん了りようです！」

「ようし、じゃあ、二人とも廊下に出てくれ。ああ、宇佐見もちゃんとヘッドギアつけてくれ。テストだから、実戦と同じ装備にしないと意味がない」

「わかりました！」

　やがて、宇佐見と芽衣、そして会議室にいた面々が、ぞろぞろと廊下に出た。

　芽衣がかぶっているヘッドギアを見て、百地が聞いた。

「ヘッドギアには、見たところセンサーのようなものがついてませんけど、面を叩いても一本にならないんですか？」

　光明が、マニュアルを読みながら答えた。

「えーと、ソフトバトンとはいえ、思いきり叩けばかなりの衝しよう撃げきがある。頭部への打撃は危険性が高いので、基本的に禁止することになったそうだ。ヘッドギアには、ヒットポイントを知らせる、アラート用のＬＥＤが取り付けられているだけで、センサーは無い。センサーは両りよう肩かたと胸と腹部、あと、グローブ部分に入っている。だからその六ヵ所のどこかをあのバトンで一定以上の力で叩けば、ヒットポイントが入るらしい……ちょっと叩いてみてくれないか？」

「はい！　わかりました！」

　宇佐見がそう言って一歩出ると、芽衣がバトンを突きつけて言った。

「ちょっと待ってよ！　なんであんたが私を叩くのよ！　こういうときは、男が叩かれるってのが常識じゃない！」

「なんだよそれ！　いつからそんなのが常識になったんだよ！」

「たった今からよ！」

「うわ、むちゃくちゃだ……」

　芽衣は宇佐見をにらんだ。

「それとも何？　あんた、無む抵てい抗こうの女の子を叩いたり、突っついたりして喜ぶ趣しゆ味みがあるの？」

「そんな趣味あるわけないじゃないか！」
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「じゃあ、黙だまって私に叩かれなさい！　行くわよ！」

　そう叫さけぶのと同時に、芽衣は一気に踏ふみ込んで間合いを詰つめ、宇佐見の頭めがけてバトンを振り下ろした。

「うひゃ！」

　宇佐見は情けない声を上げると、後ずさりして、そのバトンを避よけた。

　思い切り振り下ろしたバトンが空を切った芽衣は、体のバランスを崩くずし、たたらを踏んだ。

「ちょっと！　何で逃にげるのよ！」

「お、お前、今、僕の頭を狙ねらっただろう！」

　左手で頭をガードするように押さえながら抗こう議ぎする宇佐見を見て、芽衣は笑いながら右手に持ったバトンを、パンパンと、左の手のひらに叩きつけた。

「何をびびってるのよ！　この棒は当たっても痛くないのよ？　ウソだと思うなら、こうやって確かめてみれば？」

　宇佐見が、疑わしそうな顔つきで、自分の手に、バトンを叩き付けようとしたとき。

「隙すきありぃーっ！」

　芽衣が、一歩踏み込んで、宇佐見の頭にバトンを振り下ろした。

『すぱこーん！』

　校舎の廊ろう下かに勢いよく響ひびき渡わたったその音は、廊下の突き当たりに反射し、若じやつ干かんのタイムラグを伴ともなって返ってきた。

「痛い！　痛いよ！　芽衣ちゃん！　痛くないなんてウソじゃないか！」

　頭を抱かかえてうずくまった宇佐見を見下ろして、芽衣は胸を張った。

「ウソじゃないわよ！　叩いた方は痛くないもん！」

　宇佐見と芽衣のやり取りを聞いていた光明が、やれやれ、という風に言った。

「ちゃんとやってくれ、テストにならない。頭部にはセンサーはないんだぞ」

「すみません！」

　芽衣は、そう言うと、てへっ、という風に舌を出して肩かたをすくめた。

「まず、宇佐見の右手のプロテクターを軽く叩いてみてくれ」

「はい！」

　芽衣は、バトンを振ふり上げて、軽く、ぽん！　という感じで宇佐見の右手を叩いた。

「どう？　今のはヒットになってる？」

　光明が振り向いて聞くと、パソコンに張り付いていた、山仲と百地が首を振った。

「いいえ！　反応はありません。あの程度ではカウントされないみたいです！」

「よし、じゃあ、さっきより強く、パン！　と音がするくらいの強さで叩いてみてくれ」

「こうですか？　えいっ！」

　芽衣は掛かけ声と共に、バトンを持った手首のスナップを利きかせて、宇佐見の右手を、さっきよりも強く「パシン！」と音を立てるように打った。

　その瞬しゆん間かん、叩かれた宇佐見の着ていたプロテクターの両肩と、頭にかぶっていたヘッドギアの両りよう端たんに取り付けられていた赤いＬＥＤが、ピッ！ピッ！ピッ！　という電子音と共に点てん滅めつし始めた。

　生徒会室のパソコンの前にいた山仲が声を上げた。

「今のはヒットしました！　でも、肩と手のセンサーですので一本ではありません。柔じゆう道どうで言えば技わざあり、というところですね。胴どう体たいへの強い打だ撃げきなら、一回で一本になるそうです！」

「聞いたかい？　今度は胴体へ一撃入れてくれ」

「わかりました！　胴体ですね？」

　光明の言葉を聞いた芽衣は大きくうなずくと同時に、いきなり右足を上げた。

　一瞬、制服のミニスカートの下に見えた白い太ももに、宇佐見の視線が吸い寄せられるのと、芽衣の右足が宇佐見の胸むな板いたを、どん！　と蹴けり飛ばすのは、ほぼ同時だった。

「ぐへ！」

　蹴られた衝しよう撃げきで、肺の中の空気を吐はき出した宇佐見は、カエルのような声を上げて、そのまま尻しり餅もちをつくように、後ろに吹ふっ飛んだ。

「あれ？　センサーの音は変わりませんよ？　今の蹴りはカウントしてないんですか？」

　光明は苦笑いを浮うかべて首を振った。

「よく説明を聞いてくれよ、センサーは、そのバトンで叩かなけりゃ反応しない。いくら足で蹴っても拳げん骨こつで突つきを入れても、ノーカウントだ！」

「じゃあ、こうやって地面に倒たおしてから、お腹なかのところを、こうやって叩けば！」

　芽衣は仰あお向むけにひっくり返っている宇佐見に近づくと、バトンを振り上げてプロテクターの腹部を「すぱーん！」という音を立てて叩いた。

　その瞬間、宇佐見のヘッドギアと肩のところの赤いＬＥＤの点滅が止まって点灯したままになり、ピー！　という電子音が途と切ぎれることなく鳴り始めた。

「今ので一本！　宇佐見くんは戦せん闘とう不能と判断されました！」

　山仲の声を聞いた光明は小さく右手を挙げて、了りよう解かい！　という合図を送った後で、尻餅をついたままそっぽを向いている宇佐見に言った。

「君のバトンは使用不能になったはずだ。ちょっと芽衣ちゃんの右手を叩いてみてくれ」

　宇佐見は、ちょっと赤い顔になって、目の前に立っている芽衣から目をそらすようにして答えた。

「あ、はい……それはいいんですけど、ちょっと、目のやり場に……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、下にちゃんとスパッツはいて……」

　笑いながら、自分のスカートのお尻あたりに手を這はわせた芽衣の目が、見開かれた。

「え？　うそ！　なんで？　あ……いけね！　今日は雨だったから、体操着に着き替がえなかったんだ！」

　芽衣はそう言うと、鋭い目をして宇佐見に聞いた。

「……見た？」

　宇佐見は、こくんとうなずいた。

「うん……青い縞しま々の……」

「!!」

　耳の先まで真っ赤になった芽衣は、スカートの前を押さえ宇佐見をにらみつけた。

「せ、責任取ってよね！」

「なんだよ、その責任ってのは！」

「だって、あんた、私のぱんつ、見たんだから！」

「見たんじゃない、見せられたんだ！　それに、ぱんつ見たくらいでいちいち責任なんか取っていられるか！　中身を見たならまだしも！」

「逃にげるの？　ひどいわ！　私を弄もてあそんでおきながら！　そんな人だとは思わなかった！」

「誰だれが弄んだんだよ！　弄ばれたのはこっちだ！」

　二人のやり取りを聞いていた光明が、やれやれ、という顔で言った。

「女の子の腕わん力りよくでも、センサーが反応することがわかったから、とりあえずテストは終しゆう了りようだ。二人とも、装備を外していいぞ」

　生徒会室に戻もどって来た光明は、机の上に置かれている、もう一組のセンサーつきプロテクターを見ながら、望月に言った。

「明日から、このサンプルを使って、生徒全員に扱あつかい方を教えなくちゃならない。たった四組しか無いから、生徒全員が体験するには時間が足りないかもしれないけど、なんとかやってみてくれないか？」

「了解した」

　望月が、そう言ってうなずいたとき、プロテクターを外した宇佐見のところに、長篠がやってきて、悪戯いたずらっぽい微び笑しようを浮かべながら聞いた。

「ちょっと宇佐見くんに聞いてみたいことがあるんだけど……いいかな？」

「はい、なんでしょう？」

「さっき、芽衣ちゃんと対戦したとき、芽衣ちゃんを本気で引っぱたこうと思ってた？」

「え？」

　宇佐見は目を見開いた後で、あわてて首を振ふった。

「あ、いえ、センサーが作動すればいいかな……ぐらいの力で叩たたこうと思ってました」

　長篠は、さらに面おも白しろそうな目で宇佐見を見て聞いた。

「それはなぜ？　だって、向こうは本気でキミを引っぱたきに来ているんだよ？」

「いや……でも、女の子を本気で叩くわけには……」

　困ったような顔をする宇佐見を見て、長篠は、にっこり笑った。

「あんたは優やさしいね、宇佐見くん」

「あ、いえ、普ふ通つうっすよ、たぶん。女の子を本気でひっぱたけるような男なんて、そんなにいないと思いますよ……あ、いや、まあ、中にはそういうのを喜ぶようなヤツもいるかもしれませんけど……」

　長篠は光明の方を向いて笑いながら言った。

「副会長は、女の子は体力が無いから戦力として弱いとお考えのようですが、もしかしたらそれって逆かもしれませんよ？」

「……女の子には女の子の戦い方がある。ということかい？」

「そうです。女の子に嫌きらわれたくない、と考えるなら、必ずそこに手加減が生じます。私たちは、そこに付け込むのです。たとえば、芽衣ちゃんみたいな一年生の小こ柄がらな女子生徒を制服のスカート姿で最前線に送り込み、敵の男子生徒たちが攻こう撃げきするのをためらったところを、陰かげに隠かくれていた主力が飛び出して叩くのです！」

「それは……なんというか、効果的だろうけど……今ひとつ気が進まないというべきかな。心のどこかで、お前、それはダメだろう、男としてどうかと思うぞ……という声が聞こえるんだ」

「女の子を矢や面おもてに立たせるというのは、男のプライドが許さない、というわけですか？」

「えーと、ああ、まあそうだね、勝つためにはどんな手段でも使うべきだということはわかっているけど、やっぱりどっかに引っかかるんだ」

　長篠は、にやっと笑った。

「そこが付け目です！　男の子は女の子と本気で戦おうとは思わないんです……理由は簡単です。女の子に嫌われたくないからです。特定の彼女がいれば、その彼女に忠誠心を見せるために戦うかもしれませんが、彼女がいなければ、もしくは見ていなければ、間ま違ちがいなく手加減します。男ってそういう生き物です。それに、当日はテレビカメラが入るんですよね？」

「ああ、テレビ局が三社も取材に入って、ローカル局が特別番組を組んで生なま中ちゆう継けいするそうだ。ハイライトシーンはそのまま生中継で全国ネットの情報番組で流れるらしい」

　光明の言葉を聞いた長篠は、嬉うれしそうにうなずいた。

「じゃあなおさら効果的です！　樫森高校の生徒は、自分が女の子を叩いているシーンを撮とられたくないと考えるでしょうね、そんなシーンが流れれば、あっというまに悪い評判が広がります、あの高校の連中は女の子を叩いて喜んでいるサディストだ！　なんて評判立てられて嬉しい人はいません！

　副会長のような冷静で、合理的に考えることができる男の人でさえも、そんな風に考えるんですから、きっとこの作戦、樫森高校に対して絶大な効果を発しますよ。

　樫森高校の男ども……特にあの真行寺は、プライドに凝こり固まっていますから、我々が女の子を最前線に出すなんて想像すらしていないと思います。

　男が望む敵とは、正々堂々と戦いを挑いどんで来る強い相手なんです。男はそれと正面から戦って全力で倒たおすことに喜びを覚え、それが美しいと考えます。自分たちが戦うべき相手は、そうあって欲しい。という願望があるんです……その男の願望こそが、私たちの狙ねらい目なんです！　この作戦の指揮、私にやらせてもらえませんでしょうか？」

「君が？」

　驚おどろく光明を見て、長篠は、自信ありげにうなずいた。

「ええ、オトリ役の一年生の女子生徒と、油断した敵を完かん膚ぷなきまでに叩きのめす剣けん道どう部と長なぎ刀なた部の女子生徒。その両方を私に任せていただければ、しっかり訓練してみせます！」

　光明は大きくうなずいた。

「わかった、その作戦部隊については君に任せる。メンバーの選せん抜ばつとかも君に任せるよ、がんばってくれ！」

「はい！　がんばります！」

　そう言ってにっこり笑った長篠は、芽衣と麻衣に向き直った。

「……というわけで、あんたたちは、今日から私の部下よ！　まずオトリ役の一年生の選抜から始めるからね！」

「オトリって……要するに、絶対領域のミニスカはいて、敵の視線をクギづけにするってことですよね？　スカートの下は、スパッツですか？　それとも……見せパン？」

　長篠は苦笑いを浮うかべた。

「ミもフタもない言い方だけど、まあ、ぶっちゃけてしまえば、オトリってのはそういうことよ。スカートの下は個人の判断に任せるけど……スパッツにしておいたほうがいいかもね」

「そうですよね、どさくさにまぎれて人のぱんつ見るようなヤツもいますし……」

　芽衣の視線を浴びた宇佐見が、怒おこったように言い返した。

「見たんじゃない、見せられたんだ！」

「まあまあ……」

　長篠は、にらみ合う芽衣と宇佐見の間に割って入ると、悪戯いたずらっぽい目で宇佐見に聞いた。

「そうは言っていても、本当は、嬉しかったんでしょ？　宇佐見くん」

「え？　ええ、まあ、ちょっと得したかな？　とか……」

　赤い顔でうなずいた宇佐見を見て、長篠はわが意を得たり、という風にうなずいた。

「それが当然よ。どんな立派な男でも、本能には勝てないわ、絶対に視線がそっちに行っちゃうんだから」

　長篠の言葉を聞いたとき、光明の頭の中で何かがひらめいた。

　正確に言うならば、長篠の言葉の中にあった『視線』という単語が、光明の意識のどこかとリンクした、と言うべきだろう。

　──視線。視覚。

　そうだ、この戦いは、目で見て、正確にセンサー部分を叩たたかなければ、ヒットポイントが入らない。むやみやたらに、バトンを振ふり回したって、それは得点にならない。

　要求されるのはテクニカルな部分だ、パワーじゃない。

　──つまり、相手の視覚をコントロールすることができれば、俺たちにも、非力な女の子にも勝ち目があるということだ。

　光明は自分の後ろにある黒板を振り返った。

　そこには、この会議を始めるときに書いてあった『天・地・人』の文字があった。

　──俺は自分で言っておきながら、この三つをフルに活用していなかったのかもしれない。

『天』の大義名分は、真行寺の失言によって俺たちのものになった。

『人』の心理作戦は、今の会議でいくつか決まった……あとは『地』だ。

　実際に戦う場所に行って、現場を見て、そこで何が見えるのか、そこに来た敵の目に見えるものが何なのか、それを知らなくちゃ！　ここで、こんな風に机の上で考えていたんじゃダメなんだ！

　光明は顔を上げて生徒会室の窓から外を見た。朝から降り続いていた雨は、小雨こさめになっていた。

　──雨は上がりそうだけど、もう夕方だ。今から楢山城じよ址うし公園に行っても日が暮れるだろうな……現場を見るのは、明日にするか。

　光明は視線を生徒会室の中に移すと、目の前にいる朋絵に聞いた。

「明日の土曜日……午後から何か予定ある？」

「え？　明日？　特に用事は無いけど……なに？」

「ああ、良かった、午後から予定あけておいてくれ、一いつ緒しよに城址公園に行こう。下見しておこうと思うんだ」

「一緒に？」

　朋絵は、思わずはずんだ声を上げてしまったことに気がついて、慌あわてて声を潜ひそめた。

「わかったわ……明日の午後ね」

「ああ、一時頃ごろに迎むかえに行く」

　そう言って、センサープロテクターをいじりまわしている望月と百地のほうに歩いていく光明を見送って、朋絵は思った。

　──明日は、お母さんと買い物に行く予定だったんだけど、まあいいわ、お母さんとはいつでも買い物に行けるけど、光明と一緒にどっかに行くことなんてめったにないもんね。
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　楢山城址公園は、楢山町の北西に流れている大おお場ば川沿いの高台にある。

　戦国時代に、この楢山一帯の領主だった戦国武将が、川を天然の掘ほり割わり代わりにして、その高台に簡単な砦とりでを築いたのが、楢山城のはじまりだったらしい。

　戦国時代の末期には、しっかりとした石いし垣がきが積まれ、白しら壁かべの三層の天守閣を持つ立派な城が建てられ、江戸時代に入ると楢山の城下町は、大場川を利用した水運が盛んになり、それなりの大きさの町となったが、明治に入って城は取り壊こわされ、鉄道が開通して川を利用して発達した物流の流れが大きく変わったことから、楢山の街は、どこにでもある地方都市となって現在に至っている。

　石垣と松しかない、ただの城しろ跡あとの小山に過ぎなかったこの場所に、再び天守閣を持つ楢山城が復元されたのは、今から五年ほど前のことだった。

　もっとも、復元と言ってもそれは外見だけであり、中は新建材を使った軽量鉄骨コンクリート造りの建物で、一階と二階には、入場無料の歴史博物館が、そして三階には展望会議室が作られ、冷れい暖だん房ぼう完備で、窓の内側にはアルミサッシが使われている。

　材質や工法こそ現代のものだが、城の中にある二の丸や三の丸と呼ばれる広い場所を囲う白壁の塀へいや城門などは忠実に復元されており、年に一回開かれる戦国祭りの会場としては、申し分ない雰ふん囲い気きを持っている。

「いやあ、良く晴れましたねえ、秋の太陽の紫し外がい線って、真夏のそれと同じくらい強いそうですから、気をつけないと日焼けしちゃいますよ！」

　大きなつばのついた白い帽ぼう子しをかぶった芽衣がそう言って、見事に晴れ上がった秋の空を仰あおいだ。

「毎年この広いグラウンドが、戦国祭りのメイン会場になっていたんだけど、今年のメイン会場は、あの楢山城ってわけだな、敵は、どのあたりに布ふ陣じんするんだ？」

　大場川沿いに広がる広い運動公園を見回した霧島が聞いた。

　光明は、ショルダーバッグから『楢山戦国祭り計画書（案）』と書いてある冊子を取り出して開いた。

「えーと、この運動公園のメイングラウンドは、そのまま合戦場として確保されているね。観客席や出店は、サブグラウンドとか、サッカーコートとか、そっちに作られるみたいだな」

「城にたてこもるんじゃなくて、このグラウンドで戦えってことか？」

「いや、商工会から、見物人に合戦の様子を見せたいから、全員を城に入れないで、城の前に何人か並べておいてくれないか？　って話が来ているんだ」

「うーん、できることなら兵力分散は避さけたいところだけど、スポンサーの言うことだからなあ……」

　昨日、生徒会室にいたメンバーと同じ顔ぶれと共に、がやがや話しながらグラウンドを歩く光明の腕うでを、朋絵がそっと引っ張って不満そうな声で、ささやくように言った。

「なんで、みんなと一緒だって言わなかったのよ！」

「え？　だって、言ったじゃないか、下見だよって……」

「それはそうだけど……みんなと一緒だって聞いていれば、もっとラフな格好で来たのに……」

　朋絵はそう言うと、恥はずかしそうにデニムのミニスカートの裾すそを手で押さえた。

　そのとき、二人の横にやってきた芽衣が、悪戯いたずらっぽい目で朋絵を見て言った。

「会長！　今日は、ずいぶん気合が入ってますね！　まるでデートみたいですよ？」

「そんなんじゃないわ、ただ……ちょっと雰囲気を変えたかっただけよ」

「なあんだ、そうだったんですか、私はてっきりこのあと、副会長さんと二人きりになって、どっかにしけ込むつもりで、オシャレして勝負下着とか身につけて来たのかと……」

「そんなもの着けてません！　バカなこと言ってないで、長篠さんのところに行って、作戦を聞いてきなさい！」

　朋絵に叱しかられた芽衣はちろっと舌を出すと、前を歩いている長篠のところに走って行った。

　追いついてきた芽衣を見て、長篠が小声で聞いた。

「早乙女さん……何て言ってた？」

「別に、デートとかじゃないって言ってました」

　長篠は小さくため息をついた。

「意地っ張りねえ……というか、あれは、所くんが悪いのよね」

「副会長さんは、朴ぼく念ねん仁じんですからねえ。一言、カワイイね、とか言ってあげればいいのに……」

　芽衣の言葉を聞いた長篠は、小さく笑って首を振ふった。

「あはは、それは無理ってものよ。顔色一つ変えずに、そんなセリフがしれっと出てくるような男はロクなもんじゃないわ」

　長篠は、目の前を歩いていく霧島の広い背中に視線を移して言葉を継ついだ。

「男ってね、本心を一いつ生しよう懸けん命めい隠かくしたがるんだよ。でもね、そんなのは、よーく見ていれば筒つつ抜ぬけなのよ。カワイイもんだわ」

　グラウンドを抜ぬけて、楢山城の外がい郭かくを囲う城じよう壁へきにある大手門の前に立った光明は、周囲をぐるりと見み渡わたした。

「ここが最初の戦場になる。攻せめ寄せる樫森高校の連中は、この大手門をめざして突とつ撃げきしてくるだろう。門は閉めておくことはできるが、かんぬきをかけて、開かないようにすることはできない。それと、今回の模も擬ぎ合戦には開門ルールというものが作られた」

「なんだそりゃ？」

　光明は持っていた計画書をショルダーバッグに戻もどして、代わりに『楢山戦国祭り合戦規則集』と印刷された冊子を取り出して開きながら言った。

「えーとだな、要するに、合戦中にこの大きな扉とびらを開けたり閉じたりすると、人が挟はさまれて命に関かかわる大おお怪け我がをするかもしれない、ということで作られたルールなんだ。

　最初、門の扉は閉じられている。攻め手が門の扉を開けるためには、扉にタッチしなければならない。防衛側は、門に触ふれられないように、門を守らねばならない。攻め手の誰だれかが門に触れた時点で、門の前での攻こう防ぼう戦せんは終しゆう了りようし、五分間の休戦となる。

　門の前で守っていた守り側の生き残りの兵士は、この間に門の内側に入ることができる。そして五分が経過した時点で、門の扉が開かれる。開いた扉は、もう閉じることはできない……というわけさ」

　霧島は、納なつ得とくするようにうなずいた。

「そうか、確かに言われてみればここは危険だ。閉めようとする扉の隙すき間まに腕を突つっ込んだり身体からだを入れたりしたら、えらいことになるものな」

「ああ、俺たち守る側は制限時間内を守りきればいいわけだから、まずは門の前で少しでも門に近づけさせないようにするんだ。門の扉にタッチされないようにね」

　霧島と光明の会話を聞いていた長篠が面おも白しろそうに言った。

「でも、この門の扉が閉まっていれば、その内側に、どんな兵力が待ち構えているか、攻め手にはわからないよね……つまり、門を開けたときが勝負ってことね。いかに不意をつくか、という部分にかかっているってことよ！」

　霧島は、腕うでを組むと二呼吸ほどの時間考え込んだ後で言った。

「……ということは、門の前には、それなりの人数と戦せん闘とう力を持つ部隊を配置して、門を突とつ破ぱするのに苦労させる必要があるだろう。抵てい抗こうを受けて、苦労して、やっとのことで門を開けた時に、ほっとする気の緩ゆるみ、それこそが狙ねらい目だ。簡単に門を突破されたのでは、奇き襲しゆう攻こう撃げきの効果が薄うすい」

「それなりの戦力と言うと、やはり三年生男子運動部か？」

「ああ、そうなるな。うちの高校で曲がりなりにも戦えるとしたら、剣けん道どう部を主体としたあいつらだけだ」

「緒しよ戦せんで最強部隊を失うのは痛いなあ……」

　頭を搔かく光明を見て、霧島が、にやっと笑った。

「強い部隊を強く使うのは、俺のような馬ば鹿かでもできる。でも、弱い部隊を強く使うのはお前のような頭のイイやつにしかできない。頼たのむぜ、諸しよ葛かつ孔こう明めい！」

「やめてくれ、俺は光みつ明あきだ、孔明じゃないよ」

　首を振る光明を見て、霧島は真顔で言った。

「いや、お前は楢山高校を勝利に導く軍師だ！　そうでなくちゃいけないんだ！　楢山高校の生徒は誰一人、自分たちが強いとは思っちゃいない。俺たちは自分たちが弱いことを知っている。じゃあ、なぜ戦うのか。答えは簡単だ……お前だよ」

「俺？」

　目を丸くした光明を見て、霧島はうなずいた。

「強くねえ俺たちでも勝てる方法がある。巧うまく戦えば勝てるかもしれない。そう言ったのはお前だ。昨日の作戦会議の話を長篠から聞いたが、お前の言葉には、なんというかな、こう、理り詰づめの説得力があるんだ。勢いだけじゃねえ、根拠ってヤツがな……だからよ、もっと胸を張れよ。自信ありげに笑えよ。いかなる敵が来ようとも、この光明の策の前には児じ戯ぎに等しい。とかなんとか言うんだ。ハッタリってのも心理作戦の一つじゃないのか？」

「それはそうなんだけど……」

　考え込んだ光明の背中を、どん！　と叩たたいて霧島が笑った。

「我が楢山高校に軍師あり！　勝利の方策は軍師の奇き策さくなり！　と、大々的に宣伝して、名前を売り込んで、樫森高校の連中を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おとしいれるのも手だぜ！　劣れつ勢せいになって、算を乱して退たい却きやくしても、真行寺が『待て！　追うな！　これは光明の罠わなだ！』とか言って、追つい撃げきしないかもしれないじゃないか！」

「そんなに都合よく考えてくれるわけないじゃないか」

　光明は苦く笑しようを浮うかべると、大きな鋲びようが打ちつけてある黒い鉄板で囲われた太い柱の立つ大手門の前に立って、その場にいるメンバーに向かって言った。

「じゃあ、これから楢山城の中に入るけど、何か気がついたことがあったら、何でもいいから言ってくれ」

「了りよう解かい！」

「わかったわ！」

　メンバーたちがそれぞれにうなずいた後で、宇佐見が声を上げた。

「あ、すみません、僕、ちょっとトイレに行って来ます！」

「なんで、あんたはそう、タイミングが悪いのよ！」

「仕方ないじゃないか、生理現象なんだから！」

　唇くちびるを尖とがらせて文句を言う芽衣にそう言い残して、宇佐見は運動公園の管理事務所のある方向に走り出した。

「ちょっと！　そんな遠くに行かなくても、目の前にあるじゃない！」

　そう言って芽衣が指差したのは、目の前に広がるグラウンドの片かた隅すみに建っている、簡易トイレのような小さな小屋だった。

「あれはトイレじゃないよ！」

　宇佐見はそう言い残すと、管理事務所のほうに走って行った。

「え？　あれ、トイレじゃないの？」

　芽衣が指さしている小屋を見て、霧島がうなずいた。

「ああ、ありゃあ、地下の調整池に降りていく階段だな」

「階段？」

　きょとんとする芽衣を見て、霧島は笑いながら言った。

「ああ、あのドアの中には、地下に降りていく階段があるんだ。このグラウンドの下には、すげえでっかいコンクリート製の調整池があるんだぜ」

　霧島と芽衣がそんな話をしているところに、宇佐見が走って戻もどってきた。

「すみませんでしたーっ！」

「さて、全員揃そろったな、じゃあ楢山城の中に入ろう！」

　大手門を抜ぬけて石段を登ると、そこは二の丸と呼ばれる広場になっていた。

　ここは、外周の堀ほりや塀へいを越こえて侵しん入にゆうしてきた敵兵を最初に迎むかえ撃うつために作られた広場であり、曲くる輪わとも呼ばれている。

「大手門の前で、うちの精せい鋭えい部隊と戦った後、この石段を駆かけ上ってきた敵が、ここで最初に何を見るか……だな」

　光明の呟つぶやきを聞きつけたのだろう、長篠がやってきて胸を叩いた。

「ここに、私たちの部隊を配置すべきね」

「君たちの？」

「ええ、門の前で三年の男子たちと戦って、それを破って、俺たちは怖こわいものなしだ！　ってな感じで突つっ込んできた樫森高校の男どもは、ここで北条芽衣を筆頭とするミニスカ絶対領域オトリ部隊と遭そう遇ぐうするってわけよ」

　長篠の言葉を聞いた霧島が、細長い二の丸の広場を見回して言った。

「オトリを仕し掛かけるのはいいけど……オトリにひっかかった連中を叩く本隊はどこに隠かくすんだ？身を隠すところなんかどこにもねーじゃん」

「そこなのよ……私も今、ここに来て思ったんだけど。伏ふく兵へいを置く場所が無いのよね……」

　長篠の言葉を聞いた朋絵が、光明に聞いた。

「ねえ、ここに、目め隠かくしになるようなもの……たとえばパネルとか、そういったものを立てたら、それってルール違い反はんになるのかしら？」

「ちょっと待ってくれ。今、ルールを確かく認にんする」

　光明はそう言うと、ショルダーバッグの中から、ルール集を取り出して開いた。

「えーと、ああ、ここにあった。防衛側の禁止事じ項こうだ。えーと、防衛側は楢山城の施し設せつ、設備に対し、大規模な、そして危険と思われる構造の改変を禁止する。例として、落とし穴を掘ほる。足元に縄なわを張る。建物内に吊つり天てん井じようを仕掛ける。トラバサミ等の罠を埋まい設せつする。石いし垣がきの上から石や丸太を落とす仕掛けを作る。などの行こう為い……となっているな。この例から考えると、ベニヤ板とかでパネルを作って立てるくらいなら大だい丈じよう夫ぶじゃないかな？」

　二の丸の広場を見回していた長篠が、ぽん！　と手を叩たたいた。

「そっか！　ここにパネルを並べて、その後ろに本隊が隠れていればいいんだ！　そのパネルの表に、城の塀の絵を描かいて、書き割りみたいにしておけば、門をあけて飛び込んだ時にぱっと見ただけじゃ気がつかないよね！」

　朋絵が笑いながらうなずいた。

「ましてや目の前に、絶対領域ミニスカートの女の子たちが、きゃあきゃあ言って逃にげ回っていれば、視線はそっちにクギ付けだものね！」

　それを聞いていた霧島は、眉まゆをひそめた。

「パネルを作る、と言うのは簡単だけどよ、それ、誰だれがやるんだ？　パネルに使うベニヤ板だって、枠わくに使う角材だってタダじゃないし、パネルの表に描く絵だって、素人しろうとが描いたんじゃすぐに見破られちまうぞ」

「そっかー、そこまで考えていなかったなあ……」

　あちゃー、という風に空を仰あおいだ長篠を見た霧島は、目の前にいた光明に言った。

「おい、軍師、なんとかならねえか？」

「なんとかならねえか、と言われてもなあ……生徒会の権限でなんとかなるのは、楢山高校という枠の中だけだからなあ……お金も人も自由に使えるわけじゃないし……」

「何言ってやがる！　楢山高校の枠の中だけで、こんな戦い方なんかできるわけねえだろう？あのセンサープロテクターも、戦国祭りに合わせて、この楢山城を使うってことも、楢山高校の中だけの話じゃねえだろうが！　これだけ人を巻き込んでおいて、何が、俺の権限は楢山高校の中だけだからなあ……だ！　お前のやり方でやれば、お金も人もどっからか引っ張って来れるだろうが！」

　光明は、はっとしたように目を見開いた。

「あ、そうか……楢山高校のイベントだと思うからいけないんだ。こいつは戦国祭りのイベントの一つだって考えれば、楢山町とか、町の商工会とか、そういった人の力も使えるんだ！」

　買い食い立ち食い同好会の中矢が、笑いながらうなずいた。

「楢山町の商工会は乗り気ですよ。日本中のマスコミがやってきて、ニュース番組とか、ドキュメンタリーとかの番組企き画かくが殺さつ到とうしているそうです。昨日、商工会で仕出し弁当の件で打ち合わせしたときに、商工会の会長さんが目を輝かがやかせて、こいつが放映されればこの戦国祭りのすごい宣伝になる！　毎年できないものだろうか？　って言ってましたよ」

　そこまで言った後で、中矢は何かを思い出したように、顔を上げた。

「あ、そうそう、そのときに、同窓会の話になりまして……」

「同窓会？」

「ええ、要するに楢山高校のＯＢたちの間でも、今回の高校存続決戦は話題になっているらしくて、ＯＢとして、何か手伝うことはないか？　という問い合わせが同窓会の事務局に殺到しているそうですよ」

　その中矢の言葉を聞いたとき、光明の記き憶おくの中で、いくつかの情報がリンクした。

　──そういえば、楢山高校出身で、政治家になった人とか、プロスポーツの選手になった人はいないけど、映画監かん督とくとか、舞ぶ台たいの美術監督とか、脚きやく本ほん家とか、ＣＭのプランナーとか、そういった方面で有名になった人がたくさんいる、という話を聞いたことがある。

　そういう先せん輩ぱいたちの力を借りることができれば、もっと色々なことができるかもしれない！　パネルの制作も、それに書き割りの絵を描くのも、その道のプロの人にやってもらえれば、すごいクオリティのものができるはずだ！

　光明の表情を見ていた霧島が、にやっと笑った。

「また……何か考え付きやがったな」

「ああ、うまくいくかどうかわからないけどね」

　光明は、そう答えると、足を進めた。

　二の丸と呼ばれる広場から、五段ほどの石段を昇のぼったところに、次の門があった。

　戌いぬ亥い門と呼ばれているその門の向こうには、左手に直角に曲がるように両側を石いし垣がきに挟はさまれた、二間（約三・六メートル）ほどの幅はばの狭せまい通路が続いている。

「なんで、ここで、急に曲がって、こんな風に急に狭くなっているんだろう？」

　不思議そうな顔でその狭い通路を見上げた麻衣を見て、百地が笑いながら説明した。

「敵の軍勢を絞しぼるためでござるよ」

「絞る？」

　百地は両手を左右から狭せばめるような仕草をしながら答えた。

「そう、この狭い通路は、見通しが悪く、横に並ぶことができるのは、せいぜい四人から五人でござる。つまり、攻せめ込んできた連中は、この先で何が起こってるのかわからぬまま、前に進むしかござらぬ。通路の突つき当たりで迎むかえ撃うつ側は、先頭の四、五人だけを相手にすればいいわけでござる。それと……両側の石垣の上に、狭はざ間まを開けた塀へいが連なっているのが見えるでござるか？」

　百地は石垣の上を指差した。

「狭間って、あの白しら壁かべに開いている、丸や三角の穴のこと？」

「そうでござる。この狭い通路に敵兵を密集させて、あの穴から弓を射たり、鉄てつ砲ぽうを撃ち掛かけたりするのでござる。逃げ場がない敵は、この通路でバタバタと討うち取られるわけです」

「そっか、要するに、この通路自体が大おお掛がかりなトラップみたいなものなんだ」

「しかし、今回の攻こう防ぼう戦せんでは、飛び道具は禁止となっております。センサーつきのバトンで相手のプロテクターを叩かないかぎり、敵は倒たおせませぬ。狭間から攻こう撃げきする方法が無いのでござるよ」

　百地の言葉を聞いていた麻衣は、振ふり返って、朋絵に聞いた。

「じゃあ、弓きゆう道どう三段の会長の腕うで前まえを見せるときは無いんですか？」

「合戦の最初に、鏑かぶら矢やって名前の、矢じりの代わりに音を立てる笛のようなものがついている合図用の矢を射ることになっているわ。今回の決戦で矢を射るのはそのときだけよ」

「それ、会長が射るんですか？」

　朋絵は恥はずかしそうにうなずいた。

「ええ、なぜか知らないけど、私が楢山城の天守閣から鏑矢を射ることになっちゃったみたい。私、そんな目立つことはいやだって言ったんだけど、商工会の人たちが、絵になるからぜひやってくれって……」

「カッコイイじゃないですか！　ボクもそう思いますよ！　袴はかま姿の会長が、天守閣から敵めがけて、きりりと引き絞った弓から矢を射る姿は、絶対に絵になります！」

　目を輝かせる麻衣を見て、朋絵が小さくため息をついたとき、先頭を歩いていた宇佐見が狭い通路の先にある戊ぼ辰しん門と呼ばれる三番目の門にたどり着いて、振り返った。

「本丸に着きましたよ！　本丸って、さっきの場所より狭いんですねえ」

　宇佐見の言葉のとおり、本丸と呼ばれる広場は、さっきの二の丸の半分も無かった。

　後から追いついて来た百地が、目の前にある、復元された天守閣の建物への石段を指差して宇佐見に言った。

「ここは、いわば天守閣に立てこもった殿との様さまを守るための最後の砦とりでみたいな部分でござる。復元されておりませぬが、実際にはこの天守閣の脇わきに、食しよく糧りようを備び蓄ちくする兵ひよう糧ろう倉や鉄砲の弾だん薬やくを備蓄する煙えん硝しよう倉などが並んでおり、最後までここで籠ろう城じようできるようになっていたのでござるよ」

　霧島が、天守閣を見上げて言った。

「樫森高校に、ここまで攻め込まれたら、勝ち目は無いかもしれないな」

「この戦いは、制限時間がすべてだからな。戦いが始まって、早いうちにここまで攻め込まれたら、まず勝ち目は無い。あの戊辰門の手前あたりで時間を稼かせぐ必要があるな」

　光明は、脳内に、攻め寄せる樫森高校の生徒たちと、それを必死に防ぐ楢山高校の生徒たちの姿を思い浮うかべた。

　──ここに来る前に、大手門の手前の三年生男子、そして二の丸の中に作った女の子のオトリを使ったトラップで、敵の数を減らすことはできるだろう、しかし、とてもすべてを倒すことはできない。

　精強な三年生部隊を大手門の前に配置すれば、残っているのは二年生と一年生部隊だけだ。

　この狭間通路と戊辰門の所に配置すれば、一度に大人数を相手にしなくてもいいが、各個撃げき破はされる可能性がある。

　──どうする？　どうすればいい？

　光明の脳のう裏りに、さっき、霧島が言った言葉がよみがえった。

『強い部隊を強く使うのは俺にもできる。だけど、弱い部隊を強く使えるのはお前だけだ』

　──弱い部隊。つまり一年生部隊を、どうやって使うか。そこが、この戦いのカギだ。

　一番効果的な使い方は、伏ふく兵へいとしてどこかに隠かくれていて、敵が勝った、と思ったその瞬しゆん間かんに、背後か側面から攻撃を仕し掛かけることだ。

　光明は天守閣の建物に入る石段を登りながら、振り返った。

　眼下には、二重三重に張り巡めぐらされた城の塀と、二の丸と大手門が、そしてその向こうには広い運動公園のグラウンドが見えた。

　──だめだ。伏兵を隠す場所なんかどこにもない。十人二十人なら、なんとかなるかもしれない、でも、百人以上の人間を隠せる場所なんかどこにも無い。

　そのとき、光明の視界の中で、何かが光った。

　それは、グラウンドの片かた隅すみに建つ、簡易トイレのような小屋のアルミ製のドアが日光を反射した輝かがやきだった。

　その光をみたとき、光明の脳裏に、何か電流のようなものが走りぬけた。

　今までは、ぼんやりと、遠くに見えていた、一筋の光。

　光明は、その勝利の光を目指して、長い暗い回かい廊ろうを歩いてきた。そして今、たどり着いたその一筋の光は、閉とざされた扉とびらの隙すき間まから差していた。

　──その扉だ。その、暗くら闇やみの中から光の中に飛び出すために、開ける扉の先に、勝利が待っているんだ！

　天守閣の入り口に立ち止まったまま、光明は右手をショルダーバッグの中に突つっ込んで、ルール集を取り出して開いた。

　──戦せん闘とうエリアに関する規定……あった、これだ！

　光明が開いたページには、楢山城じよ址うし公園の城じよ郭うかくと大手門の前に広がる運動公園の広大なグラウンドを点線で囲った地図が掲けい載さいされていた。

「よし！　範はん囲い内だ！　次は、使える設備についての規定だ……」

　光明は、そうつぶやきながら、ばばばばっ！　と音を立てルール集のページをめくった。

　──あった！　これだ！

　光明は、震ふるえる指を条文の文章に沿わせて、つぶやくようにその文章を読み上げた。

「えーと、設備の使用について……攻こう撃げき側、防衛側共に戦闘エリア内に設置されているすべての設備、楢山城の外がい壁へき、門、建物、及および運動公園内に設置された遊具等を使用することができる……」

　光明は、ガッツポーズをするように、右手を固く握にぎり締しめた。

　その姿のまま、小さく震えている光明を見て、朋絵が心配そうに声をかけた。

「どうしたの？　何か気分でも悪くなったの？」

　顔を上げた光明の表情を見て、朋絵は息を吞のんだ。

　光明は、目を輝かせ、頰ほおを紅潮させ、歓かん喜きの表情を爆ばく発はつさせていた。

　目を丸くする朋絵の両手を、光明はいきなりつかんで、叫さけんだ。

「やったぜ！　朋絵！　勝てるぞ！　この戦い、勝てる！」




　そして、月曜日。

　生徒会室の一番奥の窓まど際ぎわの机に陣じん取どった光明は、机の上に白い布と脱だつ脂し綿めんと糸を持ってきて、なにやら一いつ生しよう懸けん命めい作業をしていた。

「こんにちはー！　今日もよろしくお願いしまーす！」

　元気なあいさつと共に、生徒会室に入って来た芽衣が、奥の机にいる光明を見て、怪け訝げんな顔で、朋絵に聞いた。

「あの……早乙女会長。ちょっとお聞きしたいんですけど……副会長さんが一生懸命作っているアレ、何ですか？」

「何に見える？」

「えーと、あれは、どう見てもてるてる坊ぼう主ず……ですよね」

　朋絵はため息混じりに答えた。

「そうなのよ。土曜日の、楢山城址公園下見から帰って来てから、あいつ、ずっと、てるてる坊主作ってるのよ……」

「家でもですか？」

「うん、あいつ、自分の部屋の窓にも、大小さまざまな、てるてる坊主を二十個以上ぶら下げてるわ……理由を聞いても教えてくれないし、話しかけてもどっか上の空で、学校に来ても、教室の窓から空を見上げて、ずっとてるてる坊主作ってるのよ」

「もしかして……あの楢山城址公園で、てるてる坊主の妖よう怪かいに取り憑つかれちゃったとか……」

「やめてよ！……私、オカルトとか、そういうの苦手なんだから！」

　朋絵が、びくっとしたように身体からだをすくめたとき、生徒会室のドアが開いて、山仲が入って来た。

「遅おそくなりましたー」

「ああ、山仲さん！　心理作戦はどう？　号外の効果はありそう？」

　山仲は、メガネの奥にある切れ長の目をきらりと光らせて、嬉うれしそうにうなずいた。

「ええ、効果抜ばつ群ぐんです！　うちの馬ば鹿か兄貴は、私が家に持って帰った号外を読んで、あきれたようですね。『楢山高校の生徒たちは、ホントにやる気が無い軟なん弱じやくモノばかりだな。本気でやろうというのは一ひと握にぎりで、ほとんどの生徒は戦意を喪そう失しつしているんじゃないのか？』って聞いてきたので『決戦当日も、怪け我がするのが嫌いやだ、というので参加しない人も多いらしいよ』って答えておきました」

「他ほかの人からは、何か報告はあった？」

　山仲は、ちょっと考えるように腕うでを組んだ。

「えーと、いろんな人に頼たのんだからなあ……あ、そうそう、一年生の女子から、こんな話を聞きました。その子のお兄さんは、樫森高校のバスケ部の主将をやっているそうですけど、家にやってきたお兄さんの後こう輩はいに向かって『私たち、樫森高校が勝って欲しいって願ってるんですよ。だって、ほら、楢山高校の男の子って頼たよりなくてイマイチなんだもの』とか言って、その連中を油断させていたらしいですよ」

「なんか、それって、色いろ仕じ掛かけっぽいわね……露ろ骨こつ過ぎて見破られないかしら？」

　心配そうに聞いた朋絵を見て、山仲は笑いながら首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、樫森高校の生徒ってみんなエリート意識のカタマリですから、自分たちは頭が良くて、騙だまされないって信じきってます……そういう人が一番おだてに弱くて騙されやすいんですけどね」

「うまく騙されてくれれば、嬉しいけどね」

　朋絵がそう言って微笑ほほえんだ時、今度は、長篠と、買い食い立ち食い同好会の中矢が入ってきた。

「やっほー！　ビッグニュースよ！　例の伏ふく兵へいが隠かくれる、城の塀へいの絵を描かいたパネルだけどね、あれ、プロの舞ぶ台たい美術やっているうちのＯＢが作ってくれるって！」

「それだけじゃありません！　今年の戦国祭りのトータルコーディネートも、うちのＯＢの舞台演出家さんや、広告代理店の方がやってくれるそうです！　全国ネットのテレビ中ちゆう継けいが入るんだから、地元の商店だけじゃなくて、もっと大きなスポンサーを引っ張って来られるって言ってました、今年の戦国祭りは、今までとは違ちがいますよ！」

　中矢の言葉を聞いた朋絵は、戸と惑まどったような表情を浮うかべて聞いた。

「え……と、それって、つまりどういうことなの？」

「つまりですね……えーと、なんと言うかな、こう、テレビカメラを楢山城の中に何台も据すえて、それが映した合戦の光景を、お祭り会場の大きなスクリーンに映し出して、アナウンサーが実じつ況きようする、みたいな、そんな風になるんですよ！」

　中矢の言葉を聞いた芽衣が目を丸くした。

「それって……もう、町のお祭りじゃないよ！　素人しろうとの手作りのイベントじゃなくて、なにか別のものになっちゃってるよ！　いいの？」

　中矢は笑って肩かたをすくめた。

「副会長が、同窓会を通じてＯＢの人たちに呼びかけたらしいんですよ、楢山高校存続のためにぜひ、卒業生の皆みなさんのお力をお貸し下さい！　ってね。そうしたら、日本中のＯＢ連中から、ぜひ手伝わせて欲しい！　って声が返ってきて……今、同窓会の事務局は大おお忙いそがしだそうです。ホント、副会長って根回しの天才ですよねえ……」

「その根回しの天才は、なぜか知らないけど、あそこで、てるてる坊ぼう主ず回しているけどね」

「てるてる坊主？」

「うん、こないだ楢山城に下見に行ってから、ちょっと変なのよ……」

　朋絵が心配そうに答えたとき、生徒会室のドアを開けて、霧島が入ってきた。

「おぉぉおーっす！　所のヤツはいるか？」

「ああ、霧島くん！　良かった！」

　朋絵は、助けを求めるような目で霧島を見た。

「なんだ？　どうかしたのか？」

「副会長が、てるてる坊主の妖怪に取り憑つかれちゃったんです！」

「妖怪？」

　芽衣の言葉を聞いて、目を丸くする霧島を見て、朋絵があわてて言った。

「妖怪ってのは、芽衣ちゃんが勝手に言ってるだけよ！　私は、光明がてるてる坊主を作ってる理由が知りたいの！　私が聞いても教えてくれないんだけど、霧島くんなら教えてくれるんじゃないかと思って……」

　朋絵の指差す先には、窓まど際ぎわで、一心不乱に小さなてるてる坊主を作る光明の姿があった。

　机の上には、五センチほどの小さなてるてる坊主がすでに十数個ほど完成していた。

「……すげえ数だな」

「土曜日の夕方からずっとあの調子で、てるてる坊主ばっかり作ってるみたい……」

　霧島の後ろからのぞきこんだ長篠が、つぶやくように言った。

「……ホントに、何かに取り憑かれてるんじゃないの？」

「長篠さんまでそんなことを言わないでください！」

「わかったよ、俺が理由を聞いて来てやる。ダメでも文句言うなよ」

　霧島は、肩をすくめてそう答えると、生徒会室の奥で、てるてる坊主を作っている光明に近づいて話しかけた。

　その様子を、朋絵たちは生徒会室のこっち側で、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　霧島に話しかけられた光明は、にやっと笑うと、手招きした。

　身を屈かがめた霧島の耳に手を当てて、楽しそうになにやら話している光明の姿を見て、長篠が、つぶやくように言った。

「……男の子の内ない緒しよ話ばなしって……なんか、嫉しつ妬としちゃうわね」

「長篠先せん輩ぱいも、ほどよく腐くさっていらっしゃいますねえ……」

「うるさい！　どうせあたしは腐ふ女じよ子しじゃ！」

　長篠が、そう言って芽衣の頭を軽く小こ突づいた時。

　朋絵が、信じられないものを見たような声を上げた。

「あれ？　うそ！　なんで霧島くんも、てるてる坊主作ってるのよ！」

　霧島は、にこにこ笑うと光明の前に座り、そのままてるてる坊主を作り始めた。

「……取り憑かれたんだ！」

　芽衣の声を聞いた長篠が、朋絵の胸むな倉ぐらをつかんで揺ゆさぶった。

「どうしてくれるのよ！　慶児まで、てるてる坊主の呪のろいにかかっちゃったじゃないの！　あんたのせいよ！」

「そんなこと言われたって……」

　朋絵と長篠、そして芽衣の三人が騒さわいでいるのを見て、中矢が笑いながら言った。

「何なら俺が理由を聞いてきますよ？」

　芽衣があわてて首を振ふった。

「そんな！　ダメです！　中矢先せん輩ぱいまで、取り憑かれちゃったらどうするんですか！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　中矢は、笑いながらそう言うと、光明と霧島に近づいて話しかけた。

　光明と霧島は、顔を見合わせた後で、ちょっと困ったような顔で中矢に何かを告げた。

　中矢が、大きくうなずくのを見て、光明と霧島は、中矢に何かを耳打ちした。

　怪け訝げんな表情だった中矢の顔つきが変わったのは、そのときだった。
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　目を見開き、何度もうなずいた中矢は、嬉うれしそうに笑いながら、机の上のてるてる坊主の材料に手を伸のばし、いそいそと、てるてる坊主を作り始めた。

「ああっ！　中矢くんまで！」

「伝染うつるんだわ！　バイオハザードよ！　そのうちに、楢山高校の生徒全員が、てるてる坊主を作り出すようになっちゃうんだ！」

　芽衣が騒いでいるのに気がついたのだろう、てるてる坊主一個を作り終えた霧島が、苦笑いを浮うかべながら戻もどってきた。

「黙だまって聞いていりゃあ、言いたい放題勝手なことを言いやがって！　あのてるてる坊主には、ちゃんと理由があるんだ！　呪いでも妖よう怪かいでも、伝染病でもねえ！」

「どんな理由なの？」

　勢い込んで聞いた朋絵の顔を見て、霧島は口ごもった。

「あ、いや……悪いが、それは言えねえ。極ごく秘ひ事じ項こうなんだ。もし、樫森高校にこいつが漏もれたら、今回の戦いは絶対に勝てない……それほど重要な意味があるんだ、あのてるてる坊主にはな。まあ会長も色々心配だろうけど、ここは一つ、副会長を信じてやってくれねえか？」

「信じているわよ！　私は信じてるの！　だけど、何も話してくれないってのは、あいつが私を信じてないってことじゃない！」

　霧島は、後頭部を搔かきながら、言葉を探すような口調で答えた。

「うーんと、所のヤツは、あんたを信じてないわけじゃないんだ……なんと言ったらいいのかな、あんたはこういった陰いん謀ぼうとか謀略とか、そういったことに向いてない……うん、向いてないんだよ。

　あんたは、裏表がなくて、真っ直すぐで正直な人間なんだよ。計算も打算も、あんたには似合わない、というか、あんたにはできそうもないんだ。

　これは俺の想像だけどな……所のヤツは、あんたをそういったことに引き込みたくないんだと思うぜ。あんたはあんたのまま、その、真面目まじめで正直なままでいて欲しいから、てるてる坊ぼう主ずの理由を話したくないんだと思うな」

　朋絵は不満そうに唇くちびるを尖とがらせてつぶやくように言った。

「そんなの、勝手な思い込みだと思うわ……」

「まあ、ともかく、あのてるてる坊主は、れっきとした作戦だ、気にすることはねえ。決戦当日になれば嫌いやでも理由が分かる！　それまで、あいつを信じて、一いつ緒しよにてるてる坊主に祈いのってやってくれ、雨降るなーっ！　って」

「雨が降ると……どうなるの？」

「負ける」

　あっさりと答えた霧島の足を、こん！　と蹴け飛とばして長篠が言った。

「そんなに単純なわけないでしょうが！」

「あ、いや、本当に負けるんだ。間ま違ちがいなく。当日に雨が降らなくとも、その一週間前に雨が降ったら、この作戦は使えない。だから負ける、間違いなく負ける。楢山高校の命運は、今日から二週間の天候によって決まると言ってもいいんじゃねえかと思うぜ」

「そうなんだ……ちゃんと理由があるのね」

　朋絵が、半分納なつ得とくしたようにうなずいたそのとき、宇佐見が生徒会室に飛び込んできた。

「センサープロテクターが届きました！　全校生徒の人数分です！　とりあえず体育館に運んでもらってますけど……すごい数ですよ！　段ボール山積みです！」

「いよいよ実戦用の装備が届いたか！　よし、みんな！　見に行こうぜ！」

　霧島はそう言うと、生徒会室にいた連中を引き連れて生徒会室を出て行った。

　最後に残った朋絵は、知らん顔して、てるてる坊主を作っている光明のところに、つかつかと近づくと、いきなり光明の耳をひっぱった。

「いててて！　何するんだよ！」

「あら、意識はあるのね？」

「あるに決まっているだろう！」

　朋絵は、その形の良い眉まゆを逆立てた。

「だったら、てるてる坊主ばっかり作ってる場合じゃないってことぐらい分かるでしょう！　戦国祭りまであと二週間なのよ？　いろんな取材の申し込みとかが殺さつ到とうしているし、町議会や商工会との連れん絡らくとか、やることは山のようにあるってのに、なんで、こんなことやって遊んでんのよ！」

「遊んでるわけじゃないよ、俺は天命を待っているのさ……」

「天命？」

「そう、昔から言うじゃないか、人事を尽つくして天命を待つ、って。俺は、とりあえず人事を尽くしたから、天命を待つために、こうやっててるてる坊主を作ってるってわけさ。

　戦国祭りの模も擬ぎ合戦の訓練は霧島に任せた。心理作戦は山仲さんが、商工会との連絡係は買い食い立ち食い同好会の中矢が、センサープロテクターのシステムについては望月が、楢山城に仕し掛かける女の子トラップは長篠さんと忍にん者じや同好会の百地が、それぞれ担当している。お祭りの演出や舞ぶ台たい装置は、ＯＢの人たちが協力してくれる。あとは、それぞれを担当してくれた人に任せて、作業の進しん捗ちよく状じよう況きように気をつけるだけでいい。変にでしゃばると、かえって良くないんだよ」

　朋絵は胸の前で腕うでを組んで、光明をにらみつけた。

「テレビとか雑誌とかの、マスコミの取材が山のように来ているのよ？　それは誰だれが引き受けるのよ！」

「それは当然、写真写りの良い君の仕事だろうね」

　朋絵は少し頰ほおを染めながら机を、ばん！　と叩たたいた。

「おだてたって、その手には乗らないわよ！　マスコミの取材には、あんたも同席するのよ！　私は、インタビューを編集されて、墓ぼ穴けつを掘ほった樫森高校の真行寺くんのような目にあいたくないの！　そういうことにまで気が回るのは、あんたしかいないんだからね！」

　光明は、意外そうな顔で朋絵を見上げた。

「……なによ、私の顔になにかついてるの？」

「あ……いや、てるてる坊主作ってる理由……聞かないんだなあ、って思ってね」

　朋絵は、赤い顔のまま目をそらした。

「だって……それは秘密なんでしょ？　勝敗を左右するくらいの……」

「ああ、そうだよ、本当に極ごく秘ひなんだ。この秘密を知っている人間は少なければ少ない方がいい。人に話せばいくら口止めしていても、必ずどこかから、漏もれてしまうからね」

「霧島くんと、中矢くんには話したくせに……」

「ホントのことは話しちゃいないよ」

　笑って答えた光明を見て、朋絵は目を丸くして両手を口に当てた。

「あきれた……光明ったら、仲間すら騙だましてたの？」

「騙していた、ってのは人聞きが悪いなあ。半分までは本当のことを教えたけど、全部は教えていないって意味さ……」

　光明はそこで言葉を切ると、ちょっと真面目まじめな顔で朋絵を見た。

「……てるてる坊ぼう主ずの理由を知りたいかい？　君になら本当のことを教えるよ」

　朋絵は小さく目を見開いたあとで、あわてて首を振ふった。

「あ、あの、ダメよ！　そんな大事なこと！　そりゃあ知りたくないって言ったらうそになるけど。私ってドジだから誰かに聞かれたら、つい、ぽろっと話しちゃうかもしれないもの！」

　光明は笑ってうなずいた。

「うん、君って確かにそういうところがあるよな。隠かくし事ができないというか、人を善なるものだと信じているようなところがある」

「どうせ、私は単純馬ば鹿かよ！」

「誤解するなよ、褒ほめているんだ。人の上に立つ人間は、人を信じている人間じゃなきゃダメなんだ。人の根本は善だと信じることのできる人間に人はついていくんだ……」

　光明はそこで言葉を切ると、自じ嘲ちようするように付け足した。

「つまり、俺のような人間は、誰からも信しん頼らいしてもらえないってわけさ」

　朋絵は大きく深呼吸すると、光明を正面から見つめて、ゆっくりと言った。

「そんなことないわ。信頼しているよ、光明。私は誰よりあなたを信頼している。

　あなたは、本当に本気になって、楢山高校存続のために大だい活かつ躍やくしてくれた。あなたは無気力な生徒を焚たき付け、楢山町の商工会を巻き込み、ついには国まで巻き込んだ。

　これって、全部、普ふ通つうの高校生にはできないことよ。でも、あなたは、超ちよう人じん的な努力でそれを可能にしたわ……」

　朋絵は、そこで言葉を切ると、真しん剣けんな目で光明に聞いた。

「お願い！　教えて！　その努力は……誰のためなの？」

「誰のためって……」

　朋絵の目に宿る真剣さは、光明の喉のどに出かかっていた『それは楢山高校のみんなのためさ』というタテマエを許さなかった。

　光明は言葉に詰つまった。

　ここで、顔色一つ変えずにさらっと『それは君のためだよ』などという歯の浮うくようなセリフが言えれば、言うことは無い。光明が楢山高校の存続のために努力した理由は、間ま違ちがいなく朋絵のためなのだ。そして朋絵が待っているのは、まさしくその一言なのだ。

　素す直なおにその一言が出れば、八方丸く収まって、ハッピーエンド。めでたしめでたし……なのだが……。

　困ったことに、男というのは誠実であればあるほど、そして誠実であろうと努力する男ほど、そんなセリフは口にしない。いや、できないのだ。

　そういう生き物なのである。

　光明の脳内のシナプスを様々な思考が一いつ瞬しゆんで走り抜ぬけた。

　──どうする？　どうすればいい？　まだ勝負がついたわけじゃない。勝つ自信はある。勝って楢山高校を守る自信はある。でも、もし負けたらどうなる？　ここで、いくらカッコイイ言葉を並べたって、それが全部裏返しになったら、俺は朋絵の信頼を失うだろう。言えない。お前のためだなんて言えるもんか。

　──じゃあ、なんて言えばいいんだ？　みんなのためだ、なんて言葉を口に出来るわけがない。朋絵のヤツに、そんなおためごかしは通用しない。

　言うしかない。

　俺は、俺の気持ちを言うしかないんだ。

　光明は、大きく息を吸うと、言葉を探すように、ゆっくりと答えた。

「俺が……楢山高校を残すために今までがんばってきた理由はね……」

　朋絵の目が、期待するように見開かれたそのとき。

　生徒会室のドアが、ばん！　と開いて、芽衣が飛び込んできた。

「早乙女会長！　テレビ局の人が来ました！……って、何やってるんですか？」

　光明は、あわてて朋絵から視線を外すと、少しほっとしたような口調で答えた。

「あ、いや、なんでもない、細かい打ち合わせをしていただけさ。それより、テレビ局が来たんだって？」

「えーとですね、ヒゲを生やしたディレクターの人と、カメラマン、あとはレポーターかな？　五、六人来てます。すごいですね、聞いたら全国ネットで放送するんだって言ってましたよ。私てっきり、地方のＵＨＦ局だとばかり思ってました！」

　芽衣が、大きな目をくりくりさせながら説明するその向こうに、その言葉のとおり、ジーンズにデニムのジャンパーを着たヒゲ面づらの三十過ぎの男を先頭にした、三さん脚きやくやハンディカムを背負った五、六人の男たちの一団が姿を見せた。

「あ、どうもー、今回の楢山高校と樫森高校の攻こう防ぼう戦せんを取材させてもらってます、ディレクターの藤ふじ村むらといいます」

　イケガミのカムコーダーを担かついだカメラマンが頭を下げた。

「あ、どうも、カメラマンの嬉うれし野のといいます」

　朋絵は、何か言いたそうな目で、光明をちらっとにらんだあとで、藤村と名乗ったヒゲ面の男に向き直った。

「初めまして、楢山高校の生徒会長の早乙女朋絵と申します」

「副会長の所光明といいます、よろしく」

　光明を見て、藤村は興味深そうに笑った。

「ほほう、君が今回のこのイベントの仕し掛かけ人だね？」

「仕掛け人だなんて、そんな。俺は、ごく普通の高校生ですよ。皆みなさんの協力をもらえたから、こんなに大きなイベントになっただけで、俺は何もしてませんよ」

　あわてて首を振った光明を見て、藤村はにやっと笑った。

「知ってるかい？　仕掛け人ってのは、他人の力の使い方を心得ている人間のことをいうんだよ。うちの業界では、プロデューサーとも呼ぶけどね」

　藤村というテレビ局のディレクターの言葉を聞いて朋絵は思った。

　──確かに、光明は仕掛け人ね。みんなをその気にさせて、面おも白しろがらせて、とうとうこんなイベントにしちゃった……もう後あと戻もどりはできないわね。

　もっとも……光明に、本気になれ！　ってけしかけたのは私なんだけど……。
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　それからの二週間で、楢山町は戦国祭り一色に染め上げられた。

　広告代理店に勤めている楢山高校のＯＢたちの活動で、大だい企き業ぎようがスポンサーの名乗りをあげたため、楢山町の街角には楢山高校の校章と、有名な清せい涼りよう飲料水のロゴを染め抜いた旗指し物が立ち並び、商店街には戦国武将の格好をした霧島が刀を抜いて仁に王おう立ちする写真をあしらった、戦国祭りのポスターが、べたべた貼はられた。

　商店街の有線放送のスピーカーから流れる音楽はポップスや歌か謡よう曲ではなく、ＮＨＫの大河ドラマの主題歌と、スポンサーのＣＭソングとなった。

　そうやって、これでもか！　と、楢山町の住民たちのみならず、近きん隣りんの市町村の住民をも巻き込んで、盛り上げに盛り上げて、そして、迎むかえた決戦当日。




　楢山町は快晴だった。

　雲ひとつ無い秋の青空を見上げた朋絵が、にっこり笑って、光明に言った。

「ホント、雲量ゼロ！　完かん璧ぺきに晴れたわね！　これって……あなたの、あの、てるてる坊ぼう主ず集団のおかげかしら？」

「かもしれない……とにかく、晴れて良かったと、心の底から思うよ」

　青空を背景に、日の光を浴びた白しら壁かべをくっきりと浮うかび上がらせるようにそびえたつ楢山城の天守閣を見上げた光明が、そう言って大きくため息をついたとき。運動公園のスピーカーが、カリカリという音を立てた。

「あ、そろそろ集合時間ね。みんな集まってるわよ、私たちも行かないと」

　朋絵の指差した先には、体操着の上に真っ赤なプロテクターを着込んだ楢山高校の生徒たちが整列し始めていた。

　頭部を保護するヘッドギアと手を保護するグローブは、装着すると蒸むれて暑いため、合戦が始まるまでみんな装着せずに紐ひもを伸のばして肩かたにかけたままにしている。

　その様子を眺ながめながら、朋絵が聞いた。

「プロテクターは、赤と黒があったけど、赤を選んだのはなぜ？　確かに派手でカッコいいけど、ちょっと派手すぎるって声もあるのよ？」

　朋絵の言葉を聞いた光明は、笑いながら答えた。

「歴史にあやかったのさ」

「歴史？」

「うん、戦国時代、武たけ田だ信しん玄げんの軍勢に武将や足あし軽がるの鎧よろいとか兜かぶとを、赤色で統一した山やま縣がた隊たいという精強な部隊があったんだ。武田家が滅ほろびた後、徳とく川がわ家いえ康やすの配下の井い伊い家がその部隊の生き残りを配下に加えて、赤備え、と呼ばれる有名な部隊を作っていたんだ。それにあやかって、赤を選んだんだ。全員が赤で統一した部隊って強そうに見えるだろ？」

「うん、でも、敵の樫森高校が、黒一色ってのも、それはそれで迫はく力りよくがありそうね」

「黒一色ってのは上うえ杉すぎ謙けん信しんだよな……確かに真行寺は上杉謙信っぽいイメージがあるから、似合いそうだな」

　光明がそう答えたとき。ワイヤレスマイクを持った霧島が、サブグラウンドに作られた特設ステージの上に立った。その特設ステージの中央には、幅五メートルはある巨大なメインスクリーンが置かれており、そこには、城の各所に設置されたテレビカメラの映像が映し出されており、スピーカーからは、その光景を実じつ況きよう中ちゆう継けいするアナウンサーの声と解説者の解説が流れるようになっていた。

　ステージの上に立った霧島は、苦笑いを浮かべて言った。

『すげえ舞ぶ台たい装置だな。なんとなく、ここに立つと、イエイ！　とか言わないとカッコつかねえような気がしてきたぜ……』

　整列していた楢山高校の生徒の間から声が飛んだ。

「言っちゃえ！　言っちゃえ！」

「今ならまだ、お客さんがいないから大だい丈じよう夫ぶ！」

「マイクテストだマイクテスト！」

　霧島は、にやっと笑って叫さけんだ。

『よーし、じゃあ言っちまうぞ！　みんなー！　楢山高校を残したいかーっ！』

　全校生徒が握にぎりこぶしを突つき上げて叫んだ。

「おおおーっ！」

『樫森高校は怖こわくないかーっ！』「おおおーっ！」

『真行寺は怖くないかーっ！』「おおおーっ！」

『何が何でも、楢山城を守り抜ぬくかーっ！』「おおおーっ！」

『俺たちは負けないかーっ！』「おおおーっ！」

　生徒たちに、十分気合を入れたところで、霧島はにやっと笑うと、右手で緑色のチケットのようなものをかざした。

『我ら楢山高校の存続のために、決戦に赴おもむく諸君らに褒ほう美びがある！　我々の志に賛同してくれた、楢山町商工会とウサギヤからだ！

　この戦いで、最も功労のあったものに、楢山町商店街共通商品券五万円分！　それに次ぐ者に二万円分！　さらに、諸君らに参加賞として、ウサギヤのフードコートにおいて、チャーシューメン、チャーシュー増し増し一いつ杯ぱいが無料で支給される！　女子にはさらに、スイーツコーナーのケーキ一品追加だ！　これは、勝敗に関係ない！　俺たちは、勝っても負けても食える！　だが、どうせなら、勝って、笑え顔がおで食おうではないか！』

「うぉおおおおおおおおーっ！」

　その歓かん声せいは、今までのどれよりも大きかった。

「霧島のヤツ、盛り上げるなあ」

「あら？　仕し掛かけたのはあなたでしょ？」

「え？　なんで知ってるの？」

　驚おどろく光明を見て、朋絵はにっこり微笑ほほえんだ。

「商工会を巻き込んだついでに、親父おやじさんに直じか談だん判ぱんしてたって、宇佐見くんから聞いたわよ」

「口が軽いなあ、あいつ」

「全校生徒のチャーシューメン、チャーシュー増し増しの代金のほうが、全国ネットのテレビにＣＭ打つよりはずーっと安上がりのはずだ、って電でん卓たく片手に説得されて、親父さんも、うん、と言わざるを得なかったみたいね。フードコートのチャーシューメンの製造原価まで知られていたとは思わなかったとぼやいていたみたいよ」

「買い食い立ち食い同好会の中矢が教えてくれたのさ、原価はね」

　特設ステージの両側に掲かかげられている、清せい涼りよう飲料水のロゴマークを見ながら朋絵が聞いた。

「それにしても……ウサギヤのＣＭってどうやってやるの？　戦国祭りのメインスポンサーは大だい企き業ぎようになったって話だけど……」

「それは、楢山城に行けば分かるよ。あそこは俺たちのスタジアムみたいなものだからね」

　光明がそう言ったとき、朋絵の表情が急に変わり、何かを警けい戒かいするような目つきで、光明の背後を見つめた。

　──あれ？　誰だれか来たのか？

　光明が振ふり返ると、そこには、いつものように、ビジネススーツをきりりと着込んだ藍山が立っていた。

　見るからに『仕事ができる大人の女』というオーラを全身から漂ただよわせた藍山は、にっこり笑って、光明に聞いた。

「ついに、この日が来たわね……いろんな大人たちの思おも惑わくを巻き込んで、あっという間に、こんな大イベントにしちゃった張本人としては、最高の気分じゃないの？」

「そうですね。これで勝てたら、文句無しに最高の気分でしょうね」

　笑って答えた光明を見た藍山は、さりげなく言った。

「そっか、そうよね。あなたは、この戦いに勝つことが目的なんだものね。勝たなきゃ最高の気分にはなれないわよね……」

　そして藍山は、メガネの奥にある、切れ長の目に妖あやしい光を宿しながら言葉を続けた。

「……私なら、あなたを最高の気分にすることができるわよ、所光明クン……」

「え？」

　光明が思わず目を見開いたとき、後ろにいた朋絵が光明の腕うでを引っ張って叫んだ。

「光明！　ダメよ！」

「あら？　何で早乙女さんが否定するのかしら？　私は、楢山高校の勝利を確実にする方法がある、って言っているだけよ？」

「ダメなものはダメなんです！　藍山さんは大人なんですから、光明に変なちょっかい出さないで下さい！」

　藍山は妖よう艶えんに微笑んだ。

「大人だからこそ、興味があるんじゃない。高校生くらいの女の子なら、それこそ、カッコイイスポーツマンのイケメンの男の子に興味があるんでしょうけど、大人の女は、そんなものに興味を示さないの。大人の女はね、男の子の甲か斐い性しように興味があるのよ」

「甲斐性？」

「そうよ、人の上に立つ能力とでも言えばいいかしら？　言っておくけど、サル山のボス猿ざるとか、お山の大将みたいに、ケンカが強けりゃいい、力が強けりゃいいってのとは違ちがうわよ。

　甲斐性ってのはね、みんなに認められる能力なのよ。この人のために何かをしよう！　とみんなに思わせる能力のことよ。

　どんなにケンカが強い人でも、千人を相手に戦って勝てるわけがないわ。でも、からっきしケンカが弱い人でも、この人のために戦おう、と言ってくれる仲間を一万人集めることができれば、その人は千人を相手に戦って勝てるのよ……所クンのようにね」

「そ……それくらい私だって、わかってます！」

「あらそう？　だったら、もっとしっかり、本気でつかまえておかなくっちゃダメよ。なりふり構っている場合じゃないわよ。この年で、甲斐性持ってる男の子って、すっごい希少価値なんだから……」

　藍山は悪戯いたずらっぽく笑って答えた後で、光明に向き直った。

「さっきの話は冗じよう談だんでも何でもないのよ所クン。楢山高校を勝たせて、最高の気分を味わいたいのなら、私について来てちょうだい、時間は取らせないわ」

「わかりました」

　うなずいた光明を見て、朋絵が悲鳴にも似た声を上げた。

「光明！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、別に取って食われるわけじゃない。それに、勝てる方法があるのなら、どんな方法でも聞いておいて損は無いからね」

　光明は笑いながらそう言い残し、藍山の後を追った。

　藍山が光明を連れて行ったのは、運動公園の一角に建てられたプレハブの建物だった。

　周囲には、テレビの中ちゆう継けい車や電源車に良く似た白いトラックが何台も並び、プレハブの建物の脇わきには、鉄骨で作られた組み立て式の携けい帯たい電でん話わの中継アンテナによく似た円えん筒とう形の籠かごのようなアンテナが二本立てられている。

　プレハブの建物の中に並んでいる液えき晶しようモニターと折りたたみ式の机の上に並んでいるキーボードを指差して藍山が言った。

「ここが、例のセンサープロテクターの情報をすべて集中管理しているメインコントロールセンターよ。楢山高校と樫森高校の全校生徒が着ているプロテクターのセンサー情報を、ここで一いつ括かつして管理しているわ。何人が戦って、何人がダメージを受けて、何人が戦せん闘とう不能になったのか、リアルタイムで集計して、その数字をそのままサブグラウンドのメインスクリーンの左右にある電光掲示板に表示することになっているわ。これだけ狭せまい地域の中で動く二千人近い人間一人一人のデータを、同時に無線で送受信して管理しているってわけ……」

　藍山はそこで言葉を切ると、ゆっくりと光明に向き直った。

「これが、どういう意味か分かる？」

「どういう意味って？」

「つまり、あなたたちの戦いの結果を、私はここで自由に操作できるってことよ。敵のヒット率を減らすこともできるし、逆に楢山高校のヒット率を上げることもできるわ……これが私が言っていた、確実な勝利の方法よ」

　無言のままの光明を見て、藍山はちょっと意外そうな顔になった。

「どうしたの？　嬉うれしくないの？　あなたたちは確実に勝てるのよ？」

　二呼吸ほどの時間の沈ちん黙もくの後、光明は静かに答えた。

「お気持ちは……ありがたいのですが。遠えん慮りよさせていただきます……」

「なんで？　あなたは勝つために、あれだけの人を巻き込んで、人を使って来たんじゃないの？」

　藍山はそこまで言ってから、はっと気がついたように目を見開いた。そして、小さくうなずくと、微び笑しようを浮うかべて言った。

「もしかして……警けい戒かいしているの？　私が、なぜ、あなたたちに肩かた入いれするのか、その理由が理解できないから？　なら、安心して。あなたたちが勝つことが、三町合がつ併ぺいという私の目的と一いつ致ちしたから、私はあなたのこの企き画かくに乗ったのよ。

　楢山高校が負けて廃はい校こうになっても、樫森高校の学がく閥ばつと桜川女子高校の学閥は変わらないわ。地域のボスが相変わらずのさばり続けるだけよ。でも、楢山高校が勝てば、今度は樫森高校と桜川女子高校の両方が共学校になるために嫌いやでも努力しなくちゃならないハメに陥おちいるわ……その大おお騒さわぎの中で、感情的な反発だけでは何もできない。相手を認めて、譲ゆずり合わない限り、何一つ前に進まない、ってことを知るでしょう。既き存そんの枠わく組ぐみの枠を一度取り払はらうために、あなたたちを勝たせたいのよ」

　光明はうなずいた。

「藍山さんのお考えは良くわかりました。俺たちに味方してくれるその理由も……実にありがたいと思っています。藍山さんのような方のお力ちから添ぞえがあれば、俺たちは勝てるでしょう……でも、やはりお断りします」

「もしかして、この事実が漏もれることを心配しているの？　だったら安心して。このことを知っているのはあなたと私だけだわ。絶対に口外しないし誰だれも気がつかないわ！」

　力説する藍山を見て、光明は、言葉を探すようにゆっくりと答えた。

「……なんと言ったらいいのか、俺にも良くわからないんですけど……それをやったらおしまいだ、って気がするんです。確かに、勝つためには何でもやるべきなのかもしれませんし、実際ここでデータを操作すれば勝てますし、そして、それは誰にもわからないかもしれません。でも、俺が知っている、ってことは、ずっと俺は俺に向かって、死ぬまで『勝つためには仕方なかったんだ』って言い続けなくちゃならないってことなんじゃないかって思うんです。

　そんなことを恐おそれるなんて馬ば鹿かだ、そんなのはガキのたわごとだ、もっと強くならなくちゃ人生を勝ち抜ぬけない。そう思われるかもしれません……きっと、そうなんだと思います。でも、これって……この高校の存亡を賭かけた高校生同士の大決戦ってイベントは、その、ガキのたわごとから始まったんです。だから、俺はガキのたわごとで終わらせたっていいんじゃないかって思うんです……」

　光明は藍山を見て、ふっと笑った。

「さっき藍山さんは、朋絵に向かって甲か斐い性しようの話をしたじゃないですか。甲斐性ってのは、みんなに認められる能力なんだ、この人のために何かをしよう！　とみんなに思わせる能力のことだ、って……俺もそう思います。実力って、他人の力だって、他人にどれだけ助けてもらえるか、どれだけ多くの他人を動かせるか、それが実力なんだって。

　でも、他人の力を借りる、他人の力を使うってことと、他人を利用するってのは、ちょっと違ちがうような気がするんです。他人の力を使うときに、目的や、手段や、そういったところに不誠実な部分があっちゃいけないような、そんな気がするんです……」

　藍山は複雑な表情でつぶやいた。

「……どんな不誠実な手段でも、人の力さえ集めれば、どんなことだってできるわ。お祭りや災害ボランティアみたいな、いいことだけじゃなく、もっとネガティブなこと……そう、戦争だって暴動だって大量虐ぎやく殺さつだってやれるわ。力が集まったという事実さえあればいい、手段が誠実か、不誠実か、なんてことに意味はない。それが現実よ」

「ええ、そうです。それが現実です。これは俺がそう思うというだけのことなんです……俺が不誠実な部分があっちゃいけない、って思う理由は……そうですね。美味うまいメシが食いたい。それだけのことなのかもしれません」

　そう言って笑った光明を見て、藍山は目を見開いた。

「……美味いメシ？」

「ええ、人に言えない、うしろ暗い隠かくし事を抱かかえて、いやな気分のまま食うメシってまずいじゃないですか。俺は世間知らずのガキで……ガキだからこそ、こんなことが言えるのかもしれませんけど……でも、これって、結構大切なことのような気がするんです」

　藍山はしばらく黙だまったまま、考え込んでいたが、やがて、小さな声で、ふふっ、と笑った。

「そうね、あんたの言ってるのは、理想論で青臭くて、現実社会に通用しないようなたわごとだ！　って、私の中で怒ど鳴なってるもう一人の私がいるけど、そいつ、追い詰つめられて逆切れしているみたいに見えるわ。きっと、あなたが言っていることが理にかなっているって、自分でもわかっているからだと思う……」

　藍山は顔を上げて光明を見た。

「ねえ、所クン。あなた、官かん僚りようになる気はない？」

「俺がですか？」

　目を丸くした光明を見て、藍山は笑った。

「あなたみたいな人間が官僚になって、この国に影えい響きようを与あたえて欲しいの。たとえたった一人でも、そういう考えを持った人間が国を動かす人たちの中にいないと、きっとこの国は変な方向に行っちゃうような気がするわ」

「えーと、なれるかどうかわかりませんけど……考えておきます」

　頭を搔かいて答えた光明を見て、藍山は話題を変えるように、小さくぽん、と、手を叩たたいて言葉を続けた。

「じゃあ、これで話はおしまいよ。勝利の秘策は、なかったことにするわ……」

「お心こころ遣づかいだけ、ありがたくもらっておきます」

「いいのよ……あなたに言われて目が覚めたわ。私も美味おいしいご飯を食べたいものね……早く戻もどって、早乙女さんを安心させてあげなさい、あの子、きっと、いても立ってもいられないくらいやきもきしているはずだから」

「わかりました……じゃあ、失礼します」

　光明が一礼して、プレハブのドアを開けて外に出たとたん、声が飛んできた。

「何やってたのよ！　この中で！」

「うわ！」

　そこには、目に半分涙なみだを溜ためた朋絵が立って、光明をにらみつけていた。

「何って……見てのとおり、ここはセンサーシステムのメインコントロールセンターだよ。他ほかに何もありゃしないって！」

「……ホント？」

「ホントだよ、確かに藍山さんに、まあ、いろいろ誘さそわれたけど……断ったよ」

「誘われた!?」

　一いつ瞬しゆん目を見開いて顔を赤くした朋絵を見て、光明はすべてを理解した。今までのやり取りと、朋絵の言動、そのすべてを。そして、それと同時に、朋絵のあまりの勘かん違ちがいぶりに、思わず声を上げて笑ってしまった。

「何がおかしいのよ！」

「ははは、だって、考えてもみろよ、藍山さんみたいなバリバリのやり手の女性官僚が、俺みたいな一いつ介かいの地方の高校生なんか相手にするわけがないじゃないか！」

「だって……いま、誘われた、って……」

「将来、官僚にならないか？　って誘われたんだよ」

「官僚に？」

　朋絵が目を丸くしたそのとき、ガチャリ、とプレハブのドアが開いて、藍山が顔を出した。

　驚おどろく朋絵に向かって、藍山は微び笑しようを浮うかべて言った。

「そうよ、大人の手練手管を使って、くどいてみたけど、落とせなかったわ。でもね、あきらめたわけじゃないわ。あなたが、ぐずぐずしていたら、いつでも搔っ攫さらいにくるわよ？」

「そんなのダメです！」

「じゃあ、しっかりつかまえておきなさい。こいつは私のものーっ！　って宣言して、逃にげられないようにしておくことね。どこにでもいるお寺のハトやスズメみたいな男なら、居ついて飛んでいかないかもしれないけど、鶴つるとか鷹たかみたいな男は、押さえとくのが大変なんだから」
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　藍山は、悪戯いたずらっぽく笑ってそう言った後で腕うで時ど計けいを見た。

「そろそろリハーサルが始まる時間よ。樫森高校が来る前に配置しなくちゃいけない部隊とか、あるんでしょ？」

「どうしてそれを？」

　驚く光明を見て藍山は笑った。

「このイベントに関する情報は全部把は握あくしているのよ。だから、美術スタッフがベニヤ板と塗と料りようを使ってなにを作ったかなんてのも分かるの……樫森高校の連中は、そこまで気が回ってないみたいだけどね」

「ああ、あのパネルの件ですね……」

　ほっとしたようにつぶやいた光明を見て、藍山は、一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような表情になった後で、にやっと笑った。

「……そっか。どうやら私の知らない隠かくし球を、あなたはちゃんと用意しているってわけね。その自信あっての、あの言葉ってわけか……わかったわ。もう何も言わない。私も楽しみにしてるわよ、あなたの……その隠し球とやらをね！」




　午前十時。

　太陽がゆっくりとその位置を変え、もはや朝日と呼ばれない高さにまで昇のぼっていた。

　相変わらず、雲ひとつ無い完かん璧ぺきな青空の下もと、楢山城とその周辺にある楢山城じよ址うし公園には、すでに五万人を超こえる見物客が集まっていた。

　特設ステージで繰くり広げられている売り出し中のアイドルタレントと新人歌手の新曲のキャンペーンを兼かねたトークショーなどを見ながら、見物客たちは一時間後に始まる楢山高校と樫森高校の模も擬ぎ合戦を心待ちにしていた。

「いよいよ決戦ね……」

　楢山城の天守閣の最上階の部屋から窓の外を眺ながめていた、白い袴はかまに白い道着という弓きゆう道どうの装束を着て、長い黒くろ髪かみを後ろでまとめ、額にきりりと白い鉢はち巻まきを締しめた朋絵がつぶやいた。

　朋絵の耳に、霧島の声が聞こえて来たのはそのときだった。

「いいか！　一年生諸君！　君たちの部隊は、敵である樫森高校の生徒たちが、この戦国祭り会場に来る前に本隊より分かれ、合図があるまで、あるところで待機していてもらう！　君たちがこの決戦の切り札になる！　俺たちの楢山高校を守るためにがんばろう！」

「おーっ！」

　城の二の丸に集まっている一年生部隊を見下ろした朋絵はつぶやいた。

「勝てるかしら……」

　朋絵のつぶやきに光明が笑いながら答えた。

「勝つつもりで、みんなを引っ張り込んだのは君だろう？」

「確かにそうね。私は、この楢山高校を残したいと思った。だから、生徒総会で、みんなに呼びかけたんだもの……楢山高校を残すために戦おう、って……でも……こんなことになるなんて思ってもいなかった。二つの高校の生徒が、自分の高校の存続をかけて、生徒全員で戦国時代の格好で、城しろ攻ぜめの模擬合戦をすることになるなんて……」

「確かにね……でも、これは、何かをしよう、なんとかしよう、と思った結果だよ。何もしないより、ずっといいじゃないか！」

　光明はそう言うと、部屋の中にずらりと置かれた七台の液えき晶しようモニターを指差した。それは、この楢山戦国祭りの戦場となる楢山城の城じよう郭かく内部と、その前に広がる運動公園に配置されている七台のテレビカメラが映し出すリアルタイムの映像だった。

「ここに映っている人たちの顔を見てごらん、みんな楽しんでいるじゃないか。お客さんは、面おも白しろいイベントを見ることで楽しんでいる。うちの高校の生徒も樫森高校の生徒も、面白がって張り切っている。見物客が買い物をしてくれるので、商工会の人たちも喜んでいる。楢山町の町長は、楢山町が有名になって、観光客が来てくれるので喜んでいる。このイベントで損をする人は誰だれもいないんだぜ？　みんなが得をするなんて……こんなすばらしいことは無いと俺は思うんだよな」

「そう、そうよね。私は誰かを困らせたわけでもないし、誰かを不幸せにしたわけじゃないものね……世の中って、誰かが得をした分、誰かが損をする、そんなことばかりじゃないよね。誰かが幸せになったからって、自分の幸せが減っちゃうわけないものね。幸せで、楽しく生きている人は、不幸せで楽しくない人の分の幸せや楽しさを奪うばったわけでもなんでもないんだものね」

「そうそう、だから胸張ってりゃいいんだよ、小さくたって胸は胸だ」

「なにか今、さらっと、すごく失礼なことを言われたような気がするわ……」

　朋絵が、そう言って光明をにらんだとき、部屋にテレビカメラを持った撮さつ影えい班が入って来た。

「どうもー！　開戦の鏑かぶら始めのシーンの撮影に来ました！」

「え？　もう鏑矢を射るんですか？」

　撮影班のリーダーである藤村ディレクターは、あわてて首を振ふった。

「いえいえ、カメラテストですよ、ここで撮とった映像がちゃんと調整室に中ちゆう継けいで送られているかどうか確かく認にんするためです。袴姿にきりりと鉢巻を締めた理知的な美人の生徒会長が、生徒たちを率いて高校存亡をかけて戦う……攻せめ手は精せい鋭えいの男子生徒を擁ようする男子校。はたして、この戦いの結末は！……という、今回のイベントのシチュエーションを象しよう徴ちようする、大事な冒ぼう頭とうシーンですからね。で？　早乙女さんは、どこに立って弓を構えるわけですか？」

「はい、その窓の外にあるベランダのようなところに立って、運動公園に布ふ陣じんした樫森高校の軍勢に向かって鏑矢を射ることになります」

「矢を射るって……危なくないんですか？」

「射る矢は、鏑矢といいまして、先せん端たんに木で作られた円えん筒とう形の笛がついている矢なので、刺ささる心配は無いんです。それに……とても運動公園までは届かないと思いますので」

　朋絵がそう言って運動公園の方を指さしたとき、そっちの方角から、いくつものほら貝を吹ふき鳴らす、ぶぅおぉぉぉぉぉ！　ぶぅおぉぉぉぉぉ！　という音が聞こえて来た。

　それは今までＢＧＭとして城内に配置されたスピーカーから流れていた効果音とはまったく違ちがう、リアルな音だった。

　光明が室内に置かれたモニターの一つを指差して言った。

「攻め手の樫森高校が到とう着ちやくしたみたいだね。見ろよ、馬に乗った真行寺がいるぜ」

　光明の言葉のとおり、モニターには、紺こん色いろの学生服の上から、黒色のプロテクターを着込んだ樫森高校の生徒たちが、隊列を作って歩いてくる光景が映し出されていた。

　背中に旗指し物を立て、それぞれに棒や、物を入れる箱を背負った樫森高校の生徒の隊列は、まさしく戦国時代の武将の着ちやく到とうの様子を再現しているようだった。

　運動公園にやってきた樫森高校の生徒たちは、その場に荷物を下ろすと、背中に白い小さな旗を立てた人間の指示に従って、一いつ斉せいに動き始めた。

　あるものは、地面に杭くいを打ち棒を立て、あるものは床しよう机ぎと呼ばれる折りたたみ式の椅い子すや机を取り出して並べた。

　そして、箱の中から取り出したのは大きな白い幕だった。

　生徒たちが、樫森高校の校章が染め抜ぬかれた大きな幕を広げ始めた頃ころ、特設ステージの、巨きよ大だいなメインスクリーンの脇わきにある、実じつ況きようブースでは、アナウンサーの実況が始まった。

『双そう方ほうの陣じん触ぶれを告げるほら貝の音とともに、いよいよ合戦が始まります！　ここ、楢山城じよ址うし公園では、この楢山戦国祭りのメインイベントとなる、楢山高校対樫森高校の高校存亡をかけた世紀の一戦が始まろうとしています！　我々の目の前にあるメインスクリーンには、楢山城内に設置された七台のテレビカメラ、そして運動公園に設置されたクレーンカメラによる迫はく真しんの映像が映し出されることになっております！　スクリーンの上部中央に表示されている数字は攻こう防ぼう戦せんの残り時間、そして左右の電光掲けい示じ板ばんに出ている六一五という数字は、楢山高校、樫森高校双方の現在の生徒数を意味しております』

『六百十五名、ということですね？』

　アナウンサーの横に座っている、スキンヘッドの、どこか古武士を思わせる眼光の鋭するどい中年男が聞いた。

『はい、そういうことです。合戦が進み、討うち取られた生徒の数が増えるに従って、あの数字はどんどん減っていくわけです、さて、いやがうえにも盛り上がるこの戦国高校決戦！　実況は、私、古ふる谷や修しゆう一いち、そして、今回は解説者として、戦国時代を舞ぶ台たいとしたゲームソフト「センゴク・レジェンド」の監かん修しゆうもなさっている、赤あか銅がね太ふとし先生にお越こしいただきました。赤銅先生、よろしくお願いします』

『よろしくお願いします』

　スキンヘッドの中年男が頭を下げた。

『さて、さっそくですが、赤銅先生、戦場に到着した樫森高校が、なにやら始めましたが、あれは何をやっているのでしょう？』

『あれは、陣じん幕まく、と呼ばれるものですね。日本では古来より、ああやって幕を張って陣地にしていたわけです。戦国時代には携けい帯たい電でん話わはありませんから、情報はすべて人間が届けなくてはならないわけです。大規模な陣を張るときには、ああやってどこに総大将がいるのかを知らせておかなくては、伝令が、どこに情報を届けていいかわからなくなってしまうからですね』

　メインスクリーンの中には、地面に敷しかれた緋ひ毛もう氈せんの上で、黒いプロテクターに身を固めた真行寺が、鹿しかの毛皮が敷かれた床机に座っている光景が映っていた。

　真行寺の持つ杯さかずきに、本俵がひしゃくのようなものから、白く濁にごった半はん透とう明めいな液体を注ぎ始めると、その映像にアナウンサーの声がかぶった。

『赤銅先生、あれは何をやっているのでしょうか？』

『あれは、いわゆる出陣の儀ぎ式しきですね。これは伊い勢せ流とよばれる作法で、大将は出陣の前に、打ちアワビ、勝かち栗ぐり、干し昆こん布ぶの三つの縁えん起ぎ物を食して酒を飲むことになっています』

『なぜ、その三つなんですか？』

『打って勝って喜ぶ、という語ご呂ろ合あわせですね』

『駄だ洒じや落れみたいな話ですね』

『まあ、ゲンを担かつぐというやつですね。ああ、今、酒を注ついでいますね、あれは細く二回、大きく一回注ぐことになっていまして、これを鼠そ尾び鼠そ尾び馬ば尾びと注ぐ、と言います。つまり、鼠ねずみの尻尾しつぽのように細く二回、馬の尻尾のように一回注ぐわけです』

『えーと、手元にある資料によりますと、あそこで注がれているのは、スポーツドリンクだそうです。決してアルコール類ではないので御ご安心を、とのことです。まあ高校生ですからあたりまえですけど』

　やがて、酒に見立てたスポーツドリンクを飲み干した真行寺は、座っていた床机から立ち上がると、鹿の毛皮の上で四し股こを踏ふむように踏ん張り、左側に立っていた控ひかえの者から白いセンサーバトンを左手に受け取り、右手に黒い軍ぐん扇せんを開いた。

　そして、芝しば居いがかった手つきでその軍扇を大きく掲かかげると、大きな声で、

「えい！　えい！」

　と叫さけんだ。

　すると、間かん髪はつをいれずに、樫森高校の全員が、声を合わせて応こたえた。

「おう！」

　真行寺はもう一度叫んだ。

「えい！　えい！」「おう！」

『みごとな、鬨ときの声ですね。日本戦陣作法事典によりますと大将の叫ぶ、えい！　えい！　というのは、これより出陣である、皆みなのもの用意はよいか？　という問いかけで、兵が応える、おう！　というのは、用意はできております！　という意味なのだそうです。あの声を聞いて、いよいよ出陣というわけです』

　解説者がそう言ったとき、画面が切り替かわってメインスクリーンには、赤いプロテクターを着けた楢山高校の生徒たちが映った。

『一方これは、城を守る楢山高校の側ですね。こちらはああいった儀式は行わないようですね』

『ええ、こちらは城から打って出るわけではありませんので、おそらく城内の兵士の士気を高める檄げき文ぶんを読みあげたり、演説をするのでしょう』

　赤いプロテクターに身を固めた楢山高校の精せい鋭えい……剣けん道どう部、柔じゆう道どう部、空手部という体育会系の三年生部員が、片かた膝ひざついて囲む、その中央に仁に王おう立ちした霧島が、手に持ったセンサーバトンを天に向かって突つき上げて叫んだ。

『運は天にあり、鎧よろいは胸にあり、手て柄がらは足にあり！　されど運は一条にあらず！　その手で摑つかみ取るものなり！　この楢山は我らが地なり！　楢山の川、楢山の街、そして楢山の学び舎やは我らのものなり！　我らが早乙女姫ひめが守りし、この楢山城こそが、わが軍勢の戦場と心得よ！　いざ、皆のもの、出陣じゃぁ！』

『うぉおおおおおおおっ！』

　周りを取り囲んでいた百人の兵士が立ち上がり、一いつ斉せいに叫んだ。

　天守閣の最上階の部屋のモニターでそれを見ていた朋絵が、顔を赤くして文句を言った。

「なによあれ、有名な大河ドラマのセリフのパクリじゃない！……それに、なによ、あの早乙女姫って！」

　光明は笑いながら首を振ふった。

「いやいや霧島が言うとサマになってるよ、カッコイイじゃないか……それと、うちの高校の生徒の間じゃ、とっくに君のあだ名になってるんだぜ、早乙女姫ってのは」

　朋絵は頰ほおを染めて目を見開いた。

「うそ！」

「ホントだよ……でも、君のご先祖様は歴代の家老職で、君の家に生まれてきた女の子は、早乙女さおとめの姫ひめ様さまって呼ばれてきたんだから、間ま違ちがっちゃいないだろう？　気分だよ気分」

「……あんたの差し金ね？」

　睨にらみ付ける朋絵を見て、光明はあっさりうなずいた。

「うん。でもさ、どうせ戦うなら、お姫様を守るために戦った方がカッコイイじゃないか。自分を主人公にした自分のための物語が作れるって機会はめったにないんだからさ」

　画面には、霧島率いる精鋭百名が大手門から出て、門を守るように並ぶところが映し出されていた。

「さて、合戦開始だ。君の射る鏑かぶら矢やの音が合図になる。頼たのむぞ！」

「わかったわ！」

　朋絵はそう言ってうなずくと、愛用の弓を搔かい込んで窓から外に出た。

　すかさずカメラマンが後を追う。

　正午近くになって、少し風が出てきたのだろう、いつものポニーテイルよりも緩ゆるく束ねた朋絵の長い髪かみがふわっと揺ゆれた。

　秋晴れの空の下もとにそびえる白しら壁かべの天守閣の最上階に立つ白い弓きゆう道どう着姿の朋絵は、まるで戦国絵巻のように見えた。

　そのとき、運動公園に勢ぞろいした攻せめ手の樫森高校の軍勢の中から、真っ黒な馬に乗り黒いプロテクターに身を固め、ヘッドギアの代わりに繊維強Ｆ化プラＲスチックＰで作られた撮さつ影えい用の黒光りする兜かぶとをかぶった真行寺が現れた。

　──あれで黒いマントを身につけたら、まるでダースベイダーのコスプレね。

　朋絵がそんなことを考えたとき。

　真行寺は胸を張ると、大声で叫んだ。

「やあやあ我こそは、樫森高校の総大将真行寺正之その人なり！　遠くは耳に聞け！　近くば寄って目にも見よ！　両校の命運をかけたこの一戦、正々堂々と勝負勝負！」

　真行寺の声は、マイクを通さずにダイレクトに天守閣の最上階に立つ朋絵と光明のところまで届いた。

　朋絵は、意志を込めた強い目で、運動公園にいる真行寺を見つめると、小さく一礼してから、弓に鏑矢をつがえた。

　その朋絵の表情を見て、光明が聞いた。

「……どうするつもりだ？」

　目を閉じて、呼吸を整えながら、朋絵が静かに唱えた。

「わが早乙女家に伝わる戦せん陣じん訓くんいわく、まず緒しよ戦せんにて敵の総大将を討うち取るべし……」

「まさか……真行寺を狙ねらうつもりじゃないだろうな？　鏑矢ってのは、笛がついている合図用の矢で、当たっても刺ささるわけじゃないけど……危険だぞ！」

「ここから狙って当てるのは、まず無理よ。だけど、それくらいの気き迫はくで矢を射るべきだと思うの。あの大おお馬ば鹿かの首を取ってやる！　くらいの気持ちでね！」

　光明は、小さくため息をついた。

「やめておいた方がいいと思うんだけど……どうせ俺の言うことは聞く気ないんだろ？」

　呼吸を整え終えたのだろう、閉じていた目を開けた朋絵は、静かに言い放った。

「悪いけど……無いわ！」

　そして、朋絵は、はるか上空の一点をみつめて、弓をきりりと引き絞しぼった。

　ぴん、と張り詰つめた空気の中に静せい寂じやくが訪おとずれた。

　光明が、一呼吸、そして二呼吸目を数えたそのとき。

　しゅばっ！

　風の音を立てて鏑矢が放たれた。

　先せん端たんについている膨ふくらんだ笛が空気を巻き込み、ひゅるるるるる、という音を残し、白い矢羽根が青い空の中に突つき刺さるように消えて行った。

『さあ、攻め手の樫森高校の総大将、真行寺君の名乗りに対し、楢山城にたてこもる楢山高校側から、宣戦布告を意味する鏑矢が放たれました！　いよいよ開戦です！』

　メインスクリーンに大写しになった鏑矢を射る朋絵の姿に、実じつ況きようするアナウンサーの声がかぶった、次の瞬しゆん間かん。

　楢山城の天守閣の最上階から見事な放物線を描えがいて飛来した鏑矢が、馬に乗っている真行寺の兜のてっぺんにヒットした。

　ぽっこーん！

　鏑矢の直ちよく撃げきを受けたＦＲＰ製の撮影用の兜は、ポリバケツを蹴け飛とばしたときのような、どこか間ま抜ぬけな音を立てた。

　ＦＲＰ製の兜は、見た目は兜だが、軽量化することを第一に考えて作られているため、工事関係者などがかぶっている安あん全ぜん帽ぼうと呼ばれるヘルメットに比べるとはるかに薄うすく、衝しよう撃げきを和やわらげる加工はされていない。

　その外見重視の兜に、鏑矢の先端に取り付けられている円えん筒とう形の木製の笛が命中したのだからたまらない。真行寺の脳天を、木のハンマーで思い切り叩たたかれたに等しい衝撃が襲おそった。

　樫森高校の生徒が息を吞のんだ次の瞬間。

　馬上の真行寺の身体からだがぐらりと揺れ、そのまま鞍くらに崩くずれ落ちた。

「真行寺殿どの！」

　馬の脇わきに控ひかえていた本俵は、そう叫さけぶと同時に真行寺に飛びついて、上半身を支えた。

　その姿を見た周りにいた生徒会の幹部たちも、あわてて駆かけ寄ってきた。

　その光景が、メインスクリーンに大写しになったとき、運動公園の樫森高校の生徒たちと、楢山城にたてこもった楢山高校の生徒たちの両方から大きなどよめきが起こった。

「すげえ！　さすがは生徒会長だ！　敵の大将を討ち取ったぞ！」

「これで、あいつらの士気はガタガタになっちまうぞ！」

「勝てる！　この戦い、勝てるぞ！」

　楢山城の中から沸わき起こったどよめきは、そのまま大だい歓かん声せいに変わった。

　──いかん！　合戦が始まる前から、総大将が討ち取られたとあっては、全体の士気が下がる！……どうする？　どうすればいい？

　本俵は素す早ばやく脳内で考えを巡めぐらせた。

　──そうか！　矢が当たっても、センサーが作動したわけではない。真行寺殿は死んだことになったわけではないのだ！

　しかし……敵の矢が当たったことは事実だ。イメージとしては戦死に等しい……そうだ、この戦死のイメージを逆に利用するべきだ！　総大将が死んだことにする、とすれば……そうだ！　あれだ！　真行寺殿が桶おけ狭はざ間まの戦いに赴おもむく際の織お田だ信のぶ長ながのセリフを使うかもしれないと思って用意してあったあの小道具を使えばいい！

　本俵は、真行寺の介かい抱ほうを他ほかの幹部たちに任せると、懐ふところから取り出した、一玉がビー玉ほどもある大玉の銀の数じゆ珠ずを頭上に振ふりかざして叫んだ。

「見よ！　この数珠を！　諸君らの知っている真行寺殿は死んだ！　馬上にいるのは死せる真行寺殿ぞ！　生きると思えば死する！　死すると思えばこそ生きるものぞ！　真行寺殿の無念を晴らせ！　者ども！　いざ！　死ねやぁ！　死ねやぁ！」

　本俵の言葉を聞いた、生徒会の幹部たちが、声を合わせて叫んだ。

「無念を晴らせ！　弔とむらい合がつ戦せんだ！」

「真行寺殿に無様な姿を見せるな！　無念を晴らせ！」

　その声に呼応するように、樫森高校の全校生徒が叫んだ。

「無念を晴らせ！　無念を晴らせ！」

　やがて、馬から下ろされた真行寺が、目を開けた。

「……何があったんだ？」

「敵の放った鏑かぶら矢やが、脳天に命中し、軽い脳震しん盪とうを起こされたのです」

　本俵の言葉を聞いた真行寺は、小さく首を振った。

「いや、そうではない、この盛り上がりは何だ？　と聞いている」

「そ、それは……」

　本俵は、その場に片かた膝ひざをついて、頭を下げた。

「真行寺殿が気を失ったのを見て、とっさに織田信長の言葉を使って、動どう揺ようを抑おさえました。ここにおわす真行寺殿は、すでに死したる真行寺殿ぞ、生きると思えば死する、死すると思えば生きるものぞ、無念を晴らせ、この旨むね叫さけびましたところ、真行寺殿の弔い合戦として、全軍の士気が上がったものでございます！」

　上半身を起こした真行寺は、苦笑いを浮うかべた。

「そうか、私は死んだか。まあいい、全軍の士気の方が大事だ」

　ゆっくりと立ち上がった真行寺は、大手門の前を固める霧島以下百名の楢山高校の精せい鋭えい部隊を見ると、手に持った軍ぐん扇せんを振って叫んだ。

「鶴かく翼よくの陣じん！」

　どどどん！　どん！

　和わ太だい鼓こが一定のリズムを刻むのと同時に、樫森高校の生徒たちが「おう！」と叫んで一いつ斉せいに走り出し、一いつ瞬しゆんのうちに大きなＶ字形を作り上げた。

　その陣形を見回した真行寺は、満足げに微笑ほほえむと、一気に軍扇を振り下ろした。

「全軍突とつ撃げき！　包囲殲せん滅めつせよ！　かかれぇい！」

「うぉおおおおおおおお！」

　樫森高校の全生徒は、黒い津つ波なみとなって、大手門の前に布ふ陣じんした、楢山高校の三年生に襲おそい掛かかった。

　その光景を見ていた朋絵が、思わず叫んだ。

「うわ！　逆効果だったみたい！」

「だから言っただろう？　やめとけって……モチベーションを上げただけだよ」

「だって、まさか命中するなんて、思ってもいなかったんだもの、仕方ないじゃない！」

　大手門を守るために配置についていた霧島たち百人に、樫森高校六百人が襲い掛かろうとした、そのとき。

　大手門の中から楢山高校の生徒が十人くらい、両手を上げて、なにやら叫びながら、走り出してきた。

　モニターを見ていた朋絵が叫んだ。

「えっ？　あ？　あいつら新聞部の三上たちだ！　欠席扱あつかいされたくないから参加すると言っていたから人数に入れたのに、いきなり降参しちゃったの？」

　両手を挙げて、口々に「降参する！」と叫びながら飛び出してきた三上たちを見て、樫森高校の部隊の先頭が、戸と惑まどったように立ち止まったために、様子がわからずに走ってきた後方の生徒とぶつかって、あちこちで団子のようになり、綺き麗れいなＶの字を作っていた陣形があっという間に崩くずれてしまった。

「何事だ！　なぜ陣形が崩れたのだ！」

「敵から投降者が出た模様です！」

「投降者だと？」

　真行寺の疑問に答えるように、実じつ況きようが入った。

『ああっと、これは予想外だ！　なんと、楢山高校側から早くも投降者が出たようです！　まだ、合戦を始めてもいないうちから、降こう伏ふくする者が出るというのは実に幸さい先さき良くありません、これで楢山高校の士気は、かなり落ちるのではないかと思われます！』

『どうやら楢山高校は一枚岩ではないようですね……これでは先が思いやられます』

　モニターから流れる解説者の言葉に、朋絵は思わず言い返した。

「別に、あんたに思いやってもらえなくたっていいわよ！　それにしても三上のヤツ、あてつけみたいな真ま似ねを……」

「いや、あてつけそのものだろうね。世の中には他人を否定することでしか自分のアイデンティティーを保てないって人間もいるってことさ。まあ、最初から期待していたわけじゃないし、これで樫森高校が俺たちを烏う合ごうの衆しゆうだと馬ば鹿かにしてくれるなら、それは好都合だしね」

「なんでそんな風に冷静でいられるのよ！」

「軍師だからさ」

　光明が、さらりと答えたとき、樫森高校の総大将である真行寺が、再び号令を発した。

「陣形を組みなおせ！　突撃！」

　樫森高校の生徒たちは、再び陣形を組みなおすと、大手門の前に布陣した霧島たちの部隊に襲い掛かった。

　パン！　パン！　というセンサーバトンが相手を叩たたく音が聞こえたかと思った次の瞬しゆん間かん。ヒットを意味する『ピー！』という電子音があちこちで鳴り響ひびき、メインスクリーンの両側に表示された、戦せん闘とう可能な兵士の数を意味する数字が一気に動いた。

　その数字は一方的だった。樫森高校の生徒の数が一つ減る間に、楢山高校の生徒の数字が五つ減る。圧あつ倒とう的なキルレシオの差だった。

　メインスクリーンには、運動公園の脇わきに置かれたクレーン車に設置されたクレーンカメラによる、上空からの映像が映し出されていた。

　その光景は、黒い無数のアリの集団の中に落とされたイチゴキャンディのように見えた。

　赤いプロテクターを着けた楢山高校の生徒が、次々にヘッドギアについている赤いＬＥＤを点灯させ、両手を挙げて、戦場から離り脱だつしていく。

　合戦が始まって、まだ数分しか過ぎていないのに、大手門の前に布陣していた楢山高校の生徒の半数が戦闘不能となっていた。

　その数字を見た光明が唇くちびるをかんだ。

「くそ……早すぎる！　もう少し持ちこたえてくれるかと思ったんだが、戦力に差がありすぎる……三人一組のフォーメーションでやられると、もうどうしようもない……全ぜん滅めつする前に撤てつ収しゆうするように霧島には言ってあるんだが……」

「大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「霧島のことだ、ちゃんと引き際ぎわは心得ていると思う……」

　天守閣の最上階にいる光明が、そう言ってうなずいたその頃ころ。




「すっぱーん！」

　見事な一いち撃げきが、黒いプロテクターの肩かたに決まった。

　ヘッドギアの赤いＬＥＤが点灯したその樫森高校の生徒は、悔くやしそうに首を振ふると、戦場を離脱した。

　しかし、目の前の敵を倒たおした霧島の前にはすでに次の敵が押し寄せて来ていた。

「勝負！」

　そう叫さけんで、センサーバトンを大上段に振りかぶった目の前の敵の胴どうを、霧島は目にも止まらぬ太た刀ち筋で、横一文字に抜ぬいた。

「遅おそい！」

　すぱこーん！　という音と共に、その生徒のヘッドギアのＬＥＤが赤く光った。

　胴への一撃は、一回で戦闘不能と見なされる。

「くそ！」

　──くそ！　って言いたいのはこっちだぜ！　倒しても倒してもきりがねえ！　こっちの残りはもう半分もいねえのか……そろそろ撤収する潮時かな？

　霧島が周囲を素す早ばやく見回したとき、後ろから長篠の声が聞こえた。

「慶児！　無理しないで下がって！　後は門の中の私たちに任せて、本丸へ！」

「わかった！」

　霧島はそう答えると、周りにいた部下たちに向かって叫んだ。

「引け、道を明けろ！　門を明け渡わたせ！」

　周りに生き残っていた楢山高校の生徒たちが、一いつ斉せいに片方に身を寄せ、攻せめ手の前に、門までの道が開いた。

　攻め手の生徒は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いた後で、門に駆かけ寄って、門もん扉ぴを、ぱん！　と叩いた。

　ピィーッ！

　大手門の脇に立っていた、白いブレザーを着た審しん判ぱん員いんが赤い旗を上げて笛を吹ふいて怒ど鳴なった。

「戦せん闘とう終しゆう了りよう！　五分間の休戦の後、開門します！」

　大手門の前に集まっていた樫森高校の生徒たちの間に歓かん声せいが上がった。

「やったぞ！」

「門を落とした！」

「まだ十分も経たってないぞ！」

　その声を聞きながら、生き残った霧島たちは、小さく開いた門の扉とびらの間を抜けて、城内に入った。

　大手門の大きな両開きの扉の内側には、長篠と、その部下である一年生の女子たちが集まっていた。

「ご苦労様です！」

「これを飲んで、一休みしてください！　冷えてますよ！」

　一年生の女子たちが口々にそう言いながら差し出すスポーツドリンクを受け取った霧島たちが、思わず相好を崩くずすと、横でその顔を見ていた長篠が、不機き嫌げんそうに言った。

「何をデレデレしてんのよ！　その子たちは、あんたらを骨ほね抜ぬきにするために、そんな格好しているんじゃないんだからね！　一息ついたら、とっとと本丸の防衛隊に合流しなさい！」

「いいじゃねえか、戦士の休息だ。ちっとぐらい、他ほかの女の子にちやほやされたからって、そんなにわめくな」

　霧島がそう言い返したその頃、メインスクリーンには、大手門の前に四列縦隊の突とつ入にゆう隊形をとりつつある樫森高校の攻め手の映像が映し出されていた。

『大手門前の攻こう防ぼう戦せんは、現在五分間の休戦中であります。門の攻防戦は、万が一あの大きな門扉に挟はさまれれば実に危険ですから、今回は、開門ルールというルールが採用されました。攻め手の人間が、門扉にタッチした時点で、攻防戦は一旦ストップします。五分間の休戦の後に、今度は門扉が開けられた状態から攻防戦が再スタートすることになります。

　攻め手の樫森高校は、開戦わずか八分四十五秒でこの大手門の攻防戦を終了させております。守り手の楢山高校の損害は六十二名、攻め手の樫森高校の損害は三十八名。

　序じよ盤ばん戦せんは、時間、損害、ともに樫森高校が有利に戦いを進めているようですが、いかがなものでしょう、赤銅さんは、どう見ますか？』

『そうですね、確かにこの時点では樫森高校が有利ですが、まだ序盤戦ですから。それに楢山高校は最初からそれを見み越こしてかなり少ない戦力で大手門を守っていました。本来攻こう城じよう戦というのは城の中に入って、城の地の利を使って戦うものですから、そう考えれば、この後、城の中に入ってから、本当の戦いが始まるのではないでしょうか？』

『樫森高校は、隊列を組んでいますが、あれはどういう意味があるのでしょう？』

『ええ、城の中は狭せまいですから、先ほどのように総がかりで攻めるわけにはいきません。ですからああやって、部隊をいくつかに分けて、攻め込むのだと思います』

　解説者の言葉を聞いていた真行寺は、傍かたわらに立つ本俵を見て聞いた。

「お前はどう見る？　本俵」

「はっ、私もあの解説者とほぼ、同意見かと……漏もれ聞いた情報によりますと、楢山高校は、あの所光明なる副会長の指揮の下もと、城内に様々な計略を仕組んでいるようであります。

　最初は単なる地方のお祭りのイベントの一つでしかなかったこの模も擬ぎ合戦を、復元した城を使った攻城戦に仕立て上げ、あまつさえ、スポンサーを呼んできて、これほどまでに大おお掛がかりなものにしたその手しゆ腕わん、只ただ者ものではありません。この先の戦い、心して進むべきと思われます」

　真行寺はうなずいた。

「確かにお前の言うとおりだ。普ふ通つうの人間には、こんなことは思いつかん。もし、思いついても、それを実行に移す方法がわからん。だが、所光明なる男は、これを思いつき、そしてそれを実行してみせた。間ま違ちがいなく傑けつ物ぶつであろうな……」

　そして、真行寺は、ぐい、と顔を上げると、目の前に整列し終わった樫森高校の生徒たちに向かって大声で叫さけんだ。

「よいか！　我らはこれより敵の城内に侵しん攻こうする！　この先は敵の陣じん内ないである！　いたずらに進むことのみを考えず、周囲の状じよう況きように気を配り、確実に進め！」

「おおおおぅ！」

　樫森高校の生徒たちが右手を高々と挙げて、真行寺の言葉に応こたえたそのとき。

　ピィーッ！

　五分間の休戦の終了を告げる審しん判ぱん員いんの笛の音が響ひびき渡わたり、決戦の舞ぶ台たいはついに楢山城内へとその場所を変えた。
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　大きな黒い鉄の鋲びようが打たれた大手門の扉が、ゆっくりと開いていく。

　門の手前に整列した攻せめ手の黒いヘッドギアの後ろから、クレーンカメラが門の中に向かってズームしていく映像が、メインスクリーンに映し出された。

『さあ、いよいよ大手門が開こうとしています！　門の中にはおそらく、楢山高校の精せい鋭えい部隊が待ち構えていることでしょう！　ここから先は楢山城内に配置した七台のカメラの映像を駆く使しして、城内の戦いを余すところ無く皆みな様さまにお伝えしたいと思います！』

　アナウンサーの実じつ況きようが流れるのと同時に、メインスクリーンに映ったのは……。

　絶対領域ギリギリの制服のスカートと、黒いニーソックスの間に挟まれた、まぶしいほどの白い太ももを、これでもかと見せ付ける女の子たちだった。

　にっこり笑って手を振ふる芽衣と、恥はずかしそうにスカートの裾すそを押さえる麻衣の二人がメインスクリーンに大写しになったのを見て、本俵のあごが、かくん、と落ちた。

　──あの……ショートカットの、恥ずかしそうにしている子に見覚えがある！

　もしかして、あのとき、俺が楢山高校の校門のところで押し倒たおしてしまったのは……あの子か？　しかし、なんで、スカート姿なんだ？　あのときは間違いなく学生服を着ていたぞ！

　あそこに行って、あの子に確かめたい！　果たしてあのとき、あそこにいたのはだれなのか、それを！

　激しく動どう揺ようする本俵を見て、真行寺が怪け訝げんな顔で聞いた。

「どうした、本俵、具合でも悪いのか？」

「あ、いえ、なんでもありません……それよりも、あそこに女子生徒を配置するというのは、まさしく我々に対する罠わなと思われます！」

「罠だと？　あの女子生徒たちはオトリだと言うのか？」

　本俵は首を振った。

「いえ、そうではありません！　勝負である以上、たとえ相手が女子であろうとも、我々は戦わざるを得ません。しかし、画面に映る映像を見たとき、人はどう思うでしょうか？　そこに映るのは樫森高校の生徒たちが、よってたかって女の子を棒で叩たたいていじめているとしか見えない映像なのです！

　その映像は、この戦国祭りの五万人の観客と、そしてテレビ番組を通じ日本中に広がっていくのです！　樫森高校がこの戦いに勝ったとしても、おそらく評判は地に落ち、弱いものいじめをする卑ひ怯きよう者、もしくは女の子を虐ぎやく待たいするサディストの集団だと思われるに違ちがいありません！　樫森高校は勝負に勝ちこそすれ、社会的立場において負けるのです！」

　真行寺は、奥歯をぎりりと嚙かみ締しめて、楢山城の天守閣を見上げた。

「なんと卑ひ劣れつな！　女の子を盾たてにして自分は戦うこともせず、臆おく面めんも無くこのような卑劣な罠を仕し掛かけるとは！　おのれ所光明！　許さんぞ！」

　本俵は、真行寺の前で一礼した。

「私が一番隊の陣じん頭とう指揮に行ってまいります！　正々堂々、勝負として戦うのであり、決して邪よこしまな気持ちで戦うのではないということを、マスコミに印象付けます！　ご許可を！」

「うむ、お前なら、邪な考えを抱いだかずに冷静に対処できるだろう。許す！　陣頭で指揮を執とれ！」

「かしこまりました！」

　本俵は一礼すると、大手門の前に整列して突とつ撃げき態勢を取っている一番隊の先頭に向かって走った。

　一番隊の先頭にいた生徒たちは、本ほん陣じんからやってきた本俵を見ると、半分ほっとしたような口調で聞いてきた。

「ああ、本俵さん！　どうすればいいんですか？　あの子たち……」

　指差した先には、芽衣と麻衣を筆頭にした、楢山高校でも選えりすぐりの、足のキレイな女の子たちが二十人ほど、センサーバトンを構えて立っていた。

　ヘッドギアもプロテクターも身につけているが、下半身は、楢山高校の制服のスカート、それも俗ぞくに絶対領域と呼ばれる、下着が見えるかどうかというギリギリの短さにはいて、さらに黒いニーソックスという、男なら……特に男子高校生にしてみれば、目のやり場に困るようなコスチュームなのだ。

　これで彼女たちが、すれっからしの……言い方は悪いが、その道のプロ、という雰ふん囲い気きを持つ女の子ならば、ある意味、商売じゃないか、という割り切りができたかもしれない。

　だが、その場に立っている女の子たちは、あきらかに、そんな格好に慣れていなかった。

　そこに並んだ全員が、どこか恥はじらうような素そ振ぶりを見せているのである。しかも、全員が小こ柄がらで、攻め手の先頭に立つ、柔じゆう道どう部と剣けん道どう部の三年生男子から見れば子供のように見えるのだ。

　そんな女の子たちに、敵てき愾がい心しんを抱け、と言う方が無理である。

　男子生徒たちの心の中に湧わいたのは、攻こう撃げきしてやる！　という意志ではなく、どちらかというと、守ってやりたい、という意識の方だったのだ。

　本俵は、目の前にいる樫森高校の生徒たちに向かって言った。

「確かに、彼女たちを攻撃し、センサーバトンで叩くことに、内心で抵てい抗こうがあるのは理解できる。それは健全な男として当然の感情だ。だが、これは決戦であり、この戦いに勝つことは、樫森高校の生徒としての責務でもある！

　我らは彼女たちを戦士として扱あつかい、正々堂々と戦おうではないか！　逃にげるものは追わず、必要以上の力を使うことなく、節度を守った戦いをすればよいのだ！

　女の子を叩く、ということに、引け目を感じることは無い！　責められるべきは、彼女らと戦う我々ではない！　あの子達を最前線に送り込み、平然としている楢山高校生徒会である！」

　本俵は大きくセンサーバトンを掲かかげて叫さけんだ。

「これより楢山城内に侵しん攻こうする！　我に続け！」

「おう！」

　一番隊の生徒たちは、声を上げてそれに応じると、大手門を越こえて城内に突とつ入にゆうした。

「きゃー！　来たわよ！」

「ど、どうするんだっけ？」

「逃げ回るのよ！　あいつらを奥まで引っ張っていくの！」

　芽衣と麻衣たちは、きゃあきゃあという悲鳴を上げて逃げ出した。

　戦う素振りすら見せずにいきなり逃げ出した女の子たちを見た本俵の脳のう裏りを、ふっと疑問がよぎった。

　──おかしい、戦う気がないのなら、なぜあそこにいた？

　もしかして、あの子たちの目的は、樫森高校が弱いものいじめをしている、という印象操作のためではなく、我々を引き込むオトリなのかもしれん！

　本俵は、周囲を見み渡わたした。そこは、二の丸と呼ばれる、城内にある細長い広場だった。右に白しら壁かべの塀へいが伸のび、左には、城の石いし垣がきが続いている。

　──いや、伏ふく兵へいがひそむような場所はどこにもない。

　大手門を入って少し進んだところで足を止めた本俵を見て、一番隊指揮官をやっている生徒が聞いた。

「どうかしましたか？　本俵さん！」

「……敵の数が少な過ぎると思わないか？　どこかに伏兵がいる様な気がしてな……」

　一番隊の指揮官は周囲を見回して答えた。

「いえ……見てのとおり、伏兵を伏ふせておく場所はどこにもありませんが？」

「では、楢山高校の生徒たちはどこにいるのだ？　ここで我々を迎むかえ撃うたず、どこで迎え撃つというのだ」

「もしかすると……逃げたのかもしれません！」

「逃げただと？」

「ええ、私の妹は楢山高校に通っていますけど、妹から聞いた話では、あの高校は生徒の意思の統一ができていなくて、反対運動を始めるやつとか、訓練をボイコットするやつとかが一いつ杯ぱいいるらしいです。実際に生徒会の行動を批判する学校新聞の号外なども読んだことがあります」

　一番隊指揮官の横にいた別の生徒もうなずいた。

「ええ、その話は私も聞きました。やつらは、毎日女の子と一いつ緒しよに学校生活を送っているような軟なん弱じやく者で、戦う前から降こう伏ふくするような連中です！　きっと戦うことを恐おそれて逃げてしまったんですよ！」

「そうか、だから女の子しか残っていないのか！」

　このとき、本俵がいつものように注意深ければ、両側の書き割りパネルに気がついたかもしれない。しかし、このとき、本俵の目に映っていたのは、前方で、恥はずかしそうにミニスカートの裾すそを気にする麻衣の姿だった。

　一番隊の隊員たちは、本俵に詰つめ寄った。

「勝てます！　突入しましょう！」

「このまま攻せめ込んで、一気に本丸を落としましょう！」

「勝利をわが一番隊の手でもぎ取るのです！」

　本俵はうなずいた。

「よし、一番隊、全軍突とつ撃げきだ！」

　指揮官は目を輝かがやかせると、自分の後に続いている三百名に向かって叫んだ。

「一番隊！　突撃！」

「うぉおおおお！」

　黒いプロテクターを身につけた三百人の男が、一本の丸太のようになって、大手門から突撃を開始した。

「うわあ！　来ちゃったよ！」

「どうするどうする！」

「少し戦うポーズぐらい見せないと、バレちゃうんじゃないかな？」

「無理だよぉ！　ボク、おっかなくてできないよぉ！」

　麻衣は悲鳴を上げた。

　無理も無い。すぐ後ろを、三百人の男たちがウォークライを発して突とつ進しんしてくるのだ。これを踏ふみとどまれる度胸のある人間はいない。

　麻衣たちの後を追う一番隊の男子生徒たちの目は、絶対領域のミニスカの下から、ちらちらと覗のぞく白い下着……もっともそれは、テニスウェアのアンダースコートのようなものだが……これに集中していた。彼らは、自分のすぐ脇わきにある壁かべや石垣の質感の微び妙みような差に、まったく気がついていなかった。

　一番隊三百人全員が二の丸に入った、そのとき、どこからか、女の子の声が飛んだ。

「今よ！　私たちのターン！　ウサギヤトラップ発動！」

　その声を合図に、両側の壁と石垣にしか見えなかったパネルにいきなりドアが現れ、その中から、赤いプロテクターを身にまとった楢山高校の女子生徒が出現した。

　それは、まさしく壁と石垣の中から出現したとしか言いようの無い光景だった。

　映画やテレビの舞ぶ台たい装置を作っている専門家の美術スタッフが作ったパネルは、誰だれが見ても本物にしか見えなかった。そしてそのパネルには、どんでん返しのような扉とびらがついており、ここで待ち伏せていた二百人が一いつ斉せいに飛び出せるような構造になっていたのだ。

　楢山高校の女子生徒たちは、あっけに取られている樫森高校の生徒たちに一気に襲おそい掛かかった。

　二の丸の中に、パパパパン！　というセンサーバトンがプロテクターを叩たたく音と、戦せん闘とう不能を告げる、ピー！　という電子音が響ひびき渡わたった。

　メインスクリーンの左右に表示されている数字が、一気に動いた。

　見る見るうちに樫森高校側の数字が減っていく。

　メインスクリーンの映像は、大手門の外にあるカメラからの映像であり、二の丸で、何かが起こっているということは分かるが、二の丸の中を映し出してはいない。

　天守閣の最上階でその映像を見ていた光明が、にやっと笑った。

「二の丸にカメラを入れないでくれって頼たのんでおいたんだけど、正解だったな。きっと真行寺のやつ、何が起こったのか！　と驚おどろいているはずだ。二の丸のハニートラップは大成功だな！」

　朋絵が少し心配そうに答えた。

「でも、映像が見えないと、芽衣ちゃんたちがどうなったか、ちょっと心配ね、乱戦に巻き込まれていなけりゃいいけど」

「戌いぬ亥い門までたどりついていてくれれば、そのまま狭はざ間ま通路へ逃にげ込めるんだけどな」

　光明がそう言って、机の上の図面に目を落としたその頃ころ。

　芽衣と麻衣は、二の丸から戌亥門に抜ぬける広い石段に差し掛かっていた。

　二人のすぐ後ろでは、長篠が率いる、剣けん道どう部や長なぎ刀なた部に所属する三年生女子からなる、楢山高校の精せい鋭えい部隊が、樫森高校の一番隊と大乱戦を繰くり広げていた。

　ミニスカ部隊の他ほかの女子を先に行かせ、最さい後こう尾びを走っていた麻衣が石段でバランスを崩くずしたのは、そのときだった。

「きゃ！」

　短い悲鳴を上げてつんのめるように麻衣が転んだところに、長篠たちの部隊に押された樫森高校の生徒たちが、押し寄せてきた。

　足元が石段になっていることに気がつかないまま押し寄せた人波が、そこで崩れた。

　将しよう棋ぎ倒だおしのようになった樫森高校の生徒たちが、転んだ麻衣の上にのしかかろうとした、そのとき。

　麻衣をかばうように誰かが麻衣の上に覆おおいかぶさった。

　どさどさという、身体からだが積み重なる重い音と、うめき声が上がる中で、麻衣は自分の上に人が落ちてくる苦痛を覚かく悟ごして目をつぶった。

　しかし、いつまでたっても、人の群れが覆いかぶさってくる気配が無かった。

　──あれ？

　恐きよう怖ふに震ふるえながらそっと目を開いた麻衣が見たものは、一人の小太りの男が、両手両足を踏ん張って、麻衣の上に積み重なるはずだった樫森高校の生徒たちの身体から、麻衣を守っている光景だった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　麻衣は、はっと顔を上げて振り向いた。

　その声に、聞き覚えがあった。

　──確か、この人、前にもこんな状態のときに会ったことがあるような？

　その小太りの男は、ふっと笑った。

「君は女の子だったのか……学生服を着ていたから、てっきり男の子だと思い込んでいたよ……」

　麻衣は目を見開いた。

「あ、あなたは、あの馬から、ボクを……」

「ボク？　もしかして、君は男の子か？」

　麻衣は、少し赤い顔になって本俵をにらんだ。

「ボクは女の子です！」

「あ、すまん！」

　本俵が頭を下げたとき、背中の上に折り重なっていた他の生徒たちが、うめき声を上げながら立ち上がった。

　背中の重圧が消えた本俵が身体を伸のばしたそのとき。

「麻衣ちゃんになにをするーっ！」

　芽衣の声と共に、本俵の右みぎ肩かたにセンサーバトンが叩きつけられた。

「ちょっと待って！　芽衣ちゃん！　この人はね！」

　麻衣が説明するより早く、芽衣の二撃げきめが、思わず顔をかばって持ち上げた本俵の右手の小手にヒットした。

　ピィー！

　本俵のヘッドギアのＬＥＤが点灯した。

「ざまを見なさい！　麻衣に変なことするやつは、この私が許さないんだから！」

　勝ち誇ほこったように胸を張った芽衣に、麻衣は叫さけんだ。

「バカ！　芽衣ちゃん！　なんてことするのよ！　この人、将棋倒しになった人たちから、ボクを守ってくれてたのよ！　命の恩人になんてことするのよ！」

「え？　あ、いや、だって……」

　戸と惑まどう芽衣をにらみつけた後で、麻衣は本俵に向き直って頭を下げた。

「ごめんなさい！　ホント！　うちの妹はおっちょこちょいで、どうしようもないんです！」

「いや……いいんだ。ここは、いわば試合中の道場のようなものだ。気を抜いた俺が悪い」

　本俵はそう言うと、ヘッドギアを外して、両手を上げた。

　戦せん闘とう不能となったことをアピールしながらその場を離はなれようとした本俵の背中に、麻衣が聞いた。

「あの……お名前は？」

「俺の名前は、本俵。本俵寿明……覚えていてもらえたら嬉うれしい」

　本俵は麻衣に背を向けたままそういい残すと、他の戦闘不能者と共に、大手門に向かって歩いて行った。

　メインスクリーンには、両側から挟はさみ撃ちにされた樫森高校の一番隊の生徒たちが総そう崩くずれになって行く光景が映し出されていた。

　楢山高校側の部隊は、すべて二年生と三年生の女子で構成されており、体力的に考えれば運動能力抜ばつ群ぐんの一番隊の方がはるかに強力だった。だが、両側から奇き襲しゆうを受けて体勢が崩くずれた上に、立ち直って戦おうとした生徒も、相手が女子だとわかったとたんに、センサーバトンを振ふるう威い力りよくが落ちてしまった。

　長篠が言っていた『男の子は、女の子を本気で叩たたくことを後ろめたいと思っている。ましてやテレビカメラの前でそんなことはできない』という言葉のとおりの展開となったのだ。

「いよいよ始まったな、今回の合戦の最大の山場だから、ちゃんとカメラが入ったね」

　光明の言葉のとおり、大手門の上と、戌いぬ亥い門の上に設置されていたテレビカメラが、見下ろす構図で二の丸の中の大乱戦を映している。

「なぜ、さっきまで、二の丸の映像が入っていなかったの？」

「俺が頼たのんだんだ、上から映さないでくれ、って。例の長篠さんたちが身を隠かくしていたパネルが見えちゃうからね。今はもう伏ふく兵へいじゃなくなったから、映してもらっても構わない。というか、宇佐見の親父おやじさんとの約束もあるから、ちゃんと映してもらわないと困るというか……」

「え？　宇佐見君のお父さんとの約束って……あの、ウサギヤの宣伝のこと？」

「うん、見てごらん、ウサギヤの看板が映っているだろう？」

　光明の言うとおりだった。二の丸の両側に立っている、塀へいと石いし垣がきの絵が描かかれたパネルのドアの裏には、すべて、蛍けい光こうピンクでウサギのシンボルマークと、ウサギヤの店名ロゴが描かれていた。

　二の丸の広場の両側に立てられたパネルのドアは両方で二十枚。そのすべてに描かれた店名ロゴは、二の丸で繰くり広げられている大乱らん闘とうのシーンを捉とらえるカメラの、どの角度からも映像内に入ってしまうのだ。

　光明はにやっと笑った。

「ほら、これって、東京ドームのバックスクリーンに書いてある企き業ぎよう名とか、Ｆ１レースのサーキットのコース脇わきとかの看板みたいなものさ。画面に映りこんでしまうものは仕方ないってわけさ。ルポ番組とかでビールのラベルとか、背景に映りこんだ自じ動どう販はん売ばい機きにボカシを入れたりしているけど、このシーンは今、全国ネットで生なま中ちゆう継けいされているから、きっとあのまま放映されているはずだ。全国ネットでＣＭ打つよりは、はるかに安いだろう？」

「たしかにそうだけど……なんか、見ようによってはすごいシュールな光景ね」

　このとき、メインスクリーンの左右にある残存する生徒の数を示す数字は、楢山高校側が二八九、樫森高校側が三三八を示していた。樫森高校は、この二の丸の戦いで一気に三百人近くを失ったことになる。それはつまり、一番隊三百人がここで壊かい滅めつしたことを意味していた。

　あまりにも一方的に進められたこの戦いのことを、後に樫森高校は『大手門内の悲劇』『二の丸の惨さん劇げき』と呼び、そして楢山高校は『ウサギヤの快挙』と呼ぶようになったのだが、それはまた別の話である。

　本ほん陣じんに戻もどった本俵は、真行寺の前に、ヘッドギアと、樫森高校生徒会の名前の入った腕わん章しようを置いて平へい伏ふくした。

「この本俵、戦場において戦いを忘れました。この不始末、腕章をお返ししてお詫わびします。つきましては、以後は一生徒として学校生活を送りたく存じます」

　真行寺は首を振った。

「いきさつはすべて聞いた。あれは不ふ可か抗こう力りよくだ。あの時点で私がお前でも、あの子を助けただろう。気を緩ゆるめたのはお前の過失かもしれん、しかし、それは些さ細さいなことだ」

　本俵は再び一礼した。

「ありがとうございます……では、これにて失礼します。本来なら、戦闘不能になった人間は、会話をしてはならぬ規則ですので……」

「ご苦労だった……あとは待機場所で我らが勝利に向かって突つき進むところを見物していてくれ」

　本陣の前から立ち去った本俵を見送って、真行寺は考え込んだ。

　──あの伏兵で、わが一番隊は壊滅に近い打だ撃げきを受けた。今現在の損害率はほぼ同率にまで引き上げられている。残り時間もすでに半分……かくなるうえは、総力を挙げて力押しで攻せめ込むしかあるまい。

　真行寺は小さくうなずくと、立ち上がって叫んだ。

「よし！　本陣を引き払はらえ！　われらも二番隊、三番隊と共にこれより突とつ撃げきを敢かん行こうする！」

　メインスクリーンには、樫森高校の生徒たちが、一ひと塊かたまりになって大手門の前に集結している光景が映し出されていた。

『樫森高校は戦法を変えて来ましたね』

『ええ、一番隊が、敵の伏兵にやられて、壊滅的な損害を出したようですから、兵力を小分けにするのではなく、数の力で押し切って、一気に天守閣を目指すという戦法を取るのでしょうね』

『なぜ戦法を変えて来たのでしょうか？』

『これは、私の想像ですが……敵の戦力が薄うすいと見切ったのかもしれません、楢山高校の生徒の半分は女子ですから、それを考えれば確かに、戦力としては薄くなりますし……』

　天守閣の最上階で、解説者の言葉を聞いていた光明が肩かたをすくめた。

「何言ってんだ……うちの高校で一番戦力的に強いのが、その女の子部隊だったんだぞ」

「ホント、長篠さんたちすごかったわねえ、奇き襲しゆう攻こう撃げきとはいえ、樫森高校の精せい鋭えい部隊全ぜん滅めつさせちゃったものね」

　朋絵の言葉を聞いていた光明は、机の上の楢山城の図面を見下ろして、考え込むように腕うでを組んで答えた。

「今度は敵も本気でかかってくる。さっきのようには行かないだろうな、霧島に、いつでも応おう援えんに出られるようにしてもらわないとな」

「いよいよ本丸決戦というわけね」

「いや、本丸に敵が来る前に決着をつける！」

　光明はそう言うと、二の丸と本丸との間にある、狭はざ間ま通路を指差した。

「決戦の場所はここだ！　ここで敵を足止めする！　この狭せまい場所に頭を突っ込ませて、動けなくなったところを後ろから一気に挟はさみ撃うちにするんだ。そのためにはタイミングが大事なんだ、戦力を投入するタイミングがね……」

　光明が指差した図面を見た朋絵は、怪け訝げんな顔で聞いた。

「戦力って……どこにいるの？」

「ちゃんといるよ、この図面の中に……てるてる坊ぼう主ず様のご加護でね……」

　光明はそう言うと、にやっと笑って視線をモニターに移した。

　モニターの中には、一人の小こ柄がらな楢山高校の生徒が、二人の敵に同時に攻められて肩に一いち撃げきを受けて戦せん闘とう不能になる光景が映し出されていた。

「あ！　やられちゃった！」

「敵の数が増えたからな、乱戦になると、人数の多いほうが有利になる。戌いぬ亥い門の先の狭い場所に引き込んで、一対一の勝負に持ち込んで時間を稼かせいでもらおう！」

　光明はそう言うと、天守閣まで上がってきていた、芽衣に言った。

「伝令を頼たのむ！　霧島に、狭間通路で戦え、と伝えてくれ！」

「わかりましたぁー！」

　芽衣はにっこり笑ってそう答えると、部屋を出て行った。




　樫森高校が突とつ入にゆうして、約三十分が経過していた。

　大手門のすぐ内側で始まった戦いは、じりじりと楢山高校が押される形で進み、今は戌亥門のすぐ手前がメインの戦場となっていた。

「はっ！」

　長篠は、短く気合を入れると、目の前で隣となりの子を叩たたこうとしていた樫森高校の生徒の右みぎ腕うでにバトンを振ふり下ろした。

　スパァーン！

　小気味いい音と共に、彼のヘッドギアのＬＥＤが点てん滅めつを始める。

　──もう一本！

　長篠がそう考えた時、彼の後ろにいた別の生徒が、その脇わきをかいくぐるように飛び込んできて、バトンを突き出した。

　身体からだの中心を突いてきたそのバトンを、長篠は避よけることができなかった。

　胸の中央に、どん！　という鈍にぶいショックが伝わった。

　──しまった！

　そう思うのと、プロテクターから戦闘不能を告げるピィー！　という音が聞こえて来たのは同時だった。

「あーあ、やられちゃったあ」

　長篠はそうつぶやくと、バトンを持った両手を挙げて、塀へい際ぎわに出て、ヘッドギアを外した。

　そして、大手門の外にある受付のテントのところで、審しん判ぱん員いんと係員にプロテクターを外してもらって、システム一式を預けると、大きく伸のびをした。

　──私の決戦はこれで終わりか……なかなか面おも白しろかったな。私一人で五人は倒たおしたものね。

　さて、楢山高校の応援ブースに行って、お弁当食べながら、慶児の戦いっぷりでも見物するかな。

　長篠が、そんなことを考えたそのとき、特設ステージの方から、うぉおおおお！　というどよめくような歓かん声せいが聞こえてきた。

　──なんだろう？　なにかあったのかな？

　長篠は、大手門の脇のテントの間を抜ぬけて、特設ステージまでやってきて、そこにあるメインスクリーンを見上げた。

　そこに映っていたのは、狭間通路の石いし垣がきの上に例の応援団の団旗を広げ、その前に両手にバトンを持って仁に王おう立ちする霧島慶児の姿だった。

　その後の二の丸の戦闘で楢山高校は、さらに百五十人近くを失い、生徒数を百四十八人まで減らしていた。一方、対する樫森高校はこの時点でいまだに二百三十人を有しており、その数の差は百人近いものがあった。そして、この数の力で天守閣まで一気に押し込み、決着をつけようとした樫森高校の前に立ちふさがったのが、狭い狭間通路に陣じん取どった霧島だった。

　先に進もうと、数を頼んで飛び込んでくる樫森高校の生徒たちを、見事なバトンさばきで次々に倒していく霧島に、特設ステージから大歓声が上がっていたのだ。

「うぉおおおすげえ！　またやっつけたぞ！」

「あいつ一人で十五人くらいやっつけているんじゃないのか？」

「カッコイイわねえ、あの人！　ファンになっちゃいそう！」

「ねえねえ、あの人の名前、楢山高校の人に聞けば分かるんじゃないかな？」

「うん、後で聞いてみよう！」

　目の前でそんなことを言い合っているのは、どうやら桜川女子高校の生徒らしい。

　長篠は、まいったな、という風に頭を搔かいた。

　──カッコイイところ見せてやんな！　ってけしかけておいてなんだけど……こりゃあおちおちしてらんないわね。あいつ……純情だけど、根っこは馬ば鹿かだからなあ……天てん狗ぐになんなきゃいいけど。

　長篠は、小さくため息をつくと、メインスクリーンに映る霧島を見上げてつぶやいた。

「おい……浮うわ気きすんなよ、馬鹿」




「うぉっしゃーあ！　二十三人目ぇ！」

　目の前に飛び込んできた樫森高校の生徒の肩かたを右袈け裟さに叩き、返す刀で左の脇下から胴どうを抜いた霧島がそう叫さけんだ時、樫森高校の生徒たちの後ろから声がした。

「楢山高校にも、それなりのつわものがいたと見えるな……面白い、私が相手になろう！」

　その声を聞いた樫森高校の生徒の間に動どう揺ようが走った。

「会長だ！」

「会長が来られた！」

　その声を聞きつけた霧島が顔を上げたとき、樫森高校の生徒の群れが左右にさあっと開いた。

　そこに、胸を張って立っていたのは、樫森高校の生徒会長、真行寺正之その人だった。

「ほほう、総大将自らお出ましとはね……よほどあせっているとみえるな？」

　真行寺は鼻で笑った。

「ふん、あせってなどおらんよ、貴様はただの障害物に過ぎん。貴様を排はい除じよすれば、あとは誰だれでも良い。たとえ一人でも天守閣に飛び込み、一階の入り口にあるボタンを押せば、この戦いは終わりだよ」

「ふん、人を障害物競走の跳とび箱ばこ扱あつかいかよ、ホントに上から目線でしかモノを言わねえやつだなあ……しょっぱなに、うちの早乙女姫ひめの矢を頭にくらって落馬しかかったくせに、カッコつけてんじゃねえよ！」

　霧島の後ろにいた楢山高校の生徒たちの間に失しつ笑しようが広がるのを見て、真行寺は顔を赤くして怒ど鳴なった。

「この戦いは、総大将の首に何の意味も無いのだ！　たとえあの矢が有効でも、それで勝敗が決したわけではない！　あんな矢などに意味は無い！」

　霧島はうなずいた。

「おうよ、わかってるじゃねえか。お前も俺も、システムの上じゃあ、ただの一ユニットに過ぎねえ。この戦いってのはそういう戦いだ！　誰か一人が偉えらいんじゃねえ、みんなが偉いんだ！　てめえみたいな、俺は選ばれた人間だって考えたいやつには、わかんねえだろうけどな！　行くぜ！」

　霧島は、そう吠ほえると、両手に持ったバトンを構えた。

「ついでに付け足しておくけど……このバトン、右手のやつだけが、有効だ。別にズルしてるわけじゃねえからな！」

　真行寺は、傍かたわらに立った部下から受け取ったセンサーバトンを構えながらうなずいた。

「ふむ、見かけによらず正直なやつだな。それだけは誉ほめておこう！　行くぞ！」

　樫森高校の生徒たちと、楢山高校の生徒たちが見守る中、本丸と二の丸の間にある狭はざ間ま通路で、ついに大将同士の一いつ騎き打うちが始まった。

　広く間合いを取った霧島と真行寺は、互たがいの隙すきをうかがうように、ゆっくりと右回りに動いていく。

　真行寺の視線は、ひた、と霧島に据すえられて動かない。

　左手を腰こしに当て、右手にバトンを持つ真行寺の、右手こぶしの高さは霧島の水月みぞおちに、切っ先の高さは霧島の心臓の高さに、そして切っ先の延長線は、霧島の眉み間けんに置いて、そのまま霧島の呼吸を窺うかがっている。

　──くそ、いやな位置にぴたりと構えていやがる。こいつ、素人しろうとじゃねえな。剣けん道どうとも違ちがう。両手持ちの竹刀しないの持ち方しか知らない他ほかの連中とは違うぞ。

　霧島の戸と惑まどいはもっともである。真行寺は、剣けん術じゆつ、それも日本刀の小刀を使う、いわゆる小こ太だ刀ちの流派の免めん許きよ皆かい伝でんだったのだ。

　呼吸の乱れを窺う真行寺を見て、霧島は思った。

　──くそ、時間を置けば置くほど、俺が不利になる。

　まず相手の構えを崩くずすしかねえ！　あれを崩したその瞬しゆん間かん、そのときにしか俺の勝機は無い！

　最初に仕し掛かけたのは霧島だった。

　左手に持ったバトンを突つくようにして、一気に左足で踏ふみ込んだ。

　だん！

　と踏み込んだ左足が地面を叩たたく前に、真行寺のバトンが、突き出した霧島の小手を狙ねらって振ふり下ろされた。

　その動きを、霧島は読んでいた。

　振り下ろした真行寺の右手の小手を、霧島の右手が襲おそう。

　しかし、真行寺もまたそれを読んでいた。

　突き出された霧島の左手を狙うはずだった真行寺のバトンは、そのまま方向を変え下からすくうように、霧島の右手を払はらった。

　だが、霧島の反射神経は真行寺のバトンを予感したかのごとく軌き跡せきを変えた。

　霧島の右手にヒットするはずだったバトンはわずかに外れ、霧島のバトンに当たって跳はね返された。

　ぱしぃぃいん！

　激しい打だ撃げき音と共に二人がとびすさった。

　バトン同士の接せつ触しよくはカウントされないので、二人とも無傷である。

　真行寺は、にやっと笑った。

「何の修しゆ行ぎようも積んでいないわりには、実にカンのいいやつだな」

「家が貧びん乏ぼうでね、お稽けい古こ事とは無む縁えんだったのさ」

「そうか、それは惜おしいことをした。素質は充じゆう分ぶんにあるだろうに……」

　その言葉が終わらないうちに、真行寺が仕掛けた。

　それは突きだった。

　フェンシングのように、身体からだの中央にバトンを構え、そのまま真っ直すぐ、身体ごと霧島に向かって飛び込んだのだ。

　もし、これが普ふ通つうの反射神経の持ち主なら、間ま違ちがいなくバトンは霧島の胴どう体たいの中央に突き込まれていただろう。

　だが霧島は、そのままの格好で見事に後ろに跳とんだ。

　真っ直ぐに突き出されたバトンは目的を捉とらえぬままわずかに下に落ちる。

　そして身体ごと飛んだ真行寺は体勢を整えることができなかった。

　霧島の振り下ろした右手のバトンが、真行寺の右みぎ肩かたを捉えた。

　ぱっしぃぃぃん！

　鋭するどい打撃音と共に、真行寺のヘッドギアに、赤いＬＥＤの点てん滅めつが始まった。

　真行寺の後ろに控ひかえて、固かた唾ずを吞のんで見守っていた樫森高校の生徒たちの間に、うめき声が、そして、霧島の後ろに控えていた楢山高校の生徒たちの間に、女の子のきゃあきゃあという声が混じった大だい歓かん声せいが上がった。

　真行寺は、素す早ばやく体勢を立て直すと、悔くやしそうに言った。

「まだだ！　まだ終わらん！」

「どっかで聞いたようなセリフ言ってんじゃねえ！　それを言うのは赤い方だ！」

　そう叫さけぶと、霧島は真行寺に打ちかかった。

　それは、法則性のほとんどない太刀筋だった。

　合理性のない太刀筋は見切ることができるので、普通は怖こわくはない。だが、霧島の振るうバトンの速度は、尋じん常じようではなかった。

　たとえ見切ることができても、そのあまりの速さに、切り返すことができないのだ。

　これは霧島の賭かけだった。技わざありを取られた真行寺は、おそらく仕掛けることはせずに、霧島の隙を狙うだろう。冷静になれば修行を積んだ真行寺に霧島が勝てる見込みはない。霧島は攻せめに転じ、相手の破は綻たんを誘さそうことに賭けたのだ。疲つかれが出て、振るうバトンの速度に遅おくれが出る前に真行寺の構えを崩すことが出来れば、自分にも勝機がある。霧島はそう考えたのだ。

　真行寺が防戦一方に追い込まれたのを見ていた光明は、時計を見て立ち上がった。

「どうしたの？」

「潮時だな……霧島はもうすぐ息が上がる。そうなれば、真行寺には勝てない」

「そんな！　あんなに優勢なのに？」

「見ていれば分かる、俺はちょっとトイレに行って来る！」

　光明はそういい残すと、天守閣の最上階から出て階段を駆かけ下りた。

　藤村ディレクターは、カメラマンの嬉野に小声で指示を出した。

「おい！　所くんを追いかけろ！　あいつ、きっと何かをやるつもりだぞ！」

　カムコーダーを背負って階段を駆け下りてきた嬉野を見て、光明は一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、嬉野が背負っているのが中ちゆう継けい用のカメラではなく、テープに映像を録画するカムコーダーであることに気づいたのだろう、にやっと笑った。

「録画なら構いません。ついてきてください！」

　光明が飛び込んだのは一階のトイレの奥にある、小さな部屋だった。

　部屋の真ん中にある、揚よう水すいポンプという札が掛かかっている機械から大きなパイプが床ゆかに伸のびている。

　光明は壁かべにかかっていたハンマーを取ると、床に伸びている鋳ちゆう鉄てつ製の太いパイプを一定のリズムで叩き始めた。

　カン！　カン！　カン！　　　カン！　カン！　カン！　　カン！　カン！　カン！

　その音は、地下にある共きよう同どう溝こうに配管されているパイプを伝わって、ずっと遠くまで響ひびいて行った。




　コンクリートで覆おおわれた、だだっ広い空間で、パイプに取り付けた集音マイクのイヤホンを耳に突っ込んで、文庫本を読んでいた宇佐見は、イヤホンの中に、かすかに、カン！　カン！　カン！　という一定のリズムを聞きつけた。

　がばっと身を起こした宇佐見は、耳に突つっ込んだイヤホンを手で押さえ、集音マイクの感度を上げた。
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　ザーザー、バリバリ、という雑音に混じって、カン！　カン！　カン！　という音が確かに聞こえてきた。

「来ました！　合図です！」

　宇佐見の言葉を聞いた覆ふく面めん姿の百地が、弾はずんだ声で答えた。

「ついに来ましたか！　出番が！」

「うん、間違いない、他ほかの雑音とは明らかに違ちがいます！」

　百地は、小さくうなずくと、その場にいた百人の一年生に向かって叫んだ。

「さあ出番だ！　立ち上がれ！　足の筋を伸ばせ！　地上に出たらそのまま走らなきゃならないんだからな！　プロテクターの電源を確かく認にんしろ！　不具合はないか？　電池が消しよう耗もうしていたら、カウントされないぞ！」

　そして、一年生部隊の総指揮官である百地が、バトンを振ふり上げて叫んだ。

「ようし！　階段を上れ！　地上にでるぞ！」

「おぉおおおーっ！」

　一年生部隊百人の声が、広いコンクリートの空くう洞どうの中に響き渡わたった。




　その頃ころ、メインスクリーンには、がっくりと膝ひざを突いた霧島の姿が大写しになっていた。

　優勢に戦いをすすめていたように見えた霧島だったが、動きに無む駄だがありすぎたのだろう、やがて太た刀ち筋が遅おそくなっていった。そして、大おお振ぶりしたその隙すきを真行寺に突かれたのだった。

　樫森高校の生徒が叫ぶ大だい歓かん声せいと、楢山高校の生徒があげる悲鳴にも似た落らく胆たんの叫びの中で、真行寺が勝ち誇ほこったような顔つきで言った。

「無む手て勝かつ流りゆうにしては、良くやった。素す直なおに感服する！」

　霧島は、その場にあぐらをかくと、自じ嘲ちようするようにふてぶてしく笑った。

「くそ、おまえの、その上から目線を、思いきりぶっ叩たたいてやろうと思ったけど……俺には力不足だったようだな……」

「いや、お前らはよくやった。はっきり言ってここまで苦戦するとは思わなかった。敵としてあっぱれだな」

　真行寺がそう言ったとき、城の外側……大手門のあたりで、わあっ！　わあっ！　という声が上がった。

　本丸に抜ぬける狭せまい狭はざ間ま通路からは、その声が何なのかは見えない。

　後ろの方で起こった騒さわぎに気づいて振り向いた真行寺に、霧島が呼びかけた。

「なあ、おい、真行寺。さっきのお前のセリフ……俺が使っていいか？」

「セリフ？」

　怪け訝げんな顔の真行寺を見て、霧島は笑った。

「ああ、そうさ、こういうセリフさ……まだだ！　まだ終わらんよ！」

　その霧島の言葉が終わらないうちに、真行寺の後ろの方で聞こえていたわあわあという大勢の人間が上げる喚かん声せいが近づいてくるのがわかった。

「なんだ？　何があった？」

　あわてて再び振り返った真行寺のところに、ヘッドギアのＬＥＤを点てん滅めつさせた、手負いの生徒が飛び込んできた。

「て、敵です！　新手が後方より攻せめかかって参りました！　後方の部隊は油断していたため、ほとんど全ぜん滅めつ！　敵は二の丸から、こちらに向かって来ております！」

「なんだと？　後方から？　ありえん！　どこに隠かくしていたというのだ！」

　驚おどろく真行寺を見て、地面にあぐらをかいたままの霧島が大声で笑った。

「ははははは！　見たか！　これぞ光明の策！　お前は光明の罠わなにがっちりはまったのよ！　目に見えぬ場所に気がつかなかった、貴様の不覚だ！」

　本丸に控ひかえていた楢山高校の残存部隊四十七名でがっちりと狭間通路を固めた望月がバトンを構えて叫さけんだ。

「ここから先には一歩も入れないぞ！　この狭間通路がお前らの墓場だ！」

　最後の戦いが始まった。

　メインスクリーンには、大手門から入って来た楢山高校の一年生部隊に瞬またたく間に倒たおされ、二の丸の奥にある戌いぬ亥い門のあたりまで押し込められた樫森高校の生徒たちと、その前後を押さえた楢山高校の生徒たちが激しくぶつかり合う光景が映し出されていた。

『一いつ瞬しゆんにして運動公園から現れた楢山高校の生徒たちは、二の丸の中にいた樫森高校の後衛部隊を瞬く間に倒し、すでに攻め込んでいた先せん鋒ぽう部隊を後ろから攻こう撃げきしております！　赤銅先生、あの生徒たちはどこにいたんでしょう？』

　手元にある、戦国祭り模も擬ぎ合戦用の冊子に目を落としながら解説者が答えた。

『どうやら、この運動公園の下にある、調整池にひそんでいたらしいですね。この調整池は運動公園の横を流れている大場川が増水した時に川の水を流し込むために作られたものですが、かなり大きな構造物らしいですね』

『しかし、赤銅先生、これはルール違い反はんにはならないのですか？』

『その点ですが、まあ色々物議を醸かもしそうですが、調整池はルールに定められたエリア内にありますし、ルールには楢山城と運動公園の施し設せつ設備を自由に使ってよい、という規定がありますので、調整池を運動公園に付ふ随ずいする施設だと考えれば、これはルール違反になりませんね……しかし、良く考えたものです、楢山高校の作戦勝ちというべきでしょうか』

『まだ勝ったわけではありませんが？』

　解説者は首を振った。

『いや、良く見てください、必死に戦っているのは樫森高校側で、楢山高校は防戦に徹てつしています。楢山高校はこのまま時間切れを狙ねらうものと思われますね』

『そういえば、残り時間十分を切ってますね』

『あの状態では、とても十分で突とつ破ぱすることは不可能でしょう、この勝負見えましたね』

　副調整室で、メインスクリーンの映像を解説者のアップから城内にセットされたカメラに切り替かえていたディレクターが、小さく口笛を吹ふいた後で、横に立っていた楢山戦国祭りの総合プロデューサーに向かってつぶやくように言った。

「大乱戦の後は、大将同士の一いつ騎き打うち……それも余分な背景の無い場所で……そして最後に大どんでん返し……このシナリオ考えたやつはどこのどいつですか？」

　プロデューサーは肩かたをすくめた。

「ああ、確かに、この戦いのすべての流れは、全部テレビ的な構成を考えて作られている……まあ実際には、考えたからって、そうなるものでもないが……その流れを念頭に置いているのといないのでは、まったく違ちがう。このイベントの進行係の中に、しっかり先が読めるやつがいるに違いないな。

　とにかく、今回のこの楢山戦国祭りの映像は、一級のエンターテイメントコンテンツになるな。再編集した特集番組が楽しみだ」




「どどん！　どん！　どん！」

　樫森高校の最後の選手が戦せん闘とう不能になる前に、タイムアップを告げる花火が打ち上げられた。

　楢山城内に配置されている審しん判ぱん員いんの吹く笛の音が、あちらこちらから聞こえてくるのと同時に、天守閣を揺ゆるがすような大だい歓かん声せいが沸わきあがった。そして最上階では、朋絵が人目もはばからずに、光明に抱だきついた。

「勝った！　勝ったよ！　私たち勝ったんだ！」

「ああ、勝ったな……これもみんなのおかげだよ……」

　光明に抱きついたまま、朋絵が聞いた。

「……それでてるてる坊ぼう主ずばかり作っていたってわけね？」

「うん、雨が降っちゃうと、あの地下調整池に大場川の水が流れ込んじゃうからね。そうしたらあそこに伏ふく兵へいを置けなくなっちゃうんだ……天も味方してくれていたってことだと思うよ」

「やっぱり、あなたってすごいわ！　本気になった、あなたって最高よ！」

　頭を搔かきながら説明する光明を、朋絵がさらに強く抱きしめたそのとき。

　階段の方から、芽衣の声がした。

「おめでとうございます！　って……うわ、これって二重のおめでたですか！」

　朋絵が赤い顔で芽衣をにらんだ。

「変な言い方しないでよ！　誤解されちゃうじゃない！」

「あ、いや、勝っておめでとう、ってのと、晴れてカップルとして公こう認にんされておめでとう、って意味ですけど……あ、そうか、おめでた、ってのは他の意味もありますもんね。まだちょっと早かったかな？」

「ごちゃごちゃ言ってないで、早く運動公園に行きなさい！　終しゆう了りよう式典が始まるわよ！」

「はーい！」

　芽衣は、ぺろっと舌を出すと、階段を駆かけ下りて行った。

「さーて、勝ったはいいけど、この後も色々大変だろうなあ」

　やれやれ、という口調でつぶやく光明の腕うでを抱いて、朋絵が笑った。

「頼たよりにしてるわよ、あなたは、私の切り札なんだから！」







[image: 終章]




　楢山戦国祭りが終わって、代休の月曜日を挟はさんだ火曜日の放課後。

　楢山高校の生徒会室では、いつものメンバーが集まって、戦国祭りの模擬合戦について盛り上がっていた。

「遅おそくなりました、申し訳ありません！」

　そう言いながら生徒会室に入って来た朋絵に、芽衣と麻衣が駆け寄った。

「会長！　カッコよかったですねえ。敵の大将討うち取ったりぃ！　ってんで、会長にあだ名がついたそうですよ」

　朋絵は眉まゆをひそめた。

「何か……嫌いやな予感がするわね、なんてあだ名なの？」

　芽衣は得意満面に答えた。

「えーとですね、弓を構えて戦う姿は、まさしくヴァルキューレということで早乙女という名前とかけて『戦いくさ乙女おとめ』って呼ぼうって話が男子生徒の間に……」

「却きやつ下かです！」

　朋絵が叫さけぶと、芽衣の話を聞いていた麻衣が小さく首をかしげながら言った。

「えー？　ボクが聞いたのと違うなあ。ボクが聞いたのは、生徒会長の朋絵って名前にかけて、源平合戦の時の女武者『巴ともえ御ご前ぜん』って呼ぼうって話が女子生徒の間に……」

「それも却下です！」

　芽衣と麻衣をにらんで朋絵は言った。

「あんたたち、面おも白しろがって、そのあだ名を広めているんじゃないでしょうね！」

　麻衣と芽衣は互たがいの顔を見合わせた後で、慌あわてて首を振ふった。

「とんでもありません！」

「何よ、今の微び妙みような間は！」

　そのとき、光明が生徒会室に入ってきた。

「やあ、元気かい？　戦いくさ乙女おとめ巴ともえ御ご前ぜんくん」

「まとめて呼ぶなーっ！」

　朋絵が叫んだその頃ころ。




　隣となり町まちにある桜川女子高校の生徒会室では、生徒会長である華か之の宮みや姫ひめ子こが、部下からの報告を受けていた。

「……そう、楢山高校が、そういう勝ち方を……予想外ね……楢山高校には知ち恵え者がいると見えますね。こちらも備えねばなりません……例の準備はどうなっていますか？」

　部下の女子生徒が小さく一礼して答えた。

「はい、楢山高校の男子生徒を籠ろう絡らくし、こちらの工作員に仕立てる作戦は着々と進んでおります。その者から詳しよう細さいな情報が届くものと思われます」

「……そう、それならいいけど……楢山高校も大変ね。獅し子し身中の虫がこれほどいるとは思ってもいないでしょう……」

「私たちとの対戦まであと三週間……それまでに楢山高校を骨ほね抜ぬきに致いたします」

「私たちの美び貌ぼうと知力さえあれば、あんな高校の男子どもは、あっという間にぐずぐずにできるはずです。手を抜ぬくな、と伝えなさい」

「承知しております」

　部下の女子生徒は、そう言って一礼したあとで、華之宮を見上げてにやりと笑った。

　その笑いを受けて、同じような微び笑しようを浮うかべそうになった華之宮はあわてて懐ふところから扇おうぎを取り出すとそれで口元を隠かくし、ふふふふ、と小さく笑った。




　樫森高校との決戦に勝利して盛り上がる楢山高校。

　その楢山高校を籠絡しようと企くわだてる桜川女子高校。

　そして、一敗地にまみれ、臥が薪しん嘗しよう胆たんを合言葉に雪せつ辱じよくに燃える樫森高校。

　楢山町、桜川町、樫森町、この三つの町の合がつ併ぺい協議に端たんを発はつした高校サバイバルは、まだ幕をあけたばかりだった。







　あとがき




　いつも、私の本をお読みになっていただいている皆みな様さま、お久しぶりです、そしてこの本で初めて私のこと知った方、初めまして、鷹たか見み一かず幸ゆきです。

　今回のお話は、今まで私が書いてきた四十数冊の本と大きく違ちがいます。お読みになった方はおわかりでしょうが、今回のお話は、なんと「学園もの」です。

　とはいえ、私の書くお話ですから一ひと筋すじ縄なわでは行きません。知ち恵えを絞しぼって計略を立て、根回しと適材適所によって勝利を勝ち取る、という今まで私が書いてきたお話と共通する面おも白しろさをそのまま現代の高校に舞ぶ台たいを移して描えがいておりますので、今まで私が書いてきたスペオペや、アフターホロコーストな世界、そして外国を舞台にしたポリティカルフィクションなどがお好きな方も充じゆう分ぶん楽しめると思います。

　学校生活を舞台にした物語の面白さは、放課後の面白さです。部活動も、生徒会活動も、友人との他愛も無い会話も、恋こいの鞘さや当あても、すべては放課後の物語なのです。

　この本には、「同好会」と呼ばれるグループが登場しますが、いわゆる正式な部活動のように顧こ問もんの先生がいて、予算をもらって活動するしっかりとした組織ではなく、かといって、ただの趣しゆ味みの集まりでもない、学校に半分公こう認にんされている、こういった活動が私の卒業した高校にはありました。

　部活動の掛かけ持もちは許されませんでしたが、この同好会は、いくらでも掛け持ちが許されましたし、同好会の設立は届け出制で、三人以上の有志が届け出書に署名すれば設立が認められました。マンガ同好会とか、鉄道同好会というポピュラーなものから、このお話の中にも出てくる、忍にん者じや同好会、稲いな荷り神社同好会、立ち食い蕎麦そば同好会、サバイバル同好会といういささか毛色の変わったものまで、その数は二十を超こえておりました。

　文化祭の時には、申しん請せいすればこういった同好会にも研究発表の場が与あたえられましたので、空き教室を使って色々な展示をやっておりました。

　文化祭の企き画かくの一つとして、生徒会主しゆ催さいでチャリティ目的の金魚すくいをやった時、気合いを入れて作った畳たたみ四枚分の金魚すくいの池の材料に予算を取られ、肝かん心じんの金魚が予定数の半分も買えない、という出来事がありました。

　当時、生徒会役員だった私は、友人のサバイバル同好会と、釣つり同好会のメンバーに声をかけてメダカを採ってきて、池に入れてくれと頼たのみました。私の通っていた高校は、片田舎いなかの田んぼの真ん中にあるような高校でしたから、学校の周りには、用水やため池があり、採ろうと思えばすぐに採ることができたのです。

　メダカは金魚に比べれば地味ですが、たとえメダカでも、入れれば寂さびしい池も少しはにぎやかになると思ったからです。そして、文化祭が始まりお客さんが来て三十分もしないうちに生徒会室にいた私のところに、金魚すくい会場で子供たちが泣いている、という知らせが飛び込んできました。

　急いで会場に行った私が見たものは、金魚すくいの池の中を我が物顔に這はい回る、手や足が生えて、半分カエルになりかけの見るからに不気味な姿の、体長十センチはあろうかという巨きよ大だいな食用カエルのおたまじゃくしの群れと、金魚すくい用の池を前にして立ちすくむ子供と、その母親の姿でした。

　何でもいいから泳ぐものを採ってきてくれ、と頼んだ私の言い方が悪かったのでしょう、メンバーが採ってきたのは、メダカだけではありませんでした。ドジョウ、ウナギ、フナという魚類ならまだしも、おたまじゃくしまで採ってきてしまったのです。

　結局、チャリティどころか大赤字となり、私がなけなしの小こ遣づかいの中から寄付金をひねり出したのを覚えています。

　この時に、生徒会と同じように他の同好会もチャリティ目的で、模も擬ぎ店を出しておりましたが、その中で、最高の売り上げを記録したのは、立ち食い蕎麦同好会が出した立ち食い蕎麦の模擬店でした。立派なエビの身が入ったかき揚あげが載のった天ぷら蕎麦が安くて美味うまいということで大人気だったのですが、後で聞いたところ、その天ぷらのエビの正体は、サバイバル同好会が採ってきたアメリカザリガニの尻尾しつぽの剝むき身みだったそうです。

　とはいえ、採取してきたアメリカザリガニをそのまま使ったわけではなく、きれいな湧わき水みずの中で一週間飼って、泥どろ臭くささを消してから使ったそうで、そうと言われなければまず、普ふ通つうのエビと見分けがつかない味に仕上がった逸いつ品ぴんだったのを覚えています。

　なにしろ、私が高校生だった頃ころは今からかなり昔のことですから、今では考えられないアバウトなことをやっても、特に文句を言われることもなく、のんびりとやっていたような気がします。

　もしかしたら、私が経験してきた学校生活をそのままノンフィクションで書いても、今の読者の方には「こんなことありえない！　こんなの物語の中だけだよ！」としか思ってもらえないかもしれませんね。

　さて、最後になりましたが、今回、私の書いたお話のキャラクターに、ビジュアルという手段で命を吹ふき込んでいただいたイラストレイターのＫｅＧさんへの心からのお礼の言葉とともに、あとがきを終わらせていただきます。

　追つい伸しん──二巻のプロットを早くくれ、と言われているところをみると、あと一冊ぐらいは書かせてもらえそうです。来年の春頃にはお届けできるかと思いますので、楢なら山やま高校生徒会のさらなる奮ふん闘とうをお読みになりたい方は、どうぞ楽しみにお待ちください。





（ある意味で、永遠に続く放課後を生きている）　鷹見　一幸


















カバー・口絵・本文イラスト／ＫｅＧ

デザイン／福田功（imagejack）










会かい長ちようの切ジヨりーカ札ー




一いち芸げいクラブに勝しよう機きあり！








鷹たか見み一かず幸ゆき
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